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本報告書について

学習目的，分野，母語等，学習者の特性や，各国・地域における日本語の社会的位圃付け，日本晒教育

機関の設備･環境,教師の教育観や日本語能力等，日本語教育の多嫌性についての昭鐘は定着しつつあり，

それぞれの教育現場において独自の対応がなされてきている。一方，インターネットをはじめとする嫌々

な情報流通の在り方の変化や，学習者及び教師の地球規模での移りM'・交流はますます加速しており，日本

語教育の各領域全体の様相をとらえ，連携体制を整え，必要な支援を行うことが日本語教育推進のために

求められている。そこで，日本語教育の振興を図るための適切な支援，連挑体制睡備を進めるためには，

まず国内外で日本語を学習し，あるいは教えている人々がどのような環境で，さらにはどのような手段で

日本語を学習し，あるいは教えているのかについて広く１W報収梨し，「多様化」と言われる現状を把握する

必要がある。

二のような必要にかんがみ，国立国語研究所日本語教育部１１１１では，国内外の地域を対象に各地域と連携

しながら平成１２年度より５年Mf面で「日本語教育の学習現境と学習手段に関する調査研究」を実施してい

る。その一環として，平成１５年度は日本語教育支援のための基礎研究として，鯉国での日本語教１Wの学習

環境と学習手段に関する実態把握のための調在を行った。

本報告轡は，その中の「日本ilEi教育の学習環境と学習手段に関する調査研究：枠国アンケートUBI益」の

典il+結果について，その擬Bilをまとめたものである。本jlLiIf結果については，現在本醐査に併せて実施し

たインタビュー調査結果との1111係等，様々な観点からの分析を進めている。その詳細な分析結果について

は「報告聾：分析輻」として．現在同時並行で調査を実施している他地域（タイ（バンコック)，オースト

ラリア（ヴィクトリア州・ニューサウスウェールズ州)。台湾。マレーシア〕との比較を含め，改めて報告

する予定である。

本報告轡は，５章から榊成されている。第１率で韓国アンケート鋼査の概要，第２歳で擬IHI卿査禦（ア

ンケート協力機関における学習者数等の基礎的情報）の典i汁結果，第３章で学習者の無計結果，第４章で

教師の築計結果，第５ｍで今後の「報告番：分析編」に向けた課題としてまとめを行った。なお，本報告

盤の中心である集計結果の概略についてiWil杜に把握できるよう，箙２．３．４章の最初の部分には要約を職

せてある。本報告書の作成・緬典には巻末に掲げた担当者のうち，主に石井恵理子（日本語紋背部Wl第一

領域長）・小河原義朗（日本躯教育部門第一領域研究員）が担当した。

本調査は，巻末に掲げた協力機関や先生方の御協力なくしてはなし得なかった。ここに改めて深くお礼

申し上げる。そして何より，本調査に御協力くださった現地の多くの日本語教育関係の方々に深くお礼申

し上げる。

本報告魅は，「典計結果Ｈ１沓11『」として刊行するが，今後の日本躯教育方策や日本語教育の内容．方法の

検討に際しての一助となれば幸いである。

平成１６年３月

独立行政法人国立国語研究所

日本語教育部門長杉戸滴樹
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第１章韓国アンケート調査実施概要

１－１．「日本語教育の学習環境と学習手段に関する調査研究」概要

学習目的，分野．母語等，学習者の特性や，各国・地域におけるロ本譜の社会的位匠づけ，日本躯教育

機関の設備・環境，教師の教7r観や日本鍋能力等，日本語散布の多様性についての認識は定iIiしつつあり，

それぞれの教育現珊において独自の対応がなされてきている。一方，学習音及び教師の地球規模での移動・

交流はますます加速しており，Ⅱ本iMi敬育の各緬城全体の搬棚を捉え，連槐体制を整え，必要な支援を行

うことが日本語教行推進のために求められている。

そこで，本調査研究では日本錨教育の振興を回るための適切な支援，連槐体制整備を進めるため，国内

及び海外の各地域における多様化したロ本譜教育の実態を学習環境と学習手段の両側面から明らかにする

二とを目的とする。

本調査研究の特色は以下の３点である。

(1)国内と海外の両方を視野においた鋼査研究である。

Ｉ副内外の社会状況や敬行制１匹．学習蝿境等の異なる地域を比較する二とで世界の日本ilE教育の状況全体

を把握する二とができる。

具体的には，国外では学課荷牧・学習環境面での多様性や鋼蔽協力体制等の観点から，タイ（バンコッ

ク），オーストラリア（ヴィクトリア川・ニューサウスウェールズ川)，轍I副マレーシア，台iIFの５地域

において．実施または実施中である。タイ（バンコソク）iIKl征にＩＨＩしては，『日本語教育の学習威境と学習

手段に閲する調査研究タイ（バンコック）アンケート調俺lILHf結果柵告普』を平成１５イド３月に刊行し，

他地域についてもIJI次刊行予定である。

国内では，山梨1Aし全域を始め，全国調査についても新手している《，

(2)微視的・巨視的視野の両面からの研究である。

各国・地域の一般的な数行Iill，言語教育政策．【Ｍｘとの繩済・文化扉の交流関係等，それぞれの社会環

境の中で日本語散布がどのような位慨づけI二あるかというマクロな視野を持ちつつ．同時に学習行・教師

の具体的な行動や迩鐡，敬付坪，個々の日本語学１W／教frの災態というミクロレベルでの潤査を行う。

(3)学習者と教師の両面からアプローチする研究である。

各国・地域における初・中．,嚇惇教行機関，民IlI1日本Jli散布機１１８１，ボランティア教室（uil内）などにお

ける学習行及び教師を対象に，アンケートとインタビューの手法をⅢいて行う。

１



１－２．調査目的

１－１で示した「日本語教育の学判環境と学習手段に関する１１M盃研究」の-．環として，鯲国での日本語

教育の学習環境と学習手段に閲する実態について，全体的な傾向を把握し，新たな観点から日本語教育の

改善・支援のための些礎資料を作成する。あわせて，今後の学稗環境と学習手段にＩＨＩする調査研究におけ

る調査方法のあり方,アンケートやインタビュー調査の内容･技術に関する検討のための基礎資料とする。

１－３．調査地域

タイ（バンコソク）に続く国外第二NHI斑地域として，学習者数が国外最大であり（国際交流基金日本語

国際センター（2000）『海外の日本語教行の現状一日本語教育機関調査・1998年一』より)，日本語教育が

非常に盛んである鯉国，特に学習環境が一国の中でも地域によってかなり多様であることから，韓国全体

を視野に入れ，ソウル，釜山，光州の３地域を核として調査を行った。調査地域ごとにアンケートの回答

を得た学習者と教師の所属内訳数は以下の表１－１，１－２のとおりである。なお，中学校教師に対してはアン

ケートを行っていない。

<表1-1：地域別学習者数》（）内は％

司晒。■ⅢⅡ

8８１（２Ｇ ＭＯ（３０【 [）（：ＩＣ

[］

「Ｕ

Ｌ｣

）［８

、０－【ＪｕＩｊ

２

地域 合計 中学校 高校 大学・大学院 学校教育以外

ソウル特別市 1,881（２６．７） Ｏ（ｑＯ） 940（30.0） 611（２５．３） 330（３０．３）

釜山広域市 773（１１ O） Ｏ（0 O） ｌ（0 O） 482（２０ O） 290（２６ 6）

蔚山広域市 ３０（0 4） Ｏ（0 O） ｌ（０ O） ２９（１ 2） Ｏ（0 O）

大邸広域市 679（９ 6） Ｏ（0 o） 54.1（１７ 4） 13.1（５ 5） １（０ 1）

光州広域市 2`１６（３ 5） ｌ（0 2） ３５（１ 1） 210（８ 7） Ｏ（0 O）

大田広域市 226（３ 2） Ｏ（0 O） Ｏ（0 O） ６（0 2） 220（２０ 2）

仁）１１広域市

江原 首

187（２

`11（0

7）

6）

Ｏ（０

Ｏ（０

0）

O）

９（0

Ｉ（0

3）

O）

167（６

４０（１

9）

7）

１１（Ｉ

Ｏ（0

O）

O）

京畿 首 1,576（２２ 3） 2`１３（５８ 0） 918（２９ 3） 355（1４ 7） ６０（５ 5）

忠消北 首 ３６（0 5） Ｏ（0 O） １（0 O） ３４（１ 4） １（０ l）

忠澗南 首 ３３（0 5） Ｏ（0 O） ｌ（０ O） ２７（１ 1） ５（0 5）

慶尚北道 ３２（0 5） Ｏ（0 O） １５（０ 5） １６（0 7） １（０ 1）

慶尚南道 ６８（１ O） Ｏ（0 0） ｌ（0 O） ４６（’ 9） ２１（１ 9）

全羅北道 177（２ 5） Ｏ（０ O） ５（0 2） 172（７ 1） Ｏ（０ O）

全羅南道 ９１９（1３ O） 175（`1１ 8） 658（２１ O） ８６（３ 6） Ｏ（０ O）

済州道149（２ 1） Ｏ（0 O） Ｏ（０ O） Ｏ（０ O） 149（１３ 7）

無回答109 ４ `1７ 41 1７

合計7,162（100.0） 123（100.0） 3,177（100.0） 2,456（100.0） 1,106（ｌ０ｑＯ）



(表1-2：地域別教師数〉（）内は％

なお，鯉国国内における地域lIIlの比較については本調査結果をもとに今後の課題とする。

１－４．調査対象

仰国国内で日本語敦育を実施している機関における日本語学習者と日本lli教師を対象とした。

１－５．調査期間

平成１５年３月～９月

１－６．調査方法

アンケート潤盃粟を用い，中辱教育機関，高等教育機関，学校教育以外の機関に胆する調査対象者に対

しアンケート鋼登を行った。それと並行して同様の対象者に対するインタビュー掴盃も実施した。インタ

ビュー結果については「報告苫：分析幅」にて報告する予定である。

１－７．調査票（アンケート）

劉狂票（アンケート）は，学習者用と教師用があり，それぞれ郷国Hli版と日本iMi版のものを用意した。

学習者用では，学習者が日本譜を学習する際には何らかの物，人，１%慨といった対象に接触すると脅え

られることから，学習者がどのような対象にどのように接触しているのかについて質ＩＭＩする項目が中心に

３

地域 合計 高校 大学・大学院 学校教育以外

ソウル特別il7 172（２ａｌ） ６１（２６．１） ８１〈２９．２） ３０（29..1）

釜山広域市 112（１８ 3） Ｏ（0.0） 7０（２５ 3） 4２（`11 2）

蔚山広域市 ３（０ 5） Ｏ（0.0） ３（１ 1） Ｏ（0 O）

大邸広域市 ５８（９ 5） ４３（１８.`1） １５（５ ｡！） Ｏ（０ O）

光州広域市 ３５（５ 7） １１（４ 7） 2．１（８ 7） Ｏ（0 0）

大ＩＨ広域市 １６（２ 6） Ｏ（0 O） ２（0 7） Lｌ（１３ 7）

仁川広域

一
Ⅱ
Ｉ

９（’ 5） Ｏ（０ O） ９（３ 2） ０（0 O）

江原 画 ９（’ 5） Ｏ（０ O） ５（’ 8） ４（３ 9）

京畿 面 113（1８ `l） 7７（３２ 9） ３３（ｌ】 9） ３（２ 9）

忠ｉｆｌ北 面 ３（0 5） Ｏ（０ O） ３（】 I） Ｏ（０ O）

忠ｉＷ南 回 １（０ 2） Ｏ〈0 O） Ｏ（0 0） ｌ（’ O）

腿尚北 iｉ ２（0 3） Ｏ（0 O） ２（０ 7） Ｏ（0 O）

腿尚南 ii1 ７（１ 1） Ｏ（0 0） ６（２ 2） １（１ O）

金蝿北 画 ２２（３ 6） Ｏ（０ O） ２２（７ 9） Ｏ（0 O〉

全瓢南 iＺ `ＩＩ（７ 2） ４２（１７ 9） ２（0 7） Ｏ（０ O）

済ｌＨｉｉｉ ７（Ｉ l） ０（0 0） ０（0 O） ７（６ 9）

簾回答 1８

ワ
】 ５ 1１

合計 631（100.0） 236（100.0） 282（100.0） 113（100.0）



なっている。なお，これらの質１１１１頑目は比較のため，帆国人散師にも－部同様に尋ねている。敬師用では，

ロ本躯の授業及び授業ilq側の際にどのような物，人，１１V報といった対象にどのように接触しているのかに

ついて質問する頓圃が１１１心になっている二

また，それらの接触の対象や方法等に影響すると考えられる項目として，学習者については日本語学習

歴，学習動機尋，教師については日本語教育鵬日本lli教育を始めた理1ｔ1幕の属性についてもあわせて尋

ねている。

主な調査項目は以下のとおりである。詳細については，巻末資料の「学習者用調准辮」「敬師lIlWW充架」

を御覧いただきたい。

〔学習者用〕

属性

・性別，居住地域，年齢，母;ii，身分，日本語学習の'111姑学年．日本語学習の場所，訪日経験，日本

語学習動機，４技能別日本31i力自己評価等

質問項目

・日本語使用状況（相手，願度，手段，内容，jql1IIl神）

・日本語接触状況（物，頻度，内容，理Ill零）

・授業で使用する日本illi教材の授業外使ｌｌｌ状況

・日本語接触状況（樋会）

・日本語学習のためのリソース（物）

・日本躯学習のために充実を希望するもの

〔教師用〕

属性

・性別，居住地域，イ'三齢，母HH．日本語学習歴，その他の外l卵li学習雁．訪日経験．日本3冊敬育経験，

日本語以外の数青経験，‘ｌ技能別日本311力自己iNi価，日本語教育を始めた理111,学会・研究会への

参加，ロ本舗教育に'11Ｉする研修等

質１１M項目

Ｉ：授業及び授業ilulHlに11Mする質IMI（韓国人教師及び日本人教師対象）

・授業での使用戦材，使用生教材の種類，使用自作敬材の柧緬

・授業での使用機材

・授業での日本Hli使lFI状況

・授業地燗のためのリソース（物，人）

・日本語教師に必要な能力に側する意鍵

・資質・能力向上のためにしていること，役に立つと思うこと

・コンピュータ使用状況

４



コンピュータ使用にＩＭＩする意織

資質・能力向上のために充実を希望するもの

日本語力向上のための興塊に111Ｉする質問（韓国人教師対象）

日本語使用状況（相手，頻度，手段，内容，理由等）

日本語接触状況（物，頻度，内容，理由等）

日本語接触状況（樋会）

●

Ⅲ

⑪

⑪

１－８．調査票の配布・回収

高舗教育機関については日本語・日本語教育関連学会を通じて，中等教育については各地域のロ本語教

育研究会を通じて，調盃協力佼の選定，調査票の配布及び回収を行った。

学校教育以外の槌関については調査協力機関を経て，教師及び学習者に調奄栗の配布，及び回収を行っ

た。

回収結果は以下の変1-3のとおりである。なお，表１－３中，「フェイス数」とは「機関1,1査票」の回収部

数を示す。「機関調査」は機IMI名，住所，日本語教師数，学習者数，使用股備等を把握するために各機関を

対象に行った。綱立禦サンプルを巻末資料に示した。なお，以下の典計に際しては固有緒桐や機1111を特定

する記述についてはすべて徹路する。

〈表1-3：回収結果〉

■〒￣

■百五五一一一■■■■■■■
正=て汀■￣麻■－面＝、■＝忘画－ｍ■
正万五■－ｍ－－画-画－面
■＝面面

1-9．分析対象

菱１－３の回収結果から，潤盃票の一部が欠落している幕，回答が明らかに不完全なものを除いた有効回

答数は学習者7,162名，教師631名である。

本調査研究では，当抜地域だけではなく，諸外国における学習手段・環境の比較検討までを視野に入れ

ている。しかし，各国の教育制度・学校体系は国によって異なるため，第２章からの典叶・分析には国際

交流基金日本語国際センター（2000）『海外の日本語教育の現状一日本語教育機関ilHl査・1998年一』を参

考に，調盃対象機側を以下の３つに分類して，比較・典計を進める。

①「中等教育樋凹」：日本の弼輔学校にあたる学校教育機１１１１

②「高等敦育機'111卯日本の大学院・大学・短期大学にあたる学校教育機関

③「学校教１１１F以外の機'19」：上記①②に含まれない擬ＩＭＩ

表1-3の「中学校」については，機関数が３校と少ないため，分析対象からは除外する。しかし，今後

「中学校」においても日本班教育が盛んになることが予想されることから，第３宛以降の典叶結果本文の

中に「参考」として大まかな傾向を－部戦せた。

５

合計 中学校 高校 大字・大学院 学校教育以外

機関数 9７ ３ 4５ ３８ 1１

学習者数 7,331 424 3,243 ２，５３３ 1０１３１

教師数 633 0 ２３７ 283 113

フェイス数 9４ ３ 4４ 3８ ９



その結果，分析対象は，表１－４のとおりである。なお，ilMI盃項目によって，設Illlの意図を理解していな

いと思われる回答liIi所は,災Ilf上は無回答とした。そのため，第２耐以降の某叶結果では，iMHiIf項I］によっ

て回答者数に遮いがある。

<表1-4：分析対顛〉（）内は％

学校教育以外

比較のために，ＩｌｉＩ梱の国際交流基金日本語国際センター（2000）によれば，1998年で韓国全体における

学習者数，教師数は幾1-５のようになっている。

<表1-5：韓国全体における教師数．学習者数》（）内は％

学校教育以外

合計 中等教育 高等教育 学 史教育以外

教師数 631（ｌＯｑＯ〉 236（37.`1） 282（`14.7） 113（17.9）

学習者数 6,739（100.0） 3,177（`17.1） 2,456（36.`1） 1,106（16.1）

合計 初等・中等教育 高等教育 学校教育以外

教師数 5,601（100.0） 1,613（28.8） 1,655（29.5） 2,336（41.7）

学習者数 9`18,10`1（100.0） 731,`116（77.1） Ｌ18,`1Ｍ（15.7） 68,244（7.2）



第２章集計結果：機関調査票

概要と要約

本章では，「欄間pH梵粟」の典計結果について報告する。「機llll刑査」とは，前述のとおり，樋間名，住

所，ロ本譜教師数，学習者数，使用設備等の傭報を把握するために，アンケート調査協力機関を対象に行っ

たものである。本章の柵成は４節からなるが，具体的な結果を細告するIlilに，ここでまず各節で取り上げ

る鯛査内容とその結果を要約してまとめ，本章全体の概要がわかるように示してある。各節の詳細につい

ては，２－１以降の各節を参照されたい。なお，各節の集計結果が，突際に使用した調査票（憩末資料）

の中のどの項目に対応するかがわかるように，各節の最後に項目爵号を入れた。例えば．「<樋l11IQ1>」は｢機

関調査票の項目番号Ｑｌ」を示す。

本調査における樋側卿企票の所鵬別有効回答数とその内訳は炎2-1のとおりである。」二記のとおり，本

aHI盃対象機関は本:アンケート調査協力機関のみであり，全数狐FEではない。よって，以下のデータは本調

盃対象機関の範囲内に限定されるものであり，特に，学校教行以外の機関は７機関と少ない二とから，以

Ｉどのデータの解釈には注意を要する。

《表2-1：回答数．内訳〉（）内は％

□]＝昏函１８９【ｌＯＣ

〔要約〕：２－１．日本語教師数について

．常勤教師数：中幕敬育では５人以下が９７．７％，高等教育では１０人以下が８９．５％となっている。学校教

育以外では６～10人が５７．１％で最も多いが，１１人以上も`12.9％となっている。

･非常勤教師数：ＩＩ１輔敬1rFでは「なし」が７９５％，高等教育では１１人以上が50.0％，学校教育以外で

は６～10人が57.1`X)で股も多い。

･常勤と非常勤の割合：中淳敬育では，常勤は韓国人教師が95.2％と多く，高等教育・学校教行以外に比

べると日本人教師は非淋勤が３３．３％と多い。逆に高等教育では，１１本人の常勤も２３．７％で，ロ本人の非

常勤が6.796と少ない。学校敬育以外では日本人の常勤も非常勤も約３０％いる。

〔要約〕：２－２．学習者数について

･学習者数：

中等教育では，「500人以下」～「2,000人以下」までの冊に分倣している。高等教育では，「500人以下」

が５２．９％，「2,001人以上」が３８．２％と多く，その中ＩＮＩが少ない。学校敦育以外で1t．「500人以下」が

５７．１％と最も多く，全体でも「1,000人以下」が多い。

７

｢￣－－
１回答数

合計 中等教育 高等教育 学校教育以外

8９（100.0） ､1.1（49.4） ３８（､１２．７） ７（7.9）



〔要約〕：２－３．利用設備について

･コンピュータの利用：どの機関でもほぼ利用可能。

･コンピュータの利用台数：

教師用は「1～１０台」が尖i、して多いが，中等教育では「すべて敬師用」が３０．２％で股も多い。学習者
用は中等教育では「1～１０台」が25.696,高等教育では「５１台以上」が３２．４％，学校教育以外では「１
～１０台」が85.796で股も多い。

･インターネットの利用：どの機関でもほぼ利用可能。利用者は，中淳教育では「主に教師」が･'1.9％，

高等教育・学校教育以外では教師と学習者の「両方が利用」が圧倒的に多い。

･テレビ・ビデオ視聴：どの機関でもほぼ利用可能，利用者1t全体的に教師と学習巷の「両方が利用｣。

・ＬＬの利用：全体的に利用できない機間が多いが，iHI津教育で1ｔ利用可能が４４．７％と比較的多い。

･ＯＨＰの利用：中等教育では５０％，高等教育では利用可能が68..1％で多く，学校教育以外では１４．３％

と逆に利用できない機関が多い。

･テープレコーダー・ＣＤプレーヤー：全体的にどの樋ⅡUでもほぼ利用可能。

･日本語関係図宙：中等教育でl土5096,高等教育・学校敬育以外ではほとんど利用可能。

〔要約〕：２－４．実施，または参加している日本語関係行事について

・日本人との交流会：

中等教育では「なし」が７２．７％，高等教育・学校教育以外では「あり」が６８．４％・57.196。「あり」の

場合，中等教育では「他樋INIが主催」が41.796,学校散布以外では75.0％，高等教育では「向らの機関

で主催」と「他樋関が主仙」の「両方」が４２．３％でj＆も多い。

･留学または交換留学制度：

中等教育では「なし」が８６．４`池高等教育・学校教育以外では「あり」が８６．８％・８５．７％。「あり」の

賜合，中等散行では「他樋Illlが主催」と「両方」が501>６，，Hi淳教行・学校教育以外では「自らの樋間で

主催」が４８．５％・66.796.

．短期語学研修制度：

中等教育・学校教育以外では「なし」が８１．８％・７１．４％，高等教青では「あり」が７６．３兆「あり」の

場合，中等散布では「他樋ＩＨＩが主催」が８７．５％，高尋教fi｢では「自らの機関で主IMi」と「他機関が主催」

の「両方一がＩＬ４９６，学校教育以外では自らの槻関で［主Iii」と「他機関が主臆」が5096.

．スピーチコンテスト：

中等教育では「なし」が７２．７％，高等教育では「あり」が６３２％‘学校教育以外では「なし」が５７．１％。

「あり」の場合，中幕教育では「他機関が主催」が75.0％，高等教育・学校教育以外では自らの櫨関で

「主催」が５８．３％・66.796。

８



２－１．日本語教師数について

二二では，本調査に回答した機関の日本語教師数について尋ねた結果を報告する。

２－１－１．常勤教師数

常勤教師数は，中等教育では「1～５人」が97.7％，高等教育では10人以下が89.5％となっている。学

校教育以外では『6～10人」が５７．１％で最も多いが，「11人以上」も４２．９％となっている（図2-1)。

〈機関Ｑ１〉

’￣－－－￣￣ﾆﾆﾆﾌﾟ｢-~~￣

｜ロ中等牧育■高等牧育ロ学校牧育以外Ｉ

一
叫

一
「
Ｆ
１
ト
ー
｜
」
「
一

ｍ
噸
噸
噸
、
碗 l￣

－－－－－可

三日」、
ｌ～5人６～10人

図2-1：常勤教師数（所属別）

11人以上

一一」１－

２－１－２．非常勤教師数

非常勤教師数は，中惇教育では「0人」が７９．５％，iWi等教育では「１１人以上」が50.0％，学校教育以外

では「6～１０人」が57.1％で最も多い（図2-2)。 〈機関Ｑ１〉

[亟讓教宵■高竪迩同ロ警佼教育以外｜L－－．－－－－－－－-－－－－－，－

－－－－－~￣－－－￣￣-－－１

一
Ｌ
”

噸
醜
“
噸
餓
筋 ｡､」

ｌ～5人６～10人

図2-2：非常勤教師数（所属別）

ＬＬ1
11人以上

２－１－３．常勤と非常勤の割合

中等教育では，常勤は韓国人教師が９５．２％と多く，高等教育・学校敬育以外に比べると日本人教師は非

常勤が33.3％と多い。逆に高等教育では。日本人の常勤も23.7％で，Ｉ]本人の非常勤が6.7％と少ない。

学校教育以外では日本人の常勤も非常勤も約３０％いる（図2-3.2-1)。〈機関ＱＩ〉

９



ロ⑫国人ロ日本人

学校9h百以外

自尊救可 7６３

車辱仮向

碇２０８６４碗６CＭ８，１

図2-3：函国人と日本人の割合の平均値（常勤教師）

100、

ロ曲国人ロ日本人

学校俶画以外 7§0

高等敬阿 9３３

中写牧向 デーコユゴ“７

ＯＨ２０％４隅６０％８０苗

図2-4：翅国人と日本人の割合の平均(U５（非常勤教師）
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２－２．学習者数について

ニニでは，学習行数について尋ねた結果を報告する。

中等教育では，「500人以下」が２７．５％，「501～1.000人」が175％，「1,001～1.500中等教育では，［500人以下」が２７．５％，「501～ＬＯＯＣ人」が17.5％，「1,001～1.500人」が32.596,

「1,501～2,000人」が２２．５％と分倣している。高等教育では，「500人以下」が５２．９％，「2,001人以｣二」

が38.2％と多く，その中IlDが少ない。学校教育以外では，「500人以下」が５７．１％と股も多く，全体的に

「1,000人以下」の学習者数となっている（図2-5)。〈機関Ｑ２〉

ロ中等敬同■高等教育ロ学校放同以外咽
“
航
峨
、
脇

１

｢、｢Lnl□=－１
図2-5：学習者数（所属別）

なお，学智者の所腿・学年亭，詳しい内訳については，耐３京炎３－１（pl8）にまとめた。
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２－３．利用設備について

ここでは，コンピュータ等の利用設備について尋ねた結果を報告する。

２－３－１．コンピュータの利用

日本語教育のコースで日本語関

係の教師や学習者がコンピュータ

を利用できるかどうかについて尋

ねたところ,所属に関係なくどの機

関でもほぼ利用可能となっている

（図2-6)。

〈機関Ｑ3-1〉

ロ利用可ﾛｷﾞﾘ用不可

一一一一一一一T~￣~ﾛ‐

|学校教育以外 1０００

高等教育

中等敦河 9７７

隅2016４脇６０６６８０％

図2-6：コンピュータの利用（所属別）

10086

利用台数について尋ねたところ，まず教師用としては「1～1ｏ台」が所属に共通して多い。学習者用と

しては，中等教育ではすべて教師用が30.2％で最も多く，学習者用は「1～10台」が25.6％で次に多い。

高等教育では，「５１台以上ｊが３２．４％で最も多い。学校教育以外では「l～１０台」が８５．７％と圧倒的に多

い（図2-7,2-8)。 〈機関Ｑ3-1〉

ロ中等教育■高等教育□学校牧育以外
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｜
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図2-7：教師用コンピュータの台数
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目者用コンピュータの台数（所属別）
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図2-8：学習者用コンピュータの台数
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２－３－２．インターネットの利用

同様にインターネットを利用できるかどうかについて尋ねたところ，所属に1111係なくどの機1111でもほぼ

利用可能となっている。

さらに，主な利用者について尋ねたところ，所属に共通して教師と学習者の「両方が利用」が多いが，

中等教育では「主に教師が利用」が41.996と比較的多くなっている。（図2-9)。〈機関Ｑ3-2〉

ロ利用不可■主に受Ｂｉ生がｲﾘ用ロ主に牧師が１Ｉ用ロ両方がｷﾞﾘ用，

Iiii1Z;ZZZZ1iiiiZZzZ；ZiZ；ZZ1iZZZZZ;;Z;iZ"Z1iZZZZZZZクリＩ学校牧同以外

高尊敬向

中等紋向

暁 2隅４０１Ｉ６０刊

図2-9：インターネットの利房（所属別）

80％ 100％

２－３－３．テレビ・ビデオ視聴

テレビ・ビデオ視聴について尋ねたと二ろ，二れも所肌に関係なくどの機関でもほぼ利用可能となって

いる。

主な利用番について尋ねたところ，全体的に教師と学習者の「両方が利用」が多いが，中等教育では「主

に教師が利用」が３１．０％，商捧敬育では「主に学習哲が利用」が２６．３％と比較的多い（図2-10)。

〈機関Ｑ3-3〉

ｐ１ﾘ用不可■主に受倒生がﾘﾘ用ロ主に敬師がｷﾞﾘ用ロ貢方がｷﾞﾘ用

学校牧育以外

高等敦育

中等較百

OＩＩ ２０司４０１１６０％８０１０

図2-10：テレビ・ビデオ視聴（所属別）
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２－３－４．ＬＬ

ＬＬを利用できるかどう

かについて尋ねたところ，

全体的に利用できない樋

関が多いが，高等教育で

は利用可能が４４．７％と比

較的多い（図2-11)。

〈機関Ｑ3-4〉

ﾛｷﾞﾘ用可ロ利用不可

学校牧商以外

5ｓ３高等牧育 “７

中尊敬耳

100％80％20％４OＩＯ６，６

図2-11：ＬＬの利用（所属別）

0％

２－３－５．ＯＨＰ

ＯＨＰを利用できるかど

うかについて尋ねたとこ

ろ，中津敬育では５０％，

高等敬行では利用可能が

68.4％で多く，学校教育

以外では14.3％と逆に利

用できない機関が多い

（図2-12)。

〈機関Ｑ3-5〉

ロ利用可ﾛｷﾞﾘ用不可

Ba7学校敬百以外

高等蚊向

5００中辱敬向 5００

80､ ｌ０ＣＨ２筋４０仏６０N

図2-12：OHPのｷﾞﾘ用（所属Bﾘ）

瓜

２－３－６．テープレコーダー・ＣＤプレーヤー

テープレコーダー・ＣＤ

プレーヤーを利用できる

かどうかについて尋ねた

ところ，所風に関係なく

全体的にどの機関でもほ

ぼ利用可能となっている

（図2-13)。

〈機関Ｑ3-6〉

ﾛｵﾘ用可ロ利用不可

字BWH向以外 1000

日等救育 ８１６

中等救育 7７３

１００、筋２０Ｈ４０%６０Ⅱ８０％

図2-13：テープレコーダー・ＣＤプレーヤーの利用（所属別）
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２－３－７．日本語関係図書

Ｉ】本粥関係図諜をＦＩＩ

用できるかどうかにつ

いて尋ねたところ，中津

教育では５０％で，高津敬

育・学校教育以外ではほ

とんど利用可能とたっ

ている（図2-14)。

〈機関Ｑ3-7〉

p1Ij用可ﾛｷﾞﾘ用不可

学校敬育以外 1０００

高等敬岡 gＨｌ７

中等敬町 、05００

２，１４０Ｕ６０番８０Ｕ

図2-14：日本語関係の蔵書（所属別）

10086隅

２－４．実施，または参加している日本語関係行事について

二二では，剛学制度淳の実施‘ﾒﾐた(:t参加している｢】本譜側係行`ＩＦについて尋ねた結果を報告する｡

２－４－１．交流会

糞ず，日本人との交流会を機関で笈施している，または参加しているかどうかについて尋ねたところ．

中幕教育では「なし」が７２７％となっているのに対して，高淳数行・学校教育以外で1士６８．４％・57.1`>6と

逆に「ありｊが多く/直っている（図2-15)。 〈機関Q4-I〉

ロありロなし

学校放向以外 ４２９571

高専価可 ３１．６6８４

中等散向 7Ｚ７

10脳80662脇４０１Ｉ６０１６

図2-15：「交流会」（所属別）
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続いて，日本人との交流会を１１Iら主(１mしているかどうかについて尋ねたと二ろ，中騨教育では「他機ＩＩｌｌ

が主他｣が４１．７(池学校教汀以外では75.0％と多い｡高淳教育では，「両方｣が４２３％とlilrも多い(図2-16)。

□主佃■他tHj田が主航一口角方ロ稗！

字佼牧育以外

高可孜河

中尋彼向

－戸－－－－弓

Ⅲ
、

８ ３

0％

錘-,6:童繼霄｢…断属:IＤ
４０９６６０％ 8015

２－４－２．留学または交換留学制度

日本への留学農たは交換側学制度を樋関で実施している，または参加しているかどうかについて尋ねた

と二ろ，中等教育では｢なし」が８６.`1％となっているのに対して，逆に高等教育･学校教育以外では８６．８％・

85.7％と「あり」が多くなっている(図2-17)。 〈機llllQ4-2〉
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図2-17：「留学・交換留学制度」（所属別）
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闇学または交換(W学制唖を[Iら≦に雁しているかどうかについて尋ねたところ，中諌教育では「他機１１Mが

主催」と「両方」が５０％となっている。高等教育・学校敦育以外でI±自らの機関で「主催」が４８．５％･66.7％

と比較的多くなっている（図2-18)。 〈機lIllQ1-2〉
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図2-18：主催者「留学・交換留学制度」（所属別）
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２－４－３．短期語学研修制度

日本でのホームステイなど，短期語学研修制度を機関で実施している，または参加しているかどうかに

ついて尋ねたところ．中等教育・学校教育以外では「なし」が８１８％・７１４％となっているのに対して，

高等教育では逆に「あり」が76.3％と多くなっている（図2-19)。〈機関Q4-3〉
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図２－１９：「短期語学研修制度」（所屡別）
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短期語学研修制度を自ら主他しているかどうかについて尋ねたところ，中等教育では「他機1111が主催」

が87.5％と多く，高等教育では「両方」が４１．４％と最も多い。学校教育以外では自らの機関で「主惟」と

「他機関が主催」が５０％となっている(図2-20)。〈機関Ｑ4-3〉
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図2-20：主催者「短期語学研修制度」（所属別）
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２－４－４．スピーチコンテスト

スピーチコンテストを機1111で実施している，または参加しているかどうかについて尋ねたところ，中幕

敬育．学校教育以外では「なし」が72.796.57.1％となっているのに対して，高等教育では逆に「あり」

が63.296と多くまっている（図2-21)。 〈機llUQ4-4〉
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｢スピーチコンテスト」（所厄:別）

100M

スピーチコンテストをI:Iら主腕しているかどうかについて尋ねたところ，中等教育では「他機I則が主倣」

が75.0％であるのに対して，商淳教行・学校敬育以外では(:Iらの機INIで「主催」が５８．３(汁６６．７％と多く

なっている（図2-22)。〈雄IlUQ4-4〉
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第３章集計結果：学習者

概要と要約

本章では.「学習者」の集計結果について報告する。本章の柵成は７節からなるが，具体的な結果を報告

する前に，ここでまず各節で取り上げる鯏査内容とその結果を要約してまとめ，本職全体の概要がわかる

ように示してある。各節の詳細については，３－１以降の各節を参照されたい。なお，各節の集計結果が，

実際に使用した狐査票（巻末資料）の中のどの項目に対応するかがわかるように，各節の最後に項目番号

を入れた。例えば，「<学Ｆ１>」は「学習者用調査票の項目番号Ｆ１」を示す。

本調査における学習者の所属別ｲ｢効回答数とその内訳は表３－１のとおりである。そのうち分析対象は

１－９，表１－４（p､６）に示したとおりである。

《表3-1：回答者数.内訳〉（）内は％

｜学校教育以外
◆－－

1，１０６（１５．４）

<内訳〉

中学校 62110

５（：】､１Ｍ

Ｈ（ＺＦ 9ｍ

Ｂ【２８四

９２（７［

刀工”、’二Ⅱ

専門大字

Ｊ（ａ（】

1８

.’

中学校

2３（５．９）

高

3,177（

校

4.1..1）
ｌ大学･大学院
’2,456（３．１．３）

合計

回答者数 7,162（100.0）

中学校 449（６５３） 421（100.0） 2８（2.5）

１年

２年

1.17（３２．８）

129〈２８．８）

Ｍ６（３１．８）

118（２８」）

１（4.0）

1１（39.0）

３年

無回答

172（３８．４） 156（３７．１）
◆－

1６（57.0）

０

高校 3,253（45.9） 3,149（100.0） 104（9.4）

１年 IlO（４．３） 112（３．６） 2８（２８．９）

２年

３年

2,229（６９．２）

854（２６．５）

2,192（70.1）

822（２６．３）

3７（３８．１）

3２（33.0）

無回答 3０ ２３ ７

専門大学 423（6.0） 352（14.4） 7１（6.4）

１年 163（３８．６） 148（４２．２） 1５（21.0）

２年

３年

257（６０．９）

２（０．５）

203（５７．８）

0

5４（76.0）

２（3.0）

無回答 0

大学 2,302（32.5） 1,909（78.0） 393（35.5）

１年

２年

３年

４年

534（２３

537（２３

６１０（２８

570（２５

4）

5）

1）

O）

1－
504（２６

`＃1６（２３

536（２８

､116（２１

5）’３０（８

5）
０－－－－－

9１（２１

2）Ｉ104（２７
-－－-●－

９）Ｉ 154（、1１

O）

O）

O）

O）

無回答 ２１ ７ １４

大学院 220（3.1） 181（7.4） 3９（3.5）

その他 439（6.2） ７（0.3） 432（39.1）
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〔要約〕：３－１．学習者について

､性別：女性62.3％＞ﾘﾉ性37.7％

･年齢：【I】騨敬ｲｹﾞでは１０代（９９．７％)，高等教育・学校教育以外では２０代（90.4％．63.9％）が股も多い。

､学習開始時期：ＩＩＪ淳教行・高淳教育では高校（91.8％・４７．７％)，学校教育以外では大学（33.2％）が殿

も多い。

､日本語学習坦所：中淳敬育では高校（98.7％)，高等教育・学校教育以外では各自の所IHi機関（99.3％、

86.5％）が多く，襖数の機lllIで学習している学習者は少ない。

･訪日経験：学習者全体の７５．２％は訪日経験がない。

､訪日目的：①「観光」（“３％）が圧倒的に高く，②「短期留学（６ヶ月以上ｌ年末滴)」（10.2％)，

③「家族滞在」（9.9％）と続いてし､る゜

･日本層学習動楓：中淳教育では「学校の授業にある｣，高等教育．学校教育以外では１日本踊に興味があ

る」が股も多い。

・日本露力

読むこと：中津牧行では，「ひらがなが瀧める」（60.9％)，高等教育・学校教育以外では「iWiMiな文章な

らだいたい理解できる」（54.5％・５３．３％）が最も多い。

宙くこと：中鋪敦汀では「ひらがなで知っている言葉が香ける」（54.2％)，高幕教育．学校教育以外で

は「HiiIItな短い文を轡くことができる」（41.3％・４７．６％）が蛾も多い。

聞くこと：中津教育では「相手の名前や挨拶などを聞いて理解できる」（45.5％)，商輔教育・学校教育

以外では「｢】常生活で使う簡単な表現，指示などを理解することができる」（36..1％・・10.2％）

が蛾も多い。

賭すこと：全体的に「IWilIiな自己紹介ができる」が最も多い。

〔要約〕：３－２．日本語を使ってのやりとりについて

･日本霞を使ってのやりとりの有無：

全体で2,.151人（36.5％）が「はい｣，４，２５８人（６３５％）が「いいえ｣。所Hli別に見ると．高等教育・

学校敬汀以外ではそれぞれ５３．５％・56.1％で，やりとりをしている学習巷の方が多い。

･やりとりの相手：①「知り合い」（1,126人)，②「日本語の教師」（1,089人)，③「学校の友人」（916

人）

･やりとりの方法：

所隅に此』、してｈＩ手が「｢l本譜の教師」「学校の友人」の場合は、直接の「会話」によるやりとりが多い

が、棚手が「知り合い」の場合は「趣子メール」など様々な方法でのやりとりが見られる。

．最もよくやりとりをする相手：

中等散行では「学校の友人」（26.296)，高等教育・学校教育以外では「知り合いｊと「日本語の教師」

がＭ穏庇に多い。

･やりとりをする相手の国箱：

中津敬行では⑫{剣人（57.2％)，斑等教育・学校教育以外では日本人（61.5％・６６．７％）が多い。

･やりとりをする相手の性別：全体で女性が６１．３％。

･やりとりを始めた頃の日本語力：

【１Ｊ淳敬行では「少しできた」（61.8％)，高等教育・学校教育以外では「少しできた｣（Ｍ,２％・’7.2％)，

「ロ総会括程U【できた」（47.1％・４１.】％）が同程度で多い。

･やりとりをする頻度：所帆に共通して「週に２，３回」（26.9％）がｌｌｉｌj多い。

･やりとりをする手段：IIT接扣手と「会って話す」（58.ｏ％）がｊＬｊｍして多い。
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･やりとりをするときの日本語の割合：

「日本語と他の訂語が半々」（38.6％）が共通して多い。高等教育・学校教育以外では「全部日本語」「主

に日本語」も比較的多い。

･やりとりの内容：

「生活について」（65.5％）「勉強について」（21.9％）が共通して多い。続く内容として，中等・高等教

育が「日本語について」（16.2％・16.2％)，学校教育以外が「仕事について」（19.1％)。

･日本語でやりとりをする理由：

全体的に「日本語を使うのは楽しいから」「日本語の母語話者と話したいから」「日本語能力向上や維持

のため」が比較的高い。

･授業以外で日本語を使わない理由：

全体的に「自分の日本語力が充分ではないから」（44.2％)，『日本語を使う相手がいないから」（33.1％）

が多い。

〔要約〕：３－３．日本語が使われているものとの接触について

･身の回りで日本語が使われているものの有無：「はい」5,230人（800％)，「いいえ」1,307人（20.0％)。

・日本語の授業以外での見聞きの有無：「はい」5,122人（97.9％)，「いいえ」108人（2.1％)。

･見聞きするもの:中等教育では｢マンガ」（５９４％)，高等教育･学校教育以外では「ビデオ･DVD」（55.1％.

50.1％）と「テレビ番組」（54.2％・54.2％）が比較的多い。

．最もよく見聞きするもの：中等教育では①「マンガ｣，②「コンピュータ｣，③「ゲームソフト｣，高等教

育・学校教育以外は①「テレビ番組｣，②「コンピュータ｣，③「ビデオ・DVD｣。

・見聞きする頻度：

共通して「週２，３回｣か｢月に２，３回｣が多いが,所属別で見ると，中等教育では｢月に２，３回」（29.0％)，

高等教育・学校教育以外では「毎日」（24.2％・２８．４％）見聞きする学習者が多い。

･見聞きするものの所有者：共通して「自分」が５５．５％で最も多い。

･見聞きするものの内容：共通して「文化・芸術」（40.2％）が多い。

･見聞きする理由：

共通して「楽しいから」が多い。所属別では，高等教育・学校教育以外では「日本鍋に触れたいから」

「日本語能力の向上や維持のため」が比較的多い。

･授業以外で日本語のものを見聞きしない理由：

「自分の日本語力が充分でないから」が38.3％で最も多い。

〔要約〕：３－４．授業時間外の教科書等の使用について

･使用の有無：

「はい」3,741人（56.6％)，「いいえ」2,868人（43.4％)。所属別に見ると，中等教育では6ｑ５％が「い

いえ｣，ilji等教育・学校教育以外は６７．８船・８０．５％が「はい｣。

･授業時間外の使用方法：①「暗記，暗唱する」（54.1％)，②「語句の意味を調べる」（48.8％)，③「漢

字にふりがなをふる」（45.5％)。

･授業時間外に教科宙などを使用しない理由：

全体で①「授業以外の時IIlに勉強をしないから」（56.7％）が最も多く，続いて②「どうやって使ったら

いいかわからないから」（17.3％)。
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〔要約〕：３－５．利用経験のある機会や場所について

･利用経験の有無：

「はい」2,864人（44.4％)，「いいえ」3,593人（55.6％)。所楓別では，中辱教育では「いいえ」（71.8％）

が多く，高等教育・学校敬育以外では「はい」（58.3％・５９．１％）が多い。

･利用経験のある機会や増所（鞠国国内）：

全体では①「日本人のいる期所，日本人が奥まる場所」（31.3％)，②「日本人との交流会」（27.8％)，

③「その他」（23.7％）の順になっている。所属別では，中等教育では「その他」（38.2％)，iWi尊敬青で

は「日本人のいる場所，日本人が典まる場所」（34.5％)，学校教育以外では「日本語が使われている職

場でのアルバイト」（35.1％）が多い。

･利用経験のある樋会や増所（日本国内）：

①「日本人のいる場所．日本人が典まる場所」（55.4％)，②「日本人家庭への肪Illl・ホームステイ」

（49.4％)，③「日本人との交流会」（42.096)。

･再度あるいは鰹編して経験したい機会や場所の有無：「はい」８７．６％，「いいえ」12.496.

.再度あるいは鰹続して最も経験したい樋会や場所：

①「日本人家庭への妨問・ホームステイ」（39.096)，②「日本人との交流会」（17.1％)，③「日本人の

いる場所，日本人が典まる場所」（12.8％)。

〔要約〕：３－６．日本語学習のために現在使っているものについて

･現在使っているもの：全体的に①「学習参考書・問題典」（74.1％）が共通して最も多い。縦いて，②「日

本語の歌」（51.2％)，③「日本3‘のマンガ」（37.5％）となっている。

･現在使っている学習参考宙・問題集：①「文法」・「会話」（40.4％)，③「試験対簸」（33.9％)。

〔要約〕：３－７．今後の充実を希望するものについて

､充実を希望するもの：①「側学の機会」（38.9％)，②「日本語の映画」（37.7％)，③「学習参考杏・問

題典」（37.4％)，④「日本人との交流会」（34.1％)，③「日本語のテレビ藩組，日本人家腿への肪問．

ホームステイ」（32.5％)。

､充実を希望する学習参考宙．問題集：共通して「会話」（49.9％）が多い。

･充実を希望する辞召：【1J嫌教育では「韓日辞典」（66.7％）の方が「日韓辞典」よりも高く，高等教育・

学校教育以外では「日韓辞典」「韓ﾛ辞典」が同程度となっている。
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３－１．学習者について

ここでは，本調査に回答した学習者の性別，年齢，訪日経験とその目的，日本iHi学習１１１ｶ機，日本語力等

の基礎的怖鯏について尋ねた結果を報告する。

３－１－１．性別

学習者全体の性別は，女性が６２．３％，男性が３７．７％で女性が多いが（図3-1)，所属別では中等教育で

男性が．19.8％とほぼ半数を占めている（図3-2)。〈学Ｆ１〉

ロ男ロ女醗
醗
餓
峨
銚
協

１

男

7,7％

女

6２３

中等教育高等敬育

図3-2：性別（所属別）

学校枚、以外

」図3-1：性別（全体）

３－１－２．年齢

学習者の年齢は，中輔教布では１０代が９９．７％，高等教育・学校教育以外では２０代が９０．４`か６３．９％と

最も多い（図3-3)。〈学F3〉
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図3-3：年齢（所属別）

９ワ
ーー



語３－１－３．母

調査対象となった学習者の母語は，全員韓国語であった。 <学Ｆ４〉

３－１－４．日本語学習開始時期

中等教育・高等教育では「高校から開始」がそれぞれ91.8％，47.7％，学校教育以外では「大学から開

始」が３３．２％で最も高い（図3-4)。また学校教育以外の「その他」としては「社会人になってから」「就

職してから」が多く挙げられた。なお，中学校では「中学校から開始」が９７．４％となっている。〈学F6〉

噸
噸
噸
噸
獺
暁

１

戸一一一一一一~－－

'国小学校’

中等教育 高等教育学校教育以外

図3-4：日本語学習開始学年(所属別）

日本語の学習場所３ １ ５．

中等教育では「高校」が９８．７％，高等教育では「大学｣，「専門大学｣，「大学院」の各自の所属する高等

教育機関で学習する人が全体で99.3％，学校教育以外では各自の所属する学校教育以外の機関で学習する

複数の機関で学習している学習者は少ない（図3-5)。なお，中学校は ｢中学人が全体で８６．５％と高く

校」で学習する人が100％となっている。 <学F7〉

－－＝｜

目欝丁
画Ｗ門大学：；

｜
ｌ
」
‐
」
‐
Ｉ
」
’
一
一

噸
噸
噸
蛾
蛾
鰯
－

１
１
１
１
１
…
Ｌ

I:妻iii壁iｌ １１
１
１

中等教育 高等教育 学校教育以外

図3-5：日本語の学習場所（所属別） (複数回答可）
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３－１－６．訪日経験

学習者全体の75.2％は訪日経験がない(図3-6)｡所属別に見ると,学校教育以外では肪日経験者が41.4％

と比較的多い（図3-7)。なお，中学校では訪日経験のない学習者が92.2％となっている。〈学F8〉

□いいえ□はい，
はい

10096「－－－－－－

噸’”
噸
狐
脳 山匠いし

７５．

中等紋向高等教育学校牧育以外

図3-7：訪日経験の有無（所風月U）

図3-6：訪日経験の有無

（全体）

３－１－７．訪日目的

訪日の目的は，表3-2のとおりである。全体では，①「観光」（64.3％）が圧倒的に高く，②「短期留学

（6ヶ月未満)」（10.2％）③「家族滞在」（9.9％）が続いている。所属別では，学校教育以外で「仕躯」

（12.0％)が２位となっている。「その他｣の内容としては，中徳教育では｢語学研修｣，高等教育では「ホー

ムステイ｣，学校教育以外では「出張」という回答が比較的多かった。なお，中学校では「観光」が89.7％

であった。〈学F8〉

《表3-2：訪日目的》（）内は％

(複数回答可）

３－１－８．日本語学習動機

日本語学習を始めた理由や動機については，各項目について１位を３点，２位を２点，３位を1点として

合計得点を順位付けしたところ，表3‐３のようになった。中等教育では，「学校の授業にある｣，高等教育・

学校教育以外では「日本語に興味がある」が最も多かった。

２４

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

１位 観光

(64.3）

観光

(73.3）

観光

(62.0）

観光

(65.6）

2位 短期ｌＷ学

<６ケ月未演〉（10.2）

家族滞在

(13.4）

短期ｉＷ学

(６ヶ月以上１年未満）

(16.6）

仕事

(12.8）

３位 家族滞在

（９．９）

その他

（９．５）

短期閉学

<６ヶ月未満〉（10.7）

家族滞在

(10.4）



「その他」としては，iwi坤教育・学校教育以外で「留学したい」が比較的多かった。なお，中学校では

①「学校の授業にある｣，②「１１本iIliに興味がある｣，③「日本のものが好きだ」の順であった。〈学F9）

く表3-3：日本語学習動機〉（）内は合計得点

順位 全体血
丞
一
池
一
噸
一
ｍ

学校の授業にある

（6,7.11）

日本語に興味がある

（6,055）

日本に興味がある

（3,523）

コフ虻塞§【宇目且［

日本昭に興味がある

（1,917）

日本に興味がある

（1.565）

日本に興味がある

（684）

日本に行きたい

（'179）

日本のものが好きだ

（1,561）

学校の授業にある

（1,505）

日本のものが好きだ

（3,1Ｍ）

日本に行きたい

（2.510）

学びやすそうだ

（1,469）

日本に行きたい

（1,355）

日本のものが好きだ

（1,124）

学びやすそうだ

（689）

日本のものが好きだ

（429）

現在の仕事に必浬だ

（420）

(複数回答可）

３－１－９．日本語力

現在，どれぐらい日本語力があると思うか，４技能（｢銃む」「|Ⅲ<」

自己評価してもらった。技能別全体の結果は図３－８のとおりである。

値がiiiiいほど，自己評価が商い二とを示す（図3-9～3-12参照)。

「継ぐ」「話す｣）について６段階で

数値の意味は各技能で異広るが，数

く学FlO〉

ロ既心ロ曰く■聞くロ墜す

計圃Ｕ曰鬚
中学校高校大学・大学院学校教向以外

図3-8：日本語力（所属別）（6段階呼価平均値）

《表3-4：日本語力》

(６段階評価平均値）

2５

】

４技能 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

読む 3.0 ２５ 3.7 3.7

宙く

聞く

2.8

2.7

2．３

2.3

３．３

3.2

３．３

3．１

話す 3.0 2.6 3.4 ３.`Ｉ



技能別の結果は以下のとおりである。

(1)「読むこと」

中等教育では，「ひらがなが読める」（609％)，高等教育・学校教育以外では「簡単な文章ならだいたい

理解できる」がそれぞれ54.5％，53.3％と最も多い（図3-9)。なお，中学校では「ひらがなが読める」が

78.7％で最も高かった。〈学Ｆ１0-1〉

１－－－－￣

|国母語と同じように鏡める峨
噸
醜
峨
蛾
暁

１

－－－－－－－－－－－－￣

－－‐－－－－１

中等教育 学校教育以外高等教育

図3-9：現在の日本語力「読むこと」（所属別）

(2)「書くこと」

中等教育では，「ひらがなで知っている言葉が書ける」（54.2％）「簡単な短い文を書くことができる」

（27.3％）の順に多い。高等教育・学校教育以外では，「簡単な短い文を書くことができる」「親しい友人

などへの簡単な手紙やメールを替くことができる」の順に多い（図3-10)。なお，中学校では「ひらがな

で知っている言葉が書ける」（61.8％）「全くできない」（19.1％）の順に多い。〈学Ｆ１0-2〉

｢----.-~￣－－－－－，国全くできない
|□ひらがなで知っている言藁が西ける
□而単な唄い文を百くことか

■親しい友人などへ簡単な手

皿まとまった文章が色ける

国母語と同じように宙ける

できる

紙やメールを宮くことがでざる

噸
醜
噸
噸
魏
脇

■

中等教育 学校教育以外高等教育

日本語力「書くこと」（所属別）図3-10：現在の

２６



(3)「聞くこと」

中等教育では，「相手の名Iiiや挨拶などを聞いて理解できる」（`15.5％）「日常生活で使うiWilliな表現,指

示などを理解することができる」（25.9％）の順に多い。高等教育では，「日常生活で使う簡単な表現，指

示などを理解することができる」（36.4％）「会話の中で相手の考えや意見をだいたい理解することができ

る」（19.8％)，学校教育以外では，「日常生活で使う簡蝋な表現，指示などを理解することができる」

（40.2％）「相手の名前や挨拶などを聞いて理解できる」（27.2％）の順に多い（図3-11)。なお，中学校

では，「相手の名前や挨拶などをＩＮＩいて理解できる」（74.2％）「全くできない」（11.8％）の順になってい

る。〈学Ｆ１0-3〉

---￣￣￣１

ロ全くできない
□相手の名、や挨拶などを田いて理解できる
ロﾛ瓦生活で使う価単な衷魂霜示などを理鰯することがでぎる

■会路の中で．梱手の毎えや亙見をだいたい瑠璃することができる

回テレピニニース．学佼の洩穫などまとまった堅がほぼ珀朗できる

ロ母1mと同じように蛇いて理旗できる畷
醗

一‐’－１１１‐Ｔｌ‐ｌ｜

噸
繩
鋤
暁

中等叙可高等教育

図3-11：現在の日本語力「聞くこと」（所属別）

学校教育以外

(4)「話すこと」

全体的に「簡単な自己紹介ができる」が最も多い。続くレベルとしては，中等教育では「挨拶ができる」

（30.3％)，高等教育・学校教育以外では，「日常生活に必要な表現を状況に応じて使える」（27.6％・

25.7％）となっている（図3-12)。なお，中学校では「挨拶ができる」（61.5％）「簡単な自己紹介ができ

る」（29.8％）となっている。〈学FlO-4〉

ロ全くできない

□疾拶ができる

□価単な自己超介ができる
■日竃生活に必要な表現を状況に応じて使える

回ロ分の亘見や考えを賭すことができる

ロ母箪と同じように謡せる噸
蛾

60911-

鰯
隅
砿

４
２

中等牧同高等救阿

図3-12：現在の日本語力「話すこと」（所属別）

学校牧育以外

2７



３－２．日本語を使ってのやりとりについて

ここでは，日本語の授業以外で学習者が実際に日本語を使ってどのようなやりとりをするのか，やりと

りの有無，相手，頻度，手段．内容，理由等について尋ねた結果をまとめる。

３－２－１．日本語を使ってのやりとりの有無

日本躯の授業以外における日本語でのやりとりに

ついては，全体で２，５１７人（37.6％）が「はい｣，4,183

人（62.4％）が「いいえ」と答え，やりとりがない学

習者の方が多い（図3-13)。

まい

7.696

L■L■

ＬⅢL･凸・可
・:｣的 ３

え
月
１
４

いし

６２．

図3-13：日本霞を使ってのやりとり

の有無（全体）

所属別で見ると，図３-1４のように中等教育では，やりとりをしている学習者は１８．７％でやりとりをし

ていない学習者の方が多いが．舟等教育，学校教育以外ではそれぞれ53.5％，56.1％とやりとりをしてい

る学習者の方が多い。なお，中学校ではやりとりをしていない学習者が８４．４％となっている。

〈学Ｑ１〉

□はい□いいえ噸
“
噸
噸
緬

ＯＨ。

中辱教向高専佃町字校教同以外

図3-14：曰本語を使ってのやりとりの有無（所屈別）

《表3-5：日本語を使ってのやりとりの有無〉（）内は％

編回答

2８

Ⅱ｡~．.．~．〕△

,。.,昌一』.!】

合計 中等教育 高等教育 学校教育以外

回答者数

はい

いいえ

無回答

2.517（37.6）

4,183（62.4）

3９

591（】B､７）

2,564（8Ｌ３）

2２

１，３０９（53.5）

1,137（46.5）

1０

６１７（56.1）

･182（`１３．９）

７



３－２－２．やりとりの相手とその方法

３－２－１でやりとりをしていると回答した学習者に対して，やりとりの相手について尋ねたと二ろ゜

表3‐６のようになった。全体的にみると①「知り合い」（1,126人)．②「日本語の教師」（1,089人)，③「学

校の友人」（916人）が多い。〈学Ｑ1-1〉

《表3-6：やりとりの相手》（）内は回答数

El本船の教師（630）ｌＨ本給の轍

(複数回答可）

やりとりの方法としては，炎３－６で示した，やりとりの多い相手上位３位（合計）における，やりとり

の手段を図3-15,3-16,3-17にまとめる。所属に共通して相手が「日本語の教師」「学校の友人」の場合

は，面接の「会話」によるやりとりが多いが．相手が「知り合い」の場合は「趣子メール」など嫌々な方

<学Ql-1〉法でのやりとりが見られる（図3-15～3-17)。

□今旺□手紙回耐賭

、電子メール■チャット咽
躯
噸
噸
蛾
砿 ||’

中等敏町局尊敬両学校敬向以外

図３－１５：やりとりの相手「知り合い」（所属別）

2９

学校教育風ﾜﾄﾞ￣

知り合い（272）

日本語の教師（245）

学院

クラ

￣

・語学堂等の’

スメート（161）

順位 合計 中等教育 高等教育

１位 知り合い（1,126） 学校の友人（252） 知り合い（652）

２位 日本illiの教師(1,089） 日本語の教師（214） 日本lHiの教師（630）

３位 学校の友人（916） 知り合い （202） 学校の友人（529）



□会鮭□手紙国電鱈

回電子メール■チャット

‐
ｑ
‐
９
，
Ｄ
‐
‐
ｌ
、

峨
醜
餓
繩
、
隅

も
Ｉ

中等教育高等牧育学校教育以外

図3-16：やりとりの相手「日本語の教師」（所属別）
Ｌ＿＿_－－－－＿＿

、令膳巳手紙回電話

ロ電子メール■チャット

‐
‐
”
。
○
・
ｌ
ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ

噸
醜
噸
噸
郷
脳

Ｉ

中等教育高等紋向学校教育以外

図3-17：やりとりの相手「学校の友人」（所属別）

３－２－３．最もよくやりとりをする相手

３－２－２の日本語でやりとりをする相手の中で，最もよくやりとりをする相手について尋ねたと二ろ，

表３-７のようになった。全体では①「知り合い」（2ａ２％)，②「日本語の教師」（24.6％)，③「学校の友

人」（20.4％）の順で，３－２－２と同様の結果になっている。

所属別に見ると，中騨教育では「学校の友人」が26.2％と趾も多いのに対して，高等教育・学校教育以

外では「知り合い」と「日本語の教師」が同程度に多い。なお，中学校では「学校の友人」が４３．６％で最

も多く，「日本語の教師」が１６．４％と続いている。〈学Ｑ1-2〉

<表3-7：最もよくやりとりをする相手〉（）内は％

ｄ本５台の教師（２３．０）１１」本３８の教旧

３位

３－２－１１まで，この最もやりとりをする相手を対象に尋ねた結果について報告する。

最もよくやりとりする相手ごとの集計結果については，他の項目との関係を考慮して「報告書：

にて詳細に扱ハ本報告では全体的な集計結果のみを報告する。

以下，

なお，

分析福」

3０

＝ヨnm￣" Ⅲ＝■■■■

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

１位 知り合い（25.2） 学校の友人（２６２） 知り合い （24.8） 日本語の教師（23.6）

２位 日本語の教師（24.6） 日本語の教師（23.0） 日本語の教師（22.7） 知り合い （23.4）

3位 学校の友人（20.4） 知り合い （20.2） 学校の友人（19.2） 学校の友人（10.3）

＝lllll



３－２－４．やりとりをする相手の国籍

やりとりをする相手の国鰯は，

中等教育では｢仰国人」（57,2％)，

高等敦育・学校教育以外では「日

本人」（64.5％・６６．７％）が多い

（図3-18)。なお，中学校では｢韓

国人」が８２．５％となっている。

〈学Ｑ1-2〉

pIMi国人■日本人ロその他｜
￣~~~~￣~一一￣~~］

》‐－‐トー‐」‐‐‐庁‐－－－

噸
”
噸
咽
ぶ

Ｉ

－－－－－－ﾔ

’

脳

中等牧宵高専救宵学校教育以外

図3-18：柤手の国爾（所属別）

３－２－５．やりとりをする相手の性別

￣￣ﾃｰ１
やりとりをする相手の性別は，全体

的に「女性」が多い（図3-19)。なお，

中学校でも７８．９％が「女性」となって

いる。〈学Ｑ1-2〉

|ロ男ロ女噸
醜

・
－
－
－
』
‐
－
‐
口
‐

噸
噸
、
脳

中等寂両高等教育学校教育以外

図3-19：やりとりをする相手の性別（所属別）

３－２－６．やりとりを始めた頃の日本語力

やりとりをするようになった頃の日本語力について自己評価してもらったところ，中奪教育では「少し

できた」が６１．８％と股も多いが，高等教育・学校教育以外ではそれぞれ「少しできた」が４４．２％・４７．２％。

「日常会話程度できた」がそれぞれ４７．１％・４１．１％となっている（図3-20)。なお，中学校は「少しでき

た」が69.1％と同程度で多い。 〈学Ｑ1-2〉
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－－－－－－－－－－－－１１

□少しで四た

１ｍかなりで白た
｢画厘とふどできなふう元
四日魚金田程度できた

■日本人と同種皮できた

噸
”
皿
咽
ぶ
砿

－．

中等牧阿高専牧百学校牧両以外

図3-20：やりとりを始めた頃の日本竃力（所属別）

３－２－７．やりとりをする頻度

日本語でやりとりをする頻度は,所風に共通して｢週２，３回｣(26.9％)が最も多く，「月に２，３回｣(24.6％）

が続いている。なお，中学校では「週１回」「週２，３回」がそれぞれ２５．０％であった（図3-21)。

〈学Ｑ1-2〉

国年に２３回□月に2.3回国191回■狸２ｺ同画田日’
Ｉ
‐
－
●
９
－
－
－
－
－
‐
７
－
－
９
－
‐
‐
●
‐
，

醜
噸
姻
魏
峨
俔

中専敬向高等牧両学校敬百以外

図3-21：やりとりをする頻度（所風別）

３－２－８．やりとりをする手段

やりとりをするときの手段は，全体で直接相手と「会って話す」学習者が580％で，所屈に共通して最

も多い（図3-22)。「その他」としては「チャット」が共通して多い。なお，中学校も「会って緒す」学習

者が５８．２％と多く，同槻の結果になっている。〈学Ｑ1-2〉

１
１
１
１
ｉ

噸
”
”
噸
狐
筋

Ｉ

｜

||:鑿翻Ｉ
－１ｉ■因子メール｜
｜｜回その他，

_▲△

中等牧阿高等牧宵

図3-22：やりとりをする手段（所凪別）

学校敬育以外

(複数回答可）
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３－２－９．やりとりをするときの日本語の割合

やりとりをするときに日本語を使用する割合はどのぐらいか尋ねたところ，全体で「日本語と他の言語

が半々」という学習者が38.6％で所属に共通して最も多いが，高等教育・学校教育以外では「全部日本語」

「主に日本語」の割合も高い（図3-23)。なお，中学校では「主に他の言語」が45.5％と最も多い。

〈学Ｑ1-2〉

噸
噸
蛾
輌
、
隅

ロ全部日本ｌｇ
ｒ□主に日本田

ポロ曰本匹と他の日阻が半々Ⅲ

L■主に煙曰圏’１

中野敏宵高可教向学校紋向以外

図3-23：やりとりをするときの日本語の割合（所属別）

３－２－１０．やりとりの内容

やりとりの内容については，所属に共通して①「生活について」（65.5％)，②「勉強について」（21.9％）

となっている（炎3-8)。続く内容としては，中等・高等教育が「日本語について」（16.2％・１６．２％）で

あるのに対し，学校教育以外では「仕事について」（19.1％）となっている。〈学Ｑ1-2〉

《表3-8：やりとりの内容》（）内は％

（複数回答可）

割合は低いが，「その他」の内容としては，「授業について」「挨拶」「一般的なこと」などが挙げられた。

なお，中学校では「生活について」（38.2％)，「その他」（20.0％)，「趣味について」（18.2％）の順であっ

た。

３－２－１１．日本語でやりとりをする理由

日本語でやりとりをする理由について各項目について５段階（15.全くそう思う」－「1.全くそう思わな

い｣，以下同様）で尋ねたところ，図3-2dのように全体的に「日本illiを使うのは楽しいから」「日本語の母

錨話者と話したいから」「日本語能力向上や維持のため」が高い。所凪別では，高等教育・学校教育以外で

は「日本語能力向上や維持のため」が最もiWiいが，中等教育ではやや低い。〈学Ｑ1-2〉

３３

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 活（65.5） 生活（54.6） 生活（71.6） 生活（61.9）

２位 勉強（2Ｌ９） 勉強（20.5） 勉強（22.9） 勉強（208）

３位 日本語（16.4） 日本譜（16.2） 日本語（16.2） 仕事（19.1）
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図3-24：日本語でやりとりする理由（項目別）（5段階評価平均値）
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<表3-9：日本語でやりとりをする理由〉

－－－－
￣－－－
￣－－－

(５段階評価平均値）

３－２－１２．授業以外で日本語を使わない理由

３－２－１（p､２８参照）で見たように，全体で見ると日本語の授業以外で日本語でのやりとりをしない

学習者が62.4％で，やりとりをする学習者（37.6％）よりも多かった。では，なぜ授業以外で日本語を使

わないのか，やりとりをしていない学習者にその理由を尋ねたところ，全体的に「自分の日本語力が充分

ではないから」（44.2％)，「日本語を使う相手がいないから」（33.0％）の２つの理由が多かった。

所属別では，学校教育以外で「日本語を使う相手がいないから」の方が５７．６％と多い（図3-25)。なお，

中学校では『自分の日本語力が充分ではないから」（51.8％）が最も多かった。

〈学Ｑ1-3〉

3４

P－－－－－

ｐ－

全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

日本語を使うのは楽しいから 3.9 3.7 3.9 3.9

日本語の母語話者と話したいから ３ ８ ３ ４ ３ ９ ３ ８

日本語能力向上や維持のため ４ 1 ３ ７ ４ ２ ４ ２

仕事として義務付けられているから ２ ３ ９ ２ ４ ２ ４

日本語が最もわかりあえる言葉だから ２ ６ ２ ７ ２ ６ ２ ６

相手が使うから ３ ３ ３ 0 ３ ４ ３ ３

習慣になっているから ２ ３ ２ ２ ４ ２ ２
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図3-25：授業以外で日本語を使わない理由（所属別）
－－－－－－－」

３－３．日本語が使われているものとの接触について

ここでは，日本語の授業以外で学習者が日本語で書かれたものや日本語が使われているものの中で，ど

のようなものをどのように見たり聞いたりしているのか等について，学習者に尋ねた結果をまとめる。

３－３－１．身の回りで曰本語で書かれたものや日本語が使われているものの

有無

まず，学習者の身の回りで，日本語で書かれたものや日本語が使われているものを見たり聞いたりした

ことがあるかについて尋ねたところ，表3-１０のように5,230人（80.0％）の学習者が「はい」と答えてい

る。一方，「いいえ」と答えている学習者は1,307人（２００％）であった。なお，中学校も80.0％が「は

い」と答えていた。〈学Q2〉

(表3-10：身の回りで日本語で宙かれたものや日本語が使われているものの有無》（）内は％

３－３－２．日本語の授業以外での日本語の見聞きの有無

｢~~￣~￣￣~￣~~￣￣￣￣~￣~￣￣--~￣~~

いいえ

２１％
３－３－１で「はい」と答えた学習者に，特に日本語の授

業以外の時間に，日本語で書かれたものや日本語が使われて

いるものを見たり聞いたりすることがあるかについて尋ね

たところ，５，１２２人（97.9％）の学習者が「はい」と答え，

逆に「いいえ」と答えた人は１０８人（2.1％）であった（図

3-26)。所属による違いはあまり見られない（表3-11)。な

お，中学校も97.3％が「はい」と答えている。

〈学Q2-1〉

い

９％

鶚｡；鱸:騨鰯｜
’－－－－－－－－－－-－－_」

3５

合計 中等教育 高等教育 学校教育以外

回答者数

はい

いいえ

無回答

5,230（80.0）

1,307（20.0）

202

2,291（74.2）

798（25.8）

8８

2,007（84.9）

358（15.1）

９１

932（86.1）

151（13.9）

2３



<表3-11：日本語の授業以外での日本語の見聞きの有無〉（）内は％

３－３－３．見聞きするもの

どのようなものを見聞きするのか尋ねたところ，表３-1２のようになった。中等教育では，「マンガ」

（59.4％）が最も多く，「ゲームソフト」（39.6％）も比較的多い。Kii淳教育・学校教育以外では「ビデオ・

DVD」と「テレビ番組」が多い。また，「コンピュータ」が所屈に尖、して多い（図3-27)。なお，中学校

では①「マンガ」（64.2％)，②「コンピュータ」（46.9％)，③「テレビ番組」（39.5％）の順であった。

〈学Q2-2〉

<表3-12：見聞きするもの〉（）内は％

(複数回答可）

ロ中等教育■高等教育ロ学校教育以外

80％

6０，－－－－－－－－

'1面､=miflhい，
；蕊ｉｉｉ：：＃齢Ｉｉ

Ｐ：授業以外で見聞きするもの（項目別）（複数回答可）

鋼
ｌ
洲
ｌ
卿

駈
聞

鞄
跡 本ﾏ解ﾂ周ﾃﾌ

ﾝ醜ケ品レン

ガ■１のピオ

ジパ密各

咀砠

図3-27：授業以外で見聞きするもの

「その他」としては，共通して「歌」「看板」「文房具」「アニメ」「飲食店」「カラオケ」「電気製品の説明

聾」「食品」「キャラクター商品」「服」などが挙げられた。特に学校敬育以外では｢仕事関係の瞥類」「ファッ

クスｊ「機械設備のマニュアル」７１皮どが挙げられた。

3６

合計 中等教育 高等教育 学校教育以外

回答者数

はい

いいえ

無回答

5,122（97.9）

108（２．１）

０

2,220（96.9）

7１（３．１）

0

1,982（98.8）

２５（Ｌ２）

0

920（98.7）

１２（１．３）

0

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 マンガ（52.9） マンガ（59.4） ビデオ・ＤＶＤ（55.1） テレビ番組（54.2）

２位 テレビ番組（48.1） コンピュータ（46.6） テレビ瀞組（54.2） ビデオ・ＤＶＤ（50.1）

３位 ビデオ･DVD（47.9） ビデオ・ＤＶＤ（40.6） マンガ （51.3） コンピュータ（43.6）



３－３－４．最もよく見聞きするもの

３－３－３の見1111きするものの中でも，特に最もよく見Ｉ111きするものについては，表３－１３のとおりであ

る。全体では①「コンピュータ」（16.9％)，②「テレビ番組」（16.2％)，③「マンガ」（15.2％）の瀬になっ

ている。なお，中学校では３－３－３と同じで①「マンガ」（27.7％)，②「コンピュータ」（16.1％)，

③「テレビ番組」（13.2％）の順であった。〈学Ｑ２-3〉

《表3-13：最もよく見聞きするもの〉（）内は％

所属別では，図3-2８のように高等教育.学校教育以外は共通して①｢テレビ番組｣，②「コンピュータ｣，

③「ビデオ・ＤｌＤ」のIUiで，中竿教育では①「マンガ｣，②『コンピュータ｣,③「ゲームソフト」の順に

なっている。なお，中学校では①「マンガ｣，②「コンピュータ｣，③「テレビ番組」の順になっている｡
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図3-28：最もよく見聞きするもの（所風別）

以下。３－３－８まで，二の蝦もよく見聞きするものを対象に尋ねた結果について報告する。

なお，最もよく兇llIlきするものごとの築計結果については，他の項目との関係を考愈して「報告轡：分

析福」にて詳細に扱い，本鰍告では全体的な集計結果のみを細告する。

３－３－５．見聞きする頻度

日本語のものを見Ⅲきする頻度は，中等教育では「月に２，３回」（29.0％)，高等教育では「週２，３回」

(29.4％)，学校教育以外では「毎日」（28.4％）見聞きする学習巷が多い（図2-29)。なお，中学校では

｢週２，３回」（26.4％)，「月に２，３回」（25.1％）の順で多かった。〈学Q2-3〉

3７

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 コンピュータ（16.9） マンガ（2Ｌ３） テレビ番組（19.5） テレビ番組（21.1）

2位 テレビ番組（16.2） コンピュータ（16.4） コンピュータ（18.5） コンピュータ（14.9）

3位 マンガ（15.2） ゲームソフト（11.2） ビデオ・ＤＶＤ（14.1） ビデオ・ＤＶＤ（14.4）



□中等教育■高等教育ロ学校牧両以外
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図3-29：見聞きする頻度（項目別）

年に２３回

３－３－６．見聞きするものの所有者

見聞きするものの所ｲｿﾞ者は，「自分」が全体的に５５．５％で半数以上となっている。「その他」としては，

｢インターネット」「レンタル店｣｢テレビ局｣などが共通して挙げられた｡なお,中学校では｢自分｣(37.9％)，

｢家族」（24.5％）となっている。 〈学Ｑ２-3〉

illdI］
口中等牧丙■高等牧同ロ学校牧聞以外１
１＿＿ﾆｰｰｰｰｰｰｰﾆ－－ﾆｰﾆｰｰｰｰ

－－－面［~I■｢~１
学校会社その他

〕の所有者（項目別）

自分 家族友人・知人学校

図3-30：見聞きするものの所有者

３－３－７．見聞きするものの内容

見聞きするものの内容については，「文化・芸術」（40.2％）が共通して最も多かった。枕いて，中等教

育．高等教育では「スポーツ・趣味」（25.9.22.3％)，学校教育以外では「社会・生活」（20.8％）となっ

ている（表3-14)。「その他」としては、「ゲーム」「ドラマ」「歌」「マンガ」等、内容的に「文化．芸術」

に含まれるものが具体的に挙げられた。なお，中学校では①「その他」（26.4％)，②「文化・芸術」「スポー

ツ・趣味」（各２２．５Wj）となっており、「その他」としては同様に「マンガ」「ゲーム｣罪が準げられた゜

〈学Ｑ２-3〉

〈表３－１４：見聞きするものの内容〉（）内は％

(糊数回審可）

3８

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 文化．芸術（40.2） 文化・芸術（36.6） 文化・芸術（44.6） 文化・裳術（39.1）

2位 スポーツ・趣味（23.1） スポーツ･趣味（25.9） スポーツ・趣味（22.3） 仕会・生活（20.8）

3位 その他（21.7） その他（25.7） 社会・生活（19.1） その他（19.3）
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３－３－８．見聞きする理由

日本語のものを見たりⅢいたりする理由をいくつか挙げ，それぞれについて５段階で尋ねたと二ろ．図

3-32.炎３-1５のように共通して「楽しいから」が多い。所属別では，iWi隼教育・学校教育以外では「ロ本

Jliに触れたいから」「日本Bli能力のlib】上や維持のため」が比較的多い。「その他」としては，中等教汗では

「ゲームに必要だから」「アニメ・ゲームなどを見ていると出てくるから」「自然と目や耳に入ってくるか

ら」「仕方なく」「日本語で盤かれてあるから」など，高等教行では「好きだから」「関心があるから」「必

喚だから」「目に入るから」など，学校教育以外では「練習のため」などが挙げられた。〈学Ｑ２-3〉

口中写放向■高等孜河ロ学校敬町以外

５

１mm､ｎ面ロ

<表３－１５：見聞きする理由》

全体 中等教育１
－~－－－－－－◆

３．７１
－~~￣---一一==◆

高等教育｜学校教育以外「
ｄ’
０
－楽しいから １４．０3.9 4．１

--0

日本語に触れたいから 3.8

１３．１日本語の力を試してみたいから

煤
日本語能力の向上や維持のため

搬々な偶報が得られるから

日本や日本人について知ることができるから

仕事のため 1．７

研究のため 1．７

(５段階評価平均(IiI）

３９



３－３－９．授業以外で日本語のものを見聞きしない理由

３－３－２（ｐ３５参照）で見たように，全体で見ると日本語の授業以外の時間に，日本語で智かれたも

のや日本語が使われているものを見たり聞いたりしない学習者は１０８人（2.1％）と少なかった。しかし，

なぜ授業以外で日本語のものを見聞きしないのかその理由を尋ねたところ，全体で「自分の日本語力が充

分でないから」が３８．３％と所属に共通して多かった（図3-33)。所属別では，中等教育が「見たり，聞い

たりしたいと思わないから」（33.3％)，高等教育が「手に入りにくいから」（25.0％)，学校教育以外が「時

間がないから」（36.4％）と続いている。なお，中学校では「自分の日本語力が充分でないから｣（57.1％）

が最も多かった。 〈学Q2-4〉

ロ中等教育■高等教育ロ字佼救同以外－１‐１
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図3-33：日本語のものを見聞きしない理由（項目別）
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３－４．授業時間外の教科書等の使用について

ここでは，学習者が現在使っている日本語の教科轡や授業で教師から渡されるものを授業以外の時間に

どのように利用しているのか等について，学習者に尋ねた結果をまとめる。

３－４－１．使用の有無

まず，学習者が現在使っている日本語の教科聾や授業で教師か

ら渡されるものを授業以外の時１１１１にも何らかの形で利用している

かどうかについて尋ねたところ，図３-3４のように全体では3,741

人（56.6％）の学習者が「はい」と答え，「いいえ」と答えた学習

者は２，８６８人（43.4％）であった。所属別に見ると，ilji等教育・

学校教育以外は半数以上が「はい」と答えているが，中等教育で

は６０５％が「いいえ」と答えている（表3-16)。なお．中学校で

は「いいえ」が６５．２％となっている。〈学Ｑ３〉

いいえ

４３４冊

はい

５５磯

図3-34：使用の有無（全体）

《表3-16：使用の有無〉（）内は％

等教育等教育学校教育以外

３－４－２．授業時間外の利用方法

３－４－１で利用していると答えた３，７４１人に対して，具体的にどのように利用しているのか，その方

法について尋ねたところ，炎3-ｌ７のようになった。全体的に①「附記，暗唱する」（54.1％)，②「語句の

意味を調べる」（48.8％)，③「漢字にふりがなをふる」（45.5％）が多い。所属別では，中舗敢行では「韓

国語に訳す」（396％）が２位になっている（図3-35)。なお，中学校は①「暗記，蹄喝する」（37.5％)，

②「日本語がわかる人に質問する」（34.0％)，③「韓国語に訳す」（12.5％）となっている。〈学Q3-1〉

《表3-17：授業時間外の利用方法》（）内は％

中等教育 学校教育以外

附記・暗唱する

（59.6）

高等教育他
輌 漢字にふりがなをふる

（55.7）

暗記・暗唱する 暗記・附唱する

（53.3）(54.1）

鶉|;二二妻＃二:篝
蝉回諮に訳す 語句の意味を調べる

（53.6）

語句の意味を１１Mべろ

（52.7）(39.6）

鱸句…を鵬|端…繩する （51.8）

漢字にふりがなをふる

い6.8）

(複数回答可）

４１

合計 中等教育 高等教育 学校教育以外

回答者数

はい

いいえ

無回答

3,741（56.6）

2,868（43.4）

130

1,225（39.5）

1,876（60.5）

7６

1,637（67.8）

779（32.2）

4０

879（80.5）

213（19.5）

1４



ロ中等放宵■高専牧同ロ字校敦育以外
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図3-35：授業時間外の利用方法（項目別）（複数回答可）

３－４－３．授業時間外に教科書などを利用しない理由

３－４－１で利用しないと答えた2,868人の学習者に対して，その理由を昇れたと二ろ，全体で①「授

業以外の時、に勉強をしないから」（56.7％）が雌も多く，続いて②「どうやって使ったらいいかわからな

いから」（17.3％）となっている。所屈別に見てもあまり迎いは見られない（図3-36)。なお，中学校でも

①「授業以外の時間に勉強をし左いから」（､16.8％)，②「どうやって使ったらいいかわからないから」

（21.7％）となっている。

「その他」としては，「授業時Ⅲ以外に時間がないから」「使う機会がないからｊ「他の教科聾や資料を

使っているから」「簡単だから」「実用的でないから」「役に立たないから」「面白くないから」「内容が十

分でないから」「実生活にあっていないから」などが多く齢げられた゜〈学Ｑ3-2〉

口中尊敬可■高辱叔阿ロ字校教育以外
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図3-36：授業時間外に教科画などを利用しない理由（項目別）

３－５．利用経験のある機会や場所について

ここでは，学習者が授業以外の微々な日本iMi学習の搬会やM1所をどれぐらい利用しているのか淳につい

て，学習者に尋ねた結果をまとめる。
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３－５－１．利用経験の有無

まず，これまでに何らかの日本語学習に関する機会や場

所を利用した経験があるかどうかについて尋ねたところ，

図３-3７のように全体で2,864人（44.4％）の学習者が経験

があり，経験したことがないと答えた学習者は3,593人

（55.6%）となっている。所属別に見ると，表３－１８．図３-3８

のように中輔教育では経験のない学習者の方が７１．８％と多

く，高等教育・学校教育以外では経験のある学習者の方が

58.3％・５９．１％と多い。なお，中学校では経験のない学習

者が６６．３％となっている。〈学Ｑ４〉

￣~￣可

はい

44.4％

いいえ

55.6％

図3-37：利用経験の有無（全体）

《表３－１８：利用経験の有無》（）内は％

｢￣￣￣~~

｜ロ[まいロレ､いえ，
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Ⅱ
Ⅱ
」
－
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｜
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咽
噸
噸
蛾
独
鰯

-－－．

|J］
中等教育高等教育

図3-38：利用経験の有無（所属別）

学校教育以外

３－５－２．利用経験のある機会や場所

利用経験のある学習者2,864人に対して，韓国国内においてこれまでに利用した経験のある機会や場所

について尋ねたところ，2,259人から回答が得られた。表３-1９のように全体では①「日本人のいる場所，

日本人が集まる場所」（31.3％)，②「日本人との交流会」（27.8％)，③「その他」（23.7％）の順となって

いる。所属別では，中等数行では「その他」（38.2％)，高諌敬育では「日本人のいる場所，日本人が典煮

る場所」（34.5％)，学校教育以外では「日本語が使われている職場でのアルバイト・仕事」（35.1％）が股

も多い。また，学校教育以外では「日本・日本語に閲する資料センター・図書館」（31.0％）の利用が中幕

散布・高等教育に比べて多い（図3-39)。

４３

円

合計 中等教育 高等教育 学校教育以外

回答者数

経験あり

経験なし

無回答

2,861（44.4）

3,593（55.6）

282

852（28.2）

2,169（71.8）

1５６

1,380（58.3）

986（4Ｌ７）

9０

632（59.1）

438（40.9）

3６



「その他」としては、中等教育では「学校」「観光地」「修学旅行」「通りすがり」等、iWi幕教育・学校教

育以外では「学院・掘学堂」「学校」等が多く挙げられた。なお，中学校では「その他」が５２．８％，「日本

人のいる場所，日本人が典まる場所」が50.0％となっており、「その他」としては「観光地」が多く挙げ

られた。〈学Q4-1〉

<表３－１９：利用経験のある機会や場所一韓国一》（）内は％

F1う匠人〃>い系j鰯夙 出刃夏『
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(複数回答可）
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図3-39：利用経験のある機会や場所一翰国一（項目別）（複数回答可）

続いて，利用経験のある学習者２．８６４人に対して，日本国内においてこれまでに利用した経験のある機

会や場所について司れたところ，９９０人から回答が得られた。表3-2oのように全体では①「日本人のいる

場所，日本人が災まる場所」（55.4％)，②「日本人家庭への訪問・ホームステイ」（49.4％)，③「日本人

との交流会」（`12.0％）の順となっている。所属別では，中等教育で「ロ本人家庭への肪IMI・ホームステイ」

（34.0％)，「日本iiiが使われている職場でのアルバイト・仕事」（4.3％）が，他の所屈と比べて少ない（図

3-40)。「その他」としては、鰊国国内と同様に所属に共通して「観光地」「旅行」が多く挙げられた。なお，

中学校では「日本人との交流会」が72.0％，「日本人のいる場所，日本人が典まる場所」が52.0％となっ

ている。〈学QI-1〉

４４

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 日本人のいる場所，

日本人が奥まる場所

(31.3）

その他

(38.2）

日本人のいる場所，

日本人が集まる場所

(34.5）

日本鍋が使われている職

場でのアルバイト・仕事

(351）

2位 日本人との交流会

(27.8）

日本人のいる場所，

日本人が集まる場所

(34.5）

日本人との交流会

(28.2）

日本・日本語に関する

資料センター・図書館

(31.0）

3位 その他

(23.7）

日本人との交流会

(28.2）

日本語が使われている職

場でのアルバイト・仕YI1F

(２２８）

日本人との交流会

(26.5）



《表3-20：利用経験のある機会や場所一日本一》（）内は％

〃〕Ｌ、券､斑当伊
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正１１二1本人雰〔I廷へり
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３－５－３．再度あるいは継続して経験したい機会や場所の有無

利用した経験のあるものの中で，もう一度経

験したい，あるいは継続して経験したい機会や

場所があるかどうかについて尋ねたところ，全

体で８７．６％が「はい」と答えている。所属別で

見ると．中等教育では「はい」が７６．７％と比較

的少ない(図3-41)。なお，中学校では「はい」

が６７．７％となっている。〈学Ｑ4-2〉

いいえ

２４％

七一-ﾏ･

･主･･･Ｌｑ７Ｄ
.ﾛ■．-b

.E＝

まい

7.6％８

図3-41：再度あるいは継続して経験

したい機会や場所の有無（全体）

(表3-21：再度あるいは継続して経験したい樋会や場所の有無》（）内は％

等教育学校教育

害者数えⅢ

4５

合計

２，１６４（87.6）

３０６（12.4）

394

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 日本人のいる場所，

日本人が集まる場所

(55.4）

日本人のいる場所，

日本人が典まる場所

(59.8）

日本人家庭への訪問.

ホームステイ（55.6）

日本人のいる場所，

日本人が集まる場所

(55.4）

2位 日本人家庭への訪問。

ホームステイ（49.4）

日本人との交流会

(34.0）

日本人のいる場所，

日本人が集まる場所

(54.7）

日本人家庭への訪問．

ホームステイ（49.0）

３位 日本人との交流会

(42.0）

日本人家庭への訪問,

ホームステイ（34.0）

日本人との交流会

(45.3）

日本人との交流会

(41.2）

中等教育 高等教育 学校教育以外

557（76.7） 1,116（91.9） 491（92.6）

169（23.3） 9８（8.1） 3９（７．４）

1２６ 1６６ 102

回答者数

はい

いいえ

無回答



３－５－４．再度あるいは継続して最も経験したい機会や場所

もう－度経験したい，あるいは継続して経験したいと思う機会や場所の中で，最も経験したいものにつ

いて尋ねたところ,表3-22．図3-42のように,全体では①｢日本人家庭への訪問･ホームステイ」（39.0％)，

②「日本人との交流会」（17.1％)，③「日本人のいる場所，日本人が集まる場所」（12.8％）の順で，「日

本人家庭への訪問・ホームステイ」が所属に共通して最も多い。なお，中学校では①「日本・日本語に関

するイベント」（31.5％)，②「日本人家庭への訪問・ホームステイ」「日本人のいる場所，日本人が集まる

場所」（各16.4％）となっている。〈学Q4-2〉

<表3-22：再度あるいは継続して最も経験したい機会や場所》（）内は％
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図3-42：再度あるいは継続して最も経験したい機会や場所（項目別）

4６

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 日本人家庭への訪問.

ホームステイ（39.0）

日本人家庭への訪問．

ホームステイ（41.2）

日本人家庭への訪問．

ホームステイ（39.0）

日本人家庭への訪問．

ホームステイ（39.0）

２位 日本人との交流会

(17.1）

日本人との交流会

(16.7）

日本語が使われている

職場でのアルバイト．

仕事（15.0）

日本人との交流会

(17.1）

３位 日本人のいる場所，

日本人が集まる場所

(12.8）

日本人のいる場所，

日本人が集まる場所

(14.9）

日本人との交流会

(14.5）

日本語が使われている

職場でのアルバイト．

仕事（15.2）



３－６．日本語学習のために現在使っているものについて

ここでは，日本粥学習のために現在どのようなものを使っているのかについて，学習者に尋ねた結果を

まとめる。

現在使っているものとして，全体的に①｢学習参考書･問題典」（7い％）が共通して蹟も多い｡続いて，

②「日本語の歌」（51.2％)，③「日本語のマンガ」（37.5％）となっている｡所属別にみると．図３-4３のよ

うに中等教育では「辞曾」（10.5％)，「漢字字典」（3.7％）が高等教育・学校教育以外に比べて使われてい

ない。「その他｣としては，「教科書」「カフェ（インターネット上の同好会)」「ドラマ｣などが挙げられた。

〈学Ｑ５〉

ロ中等教育■高等牧育ロ学校教育以外
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図3-43：曰本語学習のために現在使っているもの（項目別）（複数回答可）

３－６－１．日本語学習のために現在使っている学習参考書・問題集

３－６で，「学習参号苫・問題集」と答えた４，４０８人に，具体的にどのようなものかを尋ねたところ，全

体的に①「文法」．「会活」（40.4％)，③「試験対策」（33.9％）の順になっている。所属別にみると，回

3－4４のように中幕教布では「文法」（24.5帖）が比較的少なく，学校敬育以外では「試験対策」（20.6％）

が少ない。

なお，中学校は①「会話」（36.8％)，②「試験対策」（21.7％)，③「文法」（18.4％）となっている。

〈学Ｑ５〉
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口中尊敬町■高等教育ロ学校教育以外

100％，－－－－－－－

80％

60％１－－

曲jLnEnbmLh＝
文法作文鵠■漢字会話：ﾊﾞﾛ:i対策葛解その他

図3-44：現在使っているもの「学習参考召」（項目別）（複数回答可）

３－７．今後の充実を希望するものについて

ニニでは，日本語学習や日本理解のために，今後さらに充実を希望するものとしてどのようなものがあ

るのかについて，学習者に尋ねた結果をまとめる。

今後の充実を希望するものとして,全体として①｢繍学の機会」（38.9％).②「日本語の映画j(37.7％)，

③「学習参考番・問題梨」（37.496)，④「日本人との交流会」（34.1％)，③『日本語のテレビ番組，日本

人家庭への訪問・ホームステイ」（32.5％）の順に高い（表3-23)。所属別にみても，図３-4５のように同

様の傾向となっている。中韓教育では「辞盤」が15.3％，「日本語を使うアルバイト」が12.0％と低い。

「その他」としては、「日本の歌」等がｊｔｊｍして挙げられた。

また，希望するものの中でも「特に希望するもの」について尋ねたところ，「留学の機会」「日本人との

交流会」「家庭訪問・ホームステイ」の３つが共通して多かった。

なお，中学校は①「映両」「留学の機会」（各２４．６％)，③「テレビ番組」（22.1％）で，特に希望するも

のは①「留学の機会」（16.8％)，②「ゲームゾフト」「教科聾」（各8.4％）となっている。〈学Q6〉

<表3-23：今後の充実を希望するもの〉（）内は％

豆｜日丞計丹の眼

尉皀＝の橘

(祖数回答可）

4８

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 留学の機会

(３８９）

日本語の映画

(37.8）

倒学の機会

(`１６．５）

学習参考苫・問題集

(4Ｌ３）

２位 日本語の映画

(37.7）

留学の機会

(34.7）

学習参考書・問題典

`1.0）

日本人との交流会

(38.2）

３位 学習参考書・問題典

(37.4）

学習参考i1F・問題集

(30.7）

日本iMiを使うアルバイト

(`11.7）

日本語のテレビ番組

(37.6）

４位 日本人との交流会

(3`1.1）

日本人家庭への訪問・

ホームステイ（27.5）

日本人との交流会

Ⅱ0.9）

日本語の映画

(３６５）

５位 日本語のテレビ番組／

日本人家庭への肪ＩＭＩ.

ホームステイ（32.5）

日本人との交流会

(27.2）

日本人家庭への鋤1111.

ホームステイ（39.2）

留学の機会

(34.0）
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３－７－１．今後の充実を希望する学習参考書・問題集

３－７で，「学習参琴i1F・IlI11mlIL」と答えた２，３７５人に，１４体的にどのようなものかを尋ねたところ，全

体的に①「会話」（・'９９％）が股もi(iIい、「その他」としては「全て」「聴解」などが挙げられた。なお，中

学校は①「会話」（36.8％)．②「拭験対策」（21.7％)，③「文法」（18.4％）となっている。

〈学Ｑ６〉

ロ中等敬商■高等較同ロ学校依河以外

ｗ１Ｌｎｈｎｎｎ亡■.ｈ＿
図3-46：今後充実を希望するもの「学習参考密」（項目別）（複数回答可）

３－７－２．今後の充実を希望する辞書

３－７で，「辞書」と答えた1,780人に，具

体的にどのようなものかを尋ねたと二ろ，中

淳敬育では「韓日辞典」の方が「ロ帆辞典」

よりも高く，iWi竿教育・学校教行以外では「ロ

鮴昨典」「鰊１１辞典」が同礎度となっている

（図3-.17)。なお，中学校は①「韓ロ辞典」

（63..1`｝(1)，②「日韓辞典」（36.696）となっ

ている。〈学Ｑ６〉

ロ中尊敬河■高専散両ロ学校敬向以外噸
醗

●
■
Ⅱ
５

躯
咽
狼
侃 、-コ

日阻その色

【を希望するもの「辞圃」

閏日日阻

図3-47：今i典充実を希望するもの

（項目別）（複敷口答可）
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第４章集計結果：教師

概要と要約

本章では，「教師」の典計結果について親告する。本章の棡成は５節からなるが，第３章と同様に具体的

な結果を報告するIiflに，ここでまず各節で取り上げる捌査内存とその結果を要約してまとめ，本章全体の

概要がわかるように示してある。各節の詳細については，４－１以降の各節を参照されたい。なお，各節

の築計結果が，突際に使用した調査票（巻末資料）の中のどの項目に対応するかがわかるように，各節の

最後に項目番号を入れた。例えば，「<戦Ｆ１>」は「教師用ilHl庇禦の項目番号Ｆ１」を示す。

集計結果は以下の２つの観点でまとめてある。

（１）国霜別：「韓国人教師」と「日本人教師」の２つに区分して比較・集計した。

（２）所属別：1－９（p､５参照）で述べたように，本報告杏では「中等教育」「高等教育」「学校教育以外」

の３つに区分して比較・典計した。

本調査における教師の所鰯別有効回答数とその内訳は菱4-1のとおりである。学校数行以外の回答数が

比較的低いこと，そして特に中等教育のロ本人教師については６人と少ないため，４－１以降のデータの

解釈には性感を要する。

《表4-1：回答者数．内訳》（）内は％

■ＪＬＩ＄▲２－K」

《内訳》
Ｄ胆 、（：

ヨエ人教目、「ｌｏ４（IC

〔要約〕：４－１．教師について

･性別：女性66.0％＞男性31.0％

･年齢：極国人教師は３０．４０代（計75.0％）が多く，ロ本人散師は２０．３０代（計69.9％）が多い。

･母語：韓国人散師「韓国語」100％・日本人教師「日本調」100％。

・日本語学習歴（函国人教師対験）：

全体的に「4～６年」（30.7％）と「10～１９年」（33.5％）が多い。所属別では，中尊敬ｆＴ・学校教育以外

は「4～６年」（`１５．４％・４３．６％)，高等教育では「１０年以上」（55.9％）が多い。

･訪日経験の有漏（鰯国人教師対象）：全体で「はい」と答えた人が94.0％と所属に共通して多い。

･訪日目的（腕国人教師対象昨

中等教育が「１，光」（29.1％）「国際交流」（19.5％）のllli，ini亭教育・学校教行以外では「長期留学」

（53.1％・31.0％）「観光」（15.4％・２３．８％）の順に多い。

･日本語教育経験：

韓国人教師・日本人牧師ともに所屈に共通して「中堅（3～２０年未満)」の経験者が多い。

・日本語以外の教育経験の有無：

国霜に共通して「いいえ」と蓉えた人が韓国で77.696，ロ本で76.196と多い。

5０

２３０（97.5）’

６（2.5）’

230（8Ｌ６)’６７

５２（18.4)’４６（407)Ｉ

合計 中等教育 高等教育 学校教育以外

回答者散 631（100.0） 236（37.4） 282（44.6） 113（17.9）

範国人教師 527（８３．５）

日本人教師 104（16.5）



･日本語力（韓国人教師対象）

読むこと；共通して「辞ilFを使って新聞や雑誌，興味のある分野の本などがだいたい理解できる」が多

いが，高等教汀では「母Aliと同じように読める」（４５．８％）も多い。

轡くこと：中竿敦育では「友人や身近な人への手紙を書くことができる」（43.4％）「改まった手紙・レ

ポートなど，まとまった文章が書ける」（39.2％）が多く，高辱教育・学校教育以外では「改

まった手紙・レポートなど，まとまった文章が毬ける」（53.9％・65.596）が最も多い。

聞くこと：中等教育では「会話の中で相手の考えや意見をだいたい理解することができる」（44.3％)，

高弊敬育・学校教育以外では「テレピニニース，学校の識幾などまとまった話がほぼ理解で

きる」（47.6％・７１．４％）が最も多い。また．iWi等教育では「母語と同じように聞いて理解で

きる」も４０．３％と多い。

話すこと：中幕教育では「日常生活に困らない穏度の表現を使える」（52.8％)，iWi弾教育・学校教育以

外では「自分の意見や考えをまとめて話す二とができる」（54.5％・６３．６％）が最も多い。

・日本語教育を始めた理由：

鰍国人教師は「自分の専攻を生かすため」が多い。日本人教師は多様で，傾向は見られない。

・日本語教育に閲する学会等への参加の有無：

韓国人教師の５７．５％，日本人教師の６８．０％が「はい｣。所lmiBllでは，韓国人教師は中等教育がほぼ半々，

inl輔教育が「ぱい」が７３．０％と多いのに対して,学校教育以外では「いいえ」が７１．２％と多い。日本人

教師は所属に比通して「はい」が多く，特に高津敬育で78.』1％と多い。

・日本語教育に閲する研修経験の有無：

韓国人教師「いいえ」59.0％，ロ本人散師「いいえ」６６．７％・所属別では，韓国人教師は中等教育で「は

い」（66.4％）が多い。

、研修を受けた回数：所属に共通して「l～２回」程度が韓国人教師５２．６％，日本人教師48.1％で多い。

〔要約〕：４－２．授業について

･授業で使うもの：

「市販の教科ｉＩＦｊ「生教材」「プリント教材（自作)」￣音声テープ（市販)」が比較的多く使われ，「音声

テープ（自作)」「ビデオ（自作)」Ｉ土ほとんど使われていない。国霜・所属別では，あまり大きな違いは

見られない。

･生教材：

「テープ・ＣＤ」と「ビデオ」が共通して多く使われている。国籍別では，どの項目についても日本人教

師の方が使う将１１台が高く，特に「新Ｉｌｌｊ「雑誌」「テレビ稀組」でその傾向が強い。所属別では，韓国人

教師は中等教育で「インターネット」（58.1％）「写真」（58.5％）「テープ・ＣＤ」（83.9％）を他の所属に

比べて多く使っているが，逆に「新１１１１」（9.2％）「雑誌」（21.7％）「本｣（21.2帖）が低い。高等教育で

はＩ新聞」（`1ｑ９％）「テレビ番組」（38.4％）が他の所属に比べて使われているが，「テープ・ＣＩ)」

（57.6％）は逆に比較的低い。日本人教師は，中惇教育で「写真」（83.3％）「マンガ」（66.7％）を他の

所属に比べて多く使っているが，「テレビ番組」（33.3％）が比較的低い。高等教脊では「インターネッ

ト」（36.0％）が比較的低い。学校牧育以外では「新１１１１」「雑誌」（ともに６８．９％)が他の所属に比べて多

く使われている。

・生教材を使う理由：

「学習者の興味・関心をひくため」「日本の事物や文化に触れさせるため」「学習行に本物の日本語に触

れさせるため」が多い。

・自作教材：

全体的に「練習問題などのプリント」（5Ｌ９％)，「学需項[l脱明のためのプリントノ眉ど」（51.3(X,）が比
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鮫的多い。国衛別では靴国人教師は「コンピュータを使って教える教材」（27.1％)，日本人散師は「活

動用補助シート」（46.4％)，「練習問題などのプリント〕（66.0％）が比較的多い。

･授業での使用機材：

国籍・所属を問わず，８９．８％が使用している。全体的に，①「テープレコーダー｣，②「ビデオ」が多い。

国鯖別では，韓国人教師が「コンピュータ」（51.0％）を使っている。所属別でみると，韓国人教師は中

等教育で「コンピュータ」（75.6％)，高等教育で「ビデオ」（75.1％)，学校教育以外で「テープレコー

ダー」（87.3％）の割合が比較的多い。日本人教師は，所属に共通して「テープレコーダー」の使用が多

いが，中等教育では「ビデオ」（50.0％）が比較的低い。

･授業での日本語の使用（韓国人教師対象）

初級レベル：

所属に関係なく，日本語の使用は「一部」に限られている。具体的には「あいさつ」「例文や本文を雛む｣。

全体的に高等教育での日本語使用が低い。

中級レベル：

所属に関係なく，日本語の使用は「一部」に限られている。具体的な使用については初級レベルとあま

り変わらない。

上級レベル：

同様に「－部日本語」が高いが，「全て日本語」もみられる。具体的な使用については全体的に学校教育

以外でどの項目についても比較的日本語使用が多い。

・授業準備に利用するもの：

直~霜~Ｆｎ
〈韓国人教師》

①「教科番」（63.1％)，②『インターネット」（61.4％)，③「日本語辞書」（597％）

（日本人教師〉

①「文法解説書」（76.0％)，②「インターネット」（75.0％)，③「教科書」「日本人の同僚」（67.3％）

国籍別で比較すると，日本人教師の方が「文法解説書」（76.0％）「日本人の同僚」（67.3％）「教師以

外の人」（33.7％）を利用する割合が高く，逆に「漢字字典」（36.3％）「日本語学習のための音声テープ」

（42.3％）は韓国人教師の方が比較的高い。

F77-i;i~肩、
〈韓国人教師》

中等教育

「教科書に付随した指導番」（70.2％）「日本語学習のための音声テープ」（53.9％）「日本語学習のため

のコンピュータソフト」（35.1％）「インターネット」（74.1％）「参加した研修会での資料等」（40.4％）

が他の所属に比べて使われており，逆に「文法解説香」（３２０％）「日本人の同僚」（18.0％）はあまり使

われていない。

高等教育

他の所属に比べて「教科書に付随した指導書」（22.3％）「日本語の歌」（43.7％）「他の韓国人教師ｊ

（22.7％）が低い。

学校教育以外

「漢字字典」（59.1帖）が他の所属に比べて利用されている。

〈日本人教師〉

中等教育

人数は少ないが「教科件に付随した指導苫」（100％）「日本調学習のための音声テープ」（50.0％）「映画」

（66.7％）「日本語の歌」（66.7％）「他の韓国人教師』（83.3％）が他の所属に比べて使われており，逆
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に「日本人の伺恢」（】6.7(X､）はあまり使われていない。

高等教育

「参觜評」（42.3％）の削合が他の所属に比べて低い。

学校教育以外

「敬師以外の人」（50.0％）のfIIjllが他の所属に比べて多い。

･日本語教師として重視する能力：

国席・所属に共iｍして①「認５敦育能力｣，②「日本語運用能力｣，③「日本語の知職上

･日本語教師の資質・能力向上のためにするもの

⑭国人教師・日本人教師とも「参考盤や専門香で勉強する」「他の教師と話す」「異なる指導法・教材を

を検討し，経験する」が多く，「他の教師の授業を見学する」「自分の授業を見てもらう」が低い。

･コンピュータの利用方法：

所属・国爾に関係なく「ワープロで教材作成」「インターネットで情報収典」「勉子メールの送受伯」の

割合が高く，その他の項目についてはあまり利用されていない。

･日本霊教育へのコンピュータ利用の必要性：全体的に高い。

･日本語教師の資質・能力の向上のために充実を希望するもの：

共通して「日本人との交流」（郷[到人教師69.0％・日本人教師59.4％）がjikも高く，「web日本語学課

プログラム」（韓国人牧師８．９％・日本人教師5.996）は低い。Ｉ副輔別では，「漢字字典」「日本36学習の

ための音声テープ」「日本;１１学習のためのコンピュータソフト」「肪日研修」が韓国人教師の方が高い。

所属別では,鯉ｌＩｉＩ人教師は「１１本il5学習のためのコンピュータソフト」（66.1％）「教師111]のネットワー

ク」（56.8％）「研修会」（413.2(X，）「訪日研修」（７６７％）が中蝉教育で比較的高い。逆に．学校教行以外

では「研修会」（15.4％）が比較的低い。日本人教師は中輔教育で「日本語の映画」（66.7％）「Ⅲ本人と

の交流」（83.3％）「日本人との交換学習」（83.3％）「日本人家庭への訪問・ホームステイ」（66.7％）が

高く，逆に「研修会」（16.7％）が低い。学校教育以外では，「辞番」（63.6％）の結盟が比較的閲い゜

･充実を希望するｒ文法解脱宙」のレベル：

所属・国爾を問わず，初級よりtlL上級のニーズが高い。特に，日本人教師は上級のニーズがiWiい。

・充実を希望する「辞■」の皿類：

所属・国師をＩＭＩわず「⑭－，」「ロー韓」の希望がほぼ半々。

･充実を希望する「漢字字典」の使用言語：

韓国人教師は⑫IXlJliと日本ＩＭＩがほぼ半々となっている。日本人教師は高等教育では⑫[剤Jハ学校教育以

外では日本語のニーズがIil5い。

・充実を希望する「教師用指導参考宙」：

国詩・所属によらず，「クラス活動蝋（ロールプレイ，ゲーム簿)」の希望が多い。

・充実を希望するｒコンピュータソフト」：

所属・国衛を問わず「発音」の希望が高い。

〔要約〕：４－３．日本語を使ってのやりとりについて（以下，韓国人教師対象）

･日本寵を使ってのやりとりの有無：

全体で「はい」４１８人（87.2％)，［いいえ」６６人（12.8％)。

･やりとりの相手：

全体的に①「日本Jljの教Mi」（269人)，②「知り合い」（263人）が多いが，中等教行のみ，そのlWi位が

逆転している。

･やりとりの方法：

「日本語の敬師」が扣手のM》合ITk，共通して直接会っての「会話」（78.1％）が多い。「lUll)合い」が棚
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手の場合は，「会話」（55.5％）「電話」（60.1％）「瓶子メール」（59.3％）によるやりとりがほぼ同程度

に行われている。

．最もよくやりとりをする相手：

全体的に①「日本語の教師」（36.1％)，②「知り合い」（34.8％）の順に多い。

･やりとりをする相手の国筋：「日本人」が８６．８％で多く，所属による差はあまりない。

･やりとりをする相手の性別：全体的には61.3％と女性が多い。

･やりとりを始めた頃の日本語力：

中等教育・学校教育以外では「日常会話程度できた」（58.7％・５０．８％)，高等教育では「かなりできた」

（43.8％)が最も多い。

･やりとりをする頻度：

全体的に「月に２，３回」が38.0％で最も多いが，学校敬脊以外では「毎日」（23.7％)も同程度に多い。

･やりとりをする手段：

全体的に直接相手と「会って話す」（504％）「電話で話す」（49.4％）が多く，「趣子メール」は37.2％

となっている。

･やりとりをするときの日本語の割合：

共通して「全部日本語｣，特に学校教育以外はその割合が商い。

･やりとりの内容：

共通して①「生活について」（62.0％)，②「仕事について」（33.8％)，③「日本語について」（33.1％）

の順に多い。

・日本語でやりとりをする理由：

全体的に「日本譜能力向上や維持のため」「相手が使うから」が共通して高い。

･授業以外で日本語を使わない理由：「日本語を使う相手がいない」が共通して高い。

〔要約〕：４－４．日本語が使われているものとの接触について

･身の回りでの日本語が使われているものの有無：

「はい」（482人・９４．７％）が多く、所属による差はない。

､日本語の授業以外での日本語の見聞きの有無：「はい」と答えた人が99.0％と多い。

･見聞きするもの：

中等教育では，「コンピュータ」（78.4％）が最も多く，「新UI1」（32.4％）が比較的少ない。高等教育で

は「本」（81.4％）が雌も多く，「CD」（45.2％）が比較的少ない。学校教育以外では「テレビ番組」「雑

誌」（各79.7％）が股も多く，「マンガ」（６８７％）も他の所属に比べて多い。

．最もよく見聞きするもの：

中等教育では「コンピュータ」（37.3％)，高等教育では「本」（46.1％)，学校教育以外では「テレビ番

組」（29.1％）が多い。

･見聞きする頻度：

全体的に「毎日」（47.7％）が最も多いが，中等教育では「週２，３回」（35.2％）も同程度に多い。

､見聞きするものの所有者：共通して「自分」（72.8％）が最も多い。

･見聞きするものの内容：

全体的に「日本語・日本語学習」（45.4％)，「スポーツ・趣味」「文化・芸術」（各４３．８％）が高い。

･見聞きする理由：

共通して「日本語能力の向上や維持のため」「様々な摘鰍が得られるから」「日本や日本人について知る

ことができるから」が比較的高く，逆に「仕事のため」が低い。
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〔要約〕：４－５．利用経験のある機会や場所について

･利用経験の有無：「はい」４１５人（9Ｌ６％)，「いいえ」４１人（8.4％)。

･利用経験のある機会や場所（韓国国内）：

中等教育では「日本・日本語に関する資料センター・図盤館」（47.6％)，高等教育では「lLl本人との交

流会」（50.9％)，学校散行以外では「日本語が使われている職塒でのアルバイト・仕瓢」（8Ｌ1％）が鎧

も多い。

･利用経験のある機会や場所（日本国内昨

全体では①「日本人家庭への訪問・ホームステイ」（63.6％)，②「日本人のいる場所，日本人が災まる

場所」（58.9％)，③「日本人との交流会」（57.8％）の順となっている。所属別では，中等教育で「日本

人のいる場所，日本人が奥まる場所」「日本・日本語に側する資料センター･図書館｣がそれぞれ42.0％．

20.5％と比較的低い。学校教育以外では，「日本語が使われている職場でのアルバイト・仕ﾘﾄﾞ」が59.3％

と比較的高い。

･再度あるいは継続して経験したい機会や場所の有無：「はいｊが91.1％で所属に共通して多い。

･再度あるいは継続して最も経験したい機会や場所：

①「日本人家庭への訪問・ホームステイ」（29.0％)，②「日本人との交流会」（28.4％）が共通して多い。
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４－１．教師について

ここでは，本調査に回巷した教師の性別，年齢，母調日本語学習歴，訪日経験とその目的，日本語教

育経験，専門領域．ロ本譜力，日本語教育動機，研修歴寡の基礎的情報について尋ねた結果を報告する。

４－１－１．性別

図4-lのように，全体で見ると女性教師が66.0％で，所肌・国籍に共通して多く，図４-2のように，特

に学校教育以外では女性の割合がかなり高い。〈教Ｆ１〉

ロ男性ロ女性

８５８

厩
．
』
‐
，
‐
‐
－
卜
－
‐
－
ｌ
‐
‐

脳
“
”
蛾
蛾
脳

０
１

性
俄

６５１
５８７

｢刃

女
餌

中等紋向高等教育

図4-2：性別（所属別）

学校救両以外

図4-1：性別（全体）

４－１－２．年齢

年齢は，図ｌ－３のように全体とし

て韓国人散師は３０．４０代（計

75.0％）が多く，ロ本人散師は20.

30代（計69.9％）が多い。

〈教Ｆ３〉

ロ廻国人ロ日本人
5096,Ｌｉｌト｜●・雌

脳
脇
脇
醜
脳

４
３
２
１ mmT＝

60磯以上

□中等教育■高等教、ロ学校lihfi以外 韓国人教師は所lIliB1Iでみると，

Ｅ１４－４のように学校教育以外では

２０．３０代（３８８％‘５２．２％）が比

較的多い。〈教P3〉

“
”
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図4-4：年齢（韓国人 項目別）
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４－１－３．母

壷
咀

教師の母語は，我4-２のように靴国人教師が「韓国語｣，日本人教師が「日本語」となっている。

〈教Ｆ１〉

《表4-2：母鬮〉（）内は％

図国

４－１－４．日本語学習歴

日本語学習歴について韓国人教

師に尋ねたところ，「４～６年」

（30.7％）と「10～１９年」（33.5％）

が比較的多い（図4-5)。〈数Ｆ5〉

侃
硯
脳
醜
侃
侃

５
４
３
２
１

二二Ｕ□Ｕ□
1年未濁ｌ～3年４～６年７～９年１０～１９年２０年以上

図4-5：日本昭学習歴（韓国人全体）

口中等敬百■嘉再敏回ロ牢幌IHIJ以外

所属別にみると，中津牧育・学校

教育以外は「`l～６年」Ｎ5.4％・

43.696)，高等敬育では「10年以上」

（55.9％）が多い（図4-6)。
脳
醜
醜
脳
鵬
隅
隅

６
５
４
３
２
Ｉ ■￣Ⅱ

１～３年４～６年

図4-6：日本昭学習歴

且一一

１年末;日Ｉ ７～9年１０～１９年２０年以上

(項目別・韓国人）
－．Ｊ

４－１－５．訪日経験

iujII経験の有無について韓国人教師に熱れたとこ

ろ，図４一７のように全体で「はい」と答えた人が

94.0％と，所属に共通して経験者が多い。〈教F6〉

いいえ

６０１６

まい

４０１６

図4-7：訪日経験の有無（韓国人全体）

５７

合計 鰯国人 日本人

回答者数
麓国麗

日本語

527（83.5）

104（16.5）

527（100.0）

Ｏ（0.0）

Ｏ（0.0）

104（100.0）



４－１－６．訪日目的

訪日目的は,図４－８の上うに中等教育が｢観光」（29.1％）「国際交流」（19.5％)の順に多いのに対して，

高等教育・学校教育以外では「長期留学」（53.1％・31.0％）「観光」（15.4％・２３．８％）の１１１に多い。「そ

の他」としては，中等教育で「語学，日本語教育等のための研修」が多く挙げられた。〈教F6〉

ロ中等教育■高等教育ロ字校教育以外

油DmLthij Ｌ－－盲７－脂
：急：：

’
２
●
研
■

－mへ曙一日全沮

トロ 六■ 一団 ● 句

六■ 〒己匂■伊豆
Ｐ丁 月孚1丁■五
月

２

図4-8：訪日目的（所属別）（複数回答可）

４－１－７．日本語教育経験

日本語教育経験について詠れた

ところ，図４-９のように韓国人教

師は所属に共通して「中堅（３年以

上～２０年未満)」が57.8.77.2.

74.5％と多い。中等教育では「初

任（３年未満)」が３４．４％と比絞的

多い。〈教F7〉

ロ中等教育■高等救画ロ学校放同以外
ｈ

ｓ－‐●－－１－｜‐‐－－‐－一
噸
”
噸
峨
醗
脇

－－１

一一一一

２０年以上l年末渦３年以上～20年未漕２０

図4-9：日本語教育経験（項目別・韓国人）
し＿－－－－

ロ中等教育■高等教育ロ学校敬河以外

日本人教師も．図･I-10のように

所属に共通して「中堅」６ｑ0.

74.4.51.5％が多いが，中等教育・

学校教育以外では「初任（３年未

満)」も比較的多い。〈教F7〉

一一Ⅱ
．Ｆ‐ｌ」Ｉ」Ｉ」

噸
醜
噸
繩
銀
脳

--

20年以上３年宋濁３年～20年末溝２（

図4-10：日本贈教育経験（項目別・日本人）
－－」
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４－１－８．日本語以外の教育経験の有無

日本縞以外の教育経験があるかどうかについて尋ね

たところ，図4-1lのように図爾に共通して「いいえ」

（韓国７７．６％・日本76.1％）が多い。

所属別では，図4-12,4-ｌ３のように国籍に共通して

高幕教育（26.5％・３８．５％）で経験のある教師が他に

比べて多い。〈教F8〉

ロ組国人ロ日本人，

100％

８０％

６０％

４０％

2016

0％ □．
はい いいえ

図4-11：日本語以外の教育経験

の有無（国箱別）

ロ中等牧育■高等牧商

ロ学校放可以外

ロ中等牧商■高等教育

ロ学校教育以外
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図4-13：日本語以外の教育3塁験の有無

（所属別・日本人）

（まいいいえ

図4-12：日本語以外の勇h冑経験の有無

（所属別・韓国人）

４－１－９．日本語力

現住，どれぐらい日本語力がある

と思うか，韓国人教師に対して４技

能について５段階で自己評価して

もらった｡数値の意味は各技能で異

なるが，数値が高いほど，自己評価

が高いことを示す。まず，図-1-Ｍ

のように所屈別に4技能の平均値を

比較したところ，中等教育では３．３

～３．８，illi淳散青では4.1～い，学

校教育以外では３．８～3.9となって

いる。

所腕別にみると，図４-1５のよう

にl1I竿敬背く学校教育以外く尚辱

教育の傾向がある。〈教FlO〉

一■’’’
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書く白岡く ロ賭す
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図4-14：４技能の比較（所属別・韓国人）

（5段階評価平均値）
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技能別の結果は以下のとおりである。

(1)「読むこと」
所属に共通して「辞聾を使って新聞や

雑誌,興味のある分野の本などがだいた

い理解できる」が多いが，高等教育では

「母語と同じように読める」が４５．８％

と多い（図4-16)。

□わからない。与えたことがない。

回よく知っているトピックであれば新館や廸琵の堕事が理餌でざる。

■冊四な文団宅ら鷹いたい頭解できる．

皀暁■を使って踊田や田隆典笙のある分野の本などがだいたい団解でｇろ．

□母狙と同じように既のる．咽
噸

三

醜
噸
魏
協

中等紋FＪ 疵等教育 学校救岡以外

図4-16：現在の曰本題力「読むこと」

（所属別・韓国人）

(2)「書くこと」

中等教育では｢友人や身近な人への手

紙を書くことができる」（43.4％)と｢改

まった手紙・レポートなど，まとまった

文章が書ける」（39.2％）が多く，高等

教育・学校教育以外では「改まった手

紙・レポートなど，まとまった文章が書

ける」（53.9％･65.5％）が雌も多い。ま

た，高等教育では「母語と同しように書

ける｣が33.0％と比較的多い(図4-17)。

，□わからない。考えたことがない。 ｜｜

｜回願い又愚圖〈ことができる． ｜’

’日鱸驚lWT騨麗〈製:鰯が｡ける.’｜
｜□母魍と同じように圏ける。

lＯｍｉ，-－－－－－－－－－－－－－’

８０％－－－－－－－

;ill｡瘡=且一二二
（所属別・韓国人）

図4-17：現在の日本語力「書くこと」

(3)「聞くこと」

中等教育では「会話の中で相手の考

えや意見をだいたい理解することがで

きる」（44.3％）と「テレビニュース，

学校の講義などまとまった活がほぼ理

解できる」（38.2％）が多いが，高等教

育・学校教育以外では「テレピニュー

ス，学校の講義などまとまった話がほ

ぼ理解できる」（47.6％･71.4％）が最

も多い。また，高等教育では「母語と

同じように聞いて理解できる」が

40.3％と多い（図4-18)。

□わからない．母えたことがない。

ロ日南生活で使う閥碩な表現箔示などを理蹟するごとがで巴る．｜

■会8ｍ中で梱手の珂えや己児をだいたい理角；するごとがで巴ら．｜
臼テレピニュース孚佼の罰残などまとまった崖がlﾕ'五理鷺できる．｜
□母阻と同じように町いて理解できる．
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(4)「話すこと」

中辱教育では「日常生活に困らない樫

度の表現を使える」（52.8％ハiWi等教

育・学校教育以外では「自分の感兇や考

えをまとめて;封-ことができる」（54.5％・

63.6％）が最も多い。また，高等教育で

は「母語と同じように緒せる」が３０．４％

と比較的多い（図1-19)。

ロわからない．写えたことがない．

回朋申な自己OB介ができる．

■日南生活に困らない程度の莪現を使える．

1-1自分の且見や封えをまとめて霊すことがでざる．

□母阻と同じように盤せる．

Ｌ
」
ｒ
■
｜

血
躯
餌
噸
独
碇

●
Ⅱ
０

凧■薑Ｌ身一昌
図4-19：現在の日本語力「話すこと」

（所屈別・掴国人）

４－１－１０．日本語教育を始めた理由

日本語較育を始めた理ｉｔ】や動機について自由記述形式で尋ねた。比較的多かった回蒋について災1-3に

まとめる。鰹[珂人教師は「自分の専攻を生かすため」が多い。日本人教師は多様で，傾向は見られない。

〈教Ｆ１O〉

《表4-3：日本贈教育を始めた理由（所属別)》（）内は回答数

人教師

(３１） 腿文化に興味があったから。（２）

･軟師に雄るのが鯉だったから (25） ．数える仕屯がすきだから。（Z）

。m本舗に興味

・日本・日本文

・日本語がすき

高等教育

・自分の専攻を

・日本語がすき

・日本・日本文

学校教育以外

があるから。（２１）

化に興味がけ)るから。（14）

だから。（13）

生か-ｹため。（30）

だから。（18）

化に興味があるから。（15）

・自分の専攻を生かすため。（４）

・日本妬を教えたいから。（３）

･自分の岬攻を生か十たけ〕。（７）

・自分にあっているため。（６）

･やりがいがある仕屯だから。（６）

・日本語を敬えたいから､（６）

・多くの人と接することができるため。（１）

・日本調に興味があるから。（３）

・韓国でI喋らすため。（２）

６１



４－１－１１．日本語教育に関する学会等への参加について

過去，日本語教育にIMIする学会，研究会，教師会などに参加したことがあるかどうかについて尋ねたと

ころ。韓国人教師の５７．５％，日本人教師の68.0％が「はい」と答えている。一方，「いいえ」と答えた人

も，韓国人教師で４２．５％，日本人教師で32.0％いる（図4-20)。

所属別では，図4-2lのように韓国人教師は中等教育がほぼ半々，高等教育が「はい」が７３．０％と多い

のに対して，学校教育以外では「いいえ」が７１．２％と多い。日本人教師は図４-2２のように所腕に共通し

て「はい」が多く,特に高等教育で78.4％と多い。〈教F12〉

|ロ韓国人ロ日本人
1_＿＿＿_噸

蝿
餓
咽
狐
脇

はいいいえ

図4-20：学会等への参ｶﾛ経験の有無

口中等牧町■高専敬阿ロ学校教育以外 ロ中等寂百■高専紋河口学校叔育以外

IOOH-

噸
“
”
噸
魏
脳

Ｉ

８，１．‐

|｜
い’

6066

‐」ｌｉ」‐ｌ‐し

噸
魏
脇

１

はいいいえ

図4-21：学会等への参ｶﾛ経験の有無
（輯国人）

はいいいえ

図4-22：学会等への参ｶﾛ経験の有無
（日本人）

４－１－１２．日本語教育に関する研修の経験について

ロ韓国人口日本人’
過去，日本語教育にBlける研修等につ

いて受けたことがあるかどうかについて

尋ねたところ，韓国人教師の59.0％，日

本人教師の６６．７％が「いいえ」と答えて

おり，経験がない教師の方が多い（図

･'-23)。〈教Fl2〉

二
一

凪
醜
餓 Ｌｌｌｌｌ‐◇‐・
繩
翫
脇

はいいいえ

図4-23：日本語教育に関する研修等の
経験の有照（国箱別）

６２

■



<表4-4：日本語教育に関する研修等の経験の有無〉（人数）

蛍１

所属別では,図４-2４のように蝉国人

敦師は中等教育で逆に「はい」の方が

66.4％と多くなっている。

〈教Ｆ12〉

ﾛ中等牧育■高露蘭青-百享藏冑以外’

叩
姻
顕
噸
小
脳

はいいいえ

図4-24：日本篭教育に関する研修等の

経験の有無（韓国人）

４－１－１３．日本語教育に関する研修を受けた回数

４－１－１２で過去に研修を受けた

ことのある韓国人教師194人・日本人

教師２７人に対して，回数を尋ねたと

ころ，所属に共通して，「1～２回」樫

度が韓国人教師は５２．６％，日本人教師

は48.1％と多い(図4-25)。〈教Fl2）

ロ鯉囚人ロ日本人

:!｢－－

;;|□丘ｉ
図4-25：研修を受けた回数

一一Ｅ￣－

５回以上

(国箱別）

6３

［二コ

韓国人

はい

いいえ

無回答

合計

194

279

5４

中等教育

114

7３

1３

高等教育

4１

1５９

3０

学校教育以外

９

4７

１１

日本人

はい

いいえ

無回答

2７

6７

1０

０

６

０

1３

3３

６

1４

2８

４



４－２．授業について

ここでは，教師が普段の授業や授業の加伽のために使っているものや，教師としての資質・能力向上の

ために必要なもの等について，教師に尋ねた結果をまとめる。

４－２－１．授業で使うもの

授業で使うものについて「いつも使う(5)」～「使わない(1)」の５段階のスケールで尋ねたところ，

図4-2６のように全体では「市販の教科書」（4.5）「生教材」（3.4）「プリント教材（自作)」（3.4）「行戸テー

プ（市販)」（3.5）が比較的多く使われ，逆に「音声テープ（自作)」（１４）「ビデオ（自作)」（1.5）はほ

とんど使われていない。上位３位までを表４－５に示した。

国籍別では，あまり大きな迎いは見られないが，「プリント教材（自作)」で日本人教師の方が比較的多

く使っている傾向がある（図4-26)。〈教ＩＱｌ〉

、３国入口白河。
５「

４

mlfp
３

□mmmmm￣
２

丘●征Ｃ■■｡■■ ■甘●ルグ●●蛍I■●､●●●-,1句●】●■サーブ｡■01『PＤＲＣ■､ごＰｂ０ｎ■）■ １－P ■● ０Ｆ■

図4-26：授業で使うもの（国箱別）（5段階評価平均値）

《表4-5：授業で使うもの（全体)》

(５段階評価平均値）

所属別では，図４－２７．４-2８のようになり，上位３位までを表４－６に示した。全体とあまり大きな迎いは

見られないが，⑪国人教師は商等教育で「音声テープ（市販)」（3.3）「カード」（2.4）が他に比べて比較

的低く，学校教育以外で「IIlllul災」（3.1）「プリント教材（自作)」（４０）が比較的多く使われている。日

本人教師は，人数は少ないが，中等教育で「問題典」（3.3）「ビデオ（自作)」（3.0）が他に比べると多い。

「その他」には，中等教育の韓国人教師から「音楽ＣＤ」（５必）「パワーポイント資料」（４名）「CD-ROM

（アニメ等)」（２名）亭が多く挙げられていた。

6４

順位 斡国人 日本人

１位 市販の教科書（4.5） 市販の教科番（4.3）

２位 音)打テープ（市販）（3.6） プリント教材（自作）（3.8）

３位 プリント教材（自作）（3.4） 生敦材（3.6）



口中尊敬可■高専牧町ロ孚校絞育以外
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４．

ⅢⅢ血IIIImlIn
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２
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口中等仮両■高等牧同ロ学校寂司以外

５

４．
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図4--28：授業で使うもの（項目別・日本人）（5段階評価平均値）

《表4-6：授業で使うもの（所属別)》

皿lrflH反り

エＩ正覇

(５段階評価平均値）

４－２－２．生教材について

４－２－１でこれまでの授業で生教材を使ったことがある教師570人に対して，どのようなものを具体

的に使ったのかについて尋ねたところ，「テープ・ＣＤ」と「ビデオ」が共通して多く使われている。

国輔別では，どの項目についても日本人教師の方が使う捌合が高く，特に「新聞」「雑姥」「テレビ番組」

でその傾向が強い（図4-29)。 〈教ｌＱ２〉

6５

凧位
中等教育

四国人 日本人

高等教育

､I国人 日本人

学校教育以外

範国人 日本人

1位

2位

3位

市販の敬科i1r

い７）

音声テープ

(市販）（３７）

生教材

(3.4）

市販の教科啓

⑭.８）

音声テープ

(市販）（3.4）

プリント教材

(自作)／''''昭典

(3.3）

市販の教科⑭

(4.4）

プリント数材

(自作)／

音声テープ

(市販)／生教材

(3.3）

ili販の教科香

(4..1）

プリント敦材

(自作）（3.7）

生教材

(3.6）

市販の教科書

“６）

プリント教材

(ロ作）い､０）

行脚テープ

(市販）（3.8）

市販の教科番／

プリント教材

(自作）（4.0）

生敬材

(3.7）
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図4-29：授業で使った生教材（国iii月ﾘ）（複数回答可）
Ｌ－－

<表4-7：授業で使った生教材（全体)〉（）内は％

(複数回答可）

所属別では，図４－３０．４-3１のようになり，上位３位までを表４－８に示した。韓国人教師は図4-3Oのよ

うに中等教育で「インターネット」（58.1％）「写真」（58.5％）「テープ・ＣＤ」（83.9％）を高等教育・学

校教育以外に比べて多く使っているが，逆に「新聞」（9.2％）「雑誌」（21.7％）「本」（21.2％）が低い。

高等教育では、中等教育・学校教育以外と比べると「新11M」（40.9％）「テレビ番組」（38.4％）が使われて

いるが，「テープ・ＣＤ」（57.6％）は低い。

￣￣￣－－~~￣~~~￣｜

ロ中等教育■高等教育ロ学校紋F7以外ｉｌ

::ｉＬｊ－Ｚ－

#nm Ⅱ |脈 ．￣１

４のeＵ本 テレご■□ﾋﾞﾃﾞｵｲﾝ，-＄ｼﾄ写■ﾏﾝｶﾞﾃｰﾌﾟ･ＣＤ

:授業で使った生教材（項目:ﾘ.！､国人）（福数回答可）図4-30

日本人教師は図4-3lのように，人数は少ないが中騨教育で「写真」（83.3％）「マンガ」（66.7％）を他

の所属に比べて多く使っているが，「テレビ番組」（33.3％）が比較的低い。高等教育では「インターネッ

ト」（36.0％）が比較的低い。学校教育以外では「新１１１１」「雑誌」（ともに６８．９％)が他に比ぺて多く使われ

ている。

6６

乱

順位 韓国人 日本人

1位 テープ・ＣＤ（71.4） テープ・ＣＤ（72.3）

２位 ビデオ（64.0） ビデオ（65.3）

３位 写真（46.5） 新'111／雑誌（58.4）



|口中等牧可■高等教司ロ学校教育以外！蠅
躯

１

,Ｉ!Ⅲjmm ｈ
－．．－－－Ｉ

■ョ
その槍荘司■■左テレビＳｍビデオｲﾝﾀｰﾈﾌﾄ写■ﾏﾝｶﾞテープＣＤ

図4-31：授業で使った生教材（項目BⅡ．日本人）（複数回答可）
_’

<表4-8：授業で使った生教材（所属別)〉（）内は％

８３．９）ｌ写輿（８

(襖数回答可）

「その他」では，少数であるが，「広告，チラシ，パンフレット，カタログ」「手紙，菜iHU「メニュー」

｢地図・路線図」「肴物などの生活用品」（各１名）などが挙げられていた。

４－２－３．生教材を使う理由

生教材を授業で使う理由について詠れたところ，全体的に「学習者の興味・関心をひくため」「日本の躯

物や文化に触れさせるため」「学習者に本物の日本語に触れさせるため」が高い。国籍・所属別では，韓国

人教師は,高等教育で「日本の事物や文化に触れさせるため」が最も高く（73.4％），中等教育・学校教育

以外では「学習者の興味・関心をひくため」（86.8％・73.2％）が最も商い。日本人教師は,中等教育で「学

習将が希望したから」（50.0％）が他に比べて高い。「その他」には少数であるが，「効果的な授業の目標逸

成のため」「正確な発音」「良い教材がないため」「学習者のレベルに合う教材がないため」（各1名）など

が挙げられた（図4-32,4-33)。〈教IQ2-l〉

6７

順位
中等教育

韓国人 日本人

高等教育

韓国人 日本人

学校教育以外

韓国人 日本人

１位

２位

3位

テープ・ＣＤ

(83.9）

ビデオ

(61.3）

写真

(58.5）

テープ・Ｃｌ〕／

写真（83.3）

ビデオ／

マンガ（66.7）

ビデオ

(70.7）

テープ・ＣＤ

(57.6）

新聞

(409）

テープ・ＣＤ

(72.0）

ビデオ

(70.0）

テレビ番組

(54.0）

テープ・ＣＤ

(７２２）

ビデオ

(50.0）

本

(42.6）

テープ・ＣＤ

(71.1）

新聞／雑誌

(68.9）
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一一
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ﾋﾟ又曰心上日

６化二L､圧な

た区の危堕田

の的●の欠巨

札甸ｆ､力

巴や廿向

図4-32：生教材を使う理由

定・字

の回ロ

心ａ

Ｅの

Ｏ■

くい

(項目:Ｉ・韓国人）

口中尊敬同■岡可牧同ロ学校救同以外

「
Ｉ
１

，
噸
”
噸
躯
隅

１

、

Ⅱ
篝 ｕｍ

ｉｉ
(複数回答可）

」

、 』
そ
の
掴

［文ロちよＳ

６に本い“卒

上匡のた処凪

のnh＄の欠巨

札甸ｂ､力

さやゼロ

図4-33：生教材を使う理由

廷・字

の問Ｂ

ｌＤＢ

Ｅの

ひ■

<８，

(項目Blj・日本人）

４－２－４．自作教材について

授業で何らかの自作教材を使った二とがある教師にどのような自作教材を使ったかについて尋ねたとニ

ろ，全体的に①［練習問題などのプリント」（51.9％)，②「学習項目説明のためのプリントなど」（54.3％）

が比較的多かった。国霜別では韓国人教師は日本人教師よりも「コンピュータを使って教える軟材」

（27.1％)，日本人教師は「活動mMi助シート」（･'6..1％)，「練習問凹などのプリント」（66.0％）を韓国人

教師より多く使っている（図4-34)。 〈教ＩＱ３〉

|ロ聞囚人口Ｂ本人噸
醜

Ｉ

薯亡[、[Ｅｕと□ＤＬ
ｉｉｔｉい；；蓬奪

6８

Ｉ



所属別では，韓国人教師は中等教存で「聴解用のプリント」（10.5％）を高等教育・学校教育以外に比べ

てあまり使っていない。高等教育では「フラッシュカード」（24.0％）が中等教育・学校教育以外に比べて

使われておらず、学校教育以外では「練習問題などのプリント」（78.9％）が中等教育・高等教育に比べて

多く使われている。日本人教師は，高等教育で「活動用補助シート」（30.6％）が中等教育・学校教育以外

に比べると使われておらず，中等教育では「音声教材」（50.0％）が商等教育・学校教育以外に比べて多く

使われている（図4-35,4-36)。「その他」には少数であるが，中等教育の韓国人教師から「歌詞などのプ

リント」（２名)，高等教育の韓国人教師から「日本語文法」（２名）「教科番，講義テキスト」（３名)，日本

人教師から「ビデオ」（３名）「会話教材」（２名）などが挙げられた。
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－－－＿」

ロ中等教向■高等教育ロ字校教育以外一二］…
一・｜雪・」》》罹壱、坤可
一一一Ⅲ篭』
｜
胚
…
僻

一
一
一
一
嘘

。一回編鰡》

・・・血糊》
｜
｜
Ⅱ
…

噸
噸
噸
咽
魏
脇

４－２－５．授業での使用機材について

授業で何らかの機材を使うかどうか尋ねたところ，図４-3７のように「はい」が８９．８％と国濡・所属を

問わず多い。
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１口愈国入口日本人いいえ

藺
‐
１
－
１
「

咽
“
噸
峨
獅
脳

－

巨
皿
鋪

一
－
材
ｊ

一一一一口叶醗》
一
一
一
の
数

》
｜
で
複

Ⅲ｛》‐い

８％

戸孟司

図4-37：授業での機材の使用
の有無（全体）

授業で使う機材の菰類について尋ねたところ，図`I-38のように全体的に，①「テープレコーダー｣，

②「ビデオ」が多い。国旛別では，51.096の韓国人教師が「コンピュータ」を使っている。

〈教191〉

所属別でみると，図4-39,

4-4Ｏのように韓国人教師は

中等教育で「コンピュータ」

（75.6％)，高奪教育で「ビデ

オ」（75.1％)，学校教育以外

で「テープレコーダー」

（87.3％）の割合が比較的多

い。

ロ中等敏商■品翻敬河口字BWH向以外

IOOnl--

ｉｌｎＬＺＬ￣
ﾋﾞﾃﾞｵﾃｰﾌﾟﾚｺｰﾀﾞｰOHPｺﾝﾋﾟｭｰﾀその泡

図4-39：授業での使用機材（項目別・韓国人）
（複数回答可）

日本人教師は，所属に共通

して「テープレコーダー」の

使用が多い｡中等教育では｢ビ

デオ」（50.0％）が高等教育・

学校教育以外に比べると低い。

また,商等教育では,割合は低

いが｢コンピュータ」(32.0％）

が中等教育・学校教育以外に

比ぺて使われている。

ロ中等救両■屈等孜育ロ学校紋向以外

１００９６－

||［

“
醜
噸
蛾
暁

■．□田
ＯＨＰ

￣
その他ビデオテープレコーダーOHPｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

図4-40：授業での使用機材（項目月リ・日本人）
（複数回答可）

「その他」の回答内容を見ると，「ＯＨＣ（実物投彫機)」（７名)，「ＣＤプレーヤー」（４名)。「プロジェク

ター」（３名）などの機材が挙げられていた。
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４－２－６．授業での日本語の使用

韓国人教師に授業でどの翻度l｣本譜を使うかについて初・中・上級のレベル別に尋ねた。〈教ＩＱ５〉

まず，初級レベルでは図4-4lのように，所属に関係なく，日本語

体的には図４－ｌ２のように「あいさつ」「例文や本文を読む」が多い。

日本語の使用は「一部」に限られている。具

ロ全てロー部

Ｂ
■
Ｆ
じ

咽
畷
恥
噸
、
砿

Ｇ
Ⅱ
５

□「
中辱敬向昼専敬育

図4-41：授業での日本届の使用

孚校救同以外

(所属別）《初級〉

口中尊敬胃■高等敬育ロ学校救両以外’ｕ
１

Ｌ
ｌ
‐
１
１
１

噸
“
噸
噸
、
鰯 HIT lｌ

ｌｌ
ｌｌ □■ロロ■ロー
文ﾃｱモ

§５？：
廟駆

弓（項目別）〈初級》

を弱 電
盛又ふ

じやＥ

卒出

文７

図4-42：授業での日本語の使用

中級レベルでも図･ｌ－ｌ３のように所属に関係なく，日本語の使用は「一部」に限られている。』し体的な使

用については図4-4･{のように初級レベルとあまり変わらないが，学校教育以外で「指示を出す」（80.496）

が中等教育・高竿教行に比ぺて日本語使用が多い。

ロ全てロー部噸
”
噸
咽
魏
醜

中等牧向高専牧可学校紋向以外

図4-43：授業での日本題の使用（所属別）〈中級》

７１

￣

￣
￣



ロ中等教育■高専孜育ロ学校紋宵以外

100％－－

湖、Ⅲ缶

醜
噸
噸
銀
脳

を例鼠

伍文示

心やＥ

本出

文丁

図4-44：授業での日本9百の使用

文
波
■
明

ア
ク
テ
ィ
ビ
、
〃

テ
ィ
の
奴
明
級中二
Ｊ
、

そ
の
伯

あ
い
さ
つ

(項目別）
１－--.--_

上級レベルでも図４-4５のように「一部日本語」の割合が高いが，「全て日本語」もみられる。具体的な

使用については図４-4６のように全体的に学校教育以外でどの項目についても比較的日本語使用が多く，

「あいさつ」（92.9％)，「例文や本文を読む」（89.3％)，「指示を出す」（92.9％）ではほとんど日本語が使

用されている。

「その他」としては少数であるが，「ゲーム時の質問と返珈」（1名）などが挙げられた。

ロ全て ロー部噸
噸
噸
噸
、
脳

Ｉ

レキＵｂ

－’ロ■㎡､

．ロ｡■■ＰＦＵ--

〈
．
・
・
Ｆ
』

‐
号

中専牧育高等教向

図4-45：授業での日本語の使用（所属別）

学校教育以外

<上級）

Ｌ＿ --_＿｣

￣~~~￣…

河ロ字IB【紋向以外，ロ中尋寂胃 ■高尊敬

噸
“
餓
蠅
魏
陥

－
１
‐
‐
’

１
１
’

|］
を例描文

佼文示透

Ｃやを臼

本 当明

文寸

図4-46：授業での日本語の使用（項目目Ｉ）
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４－２－７．授業準備に利用するもの

授業をnm燗するときに利用したり，相談したりするものについて昇れたところ，図4-4７のように韓国人

教師は①「教科符」（63.1％)，②「インターネット」（61.4％)，③「日本語辞書」（59.7％)，日本人教師

は①「文法解説轡」（76.0％)，②「インターネット」（75.0％)，③「教科盤」「日本人の同恢」（67.3％）

のIUiに多い。国iii別では，日本人教師の方が「文法解説書」（76.0％）「日本人の同僚」（67.3％）「敦師以

外の人」（33.796）を利用する割合が高く，逆に「漢字字典」（36.3％）「日本語学習のための商窟テープ」

（42.3％）は韓国人教師の方が比較的高い。「その他」では，少数であるが「日本人の知人・友人」（４名）

「国際交流基金の日本31i敬育Ｗ[１１１１家」「日本人の恩師」「先盗教授ｊ「日本の大学院生」（各1渦）オとどが挙

げられた。〈教ｌＱ６〉

ロ臼国人ロ日本人一
一
一
一
一
一
＊
■
を
し
な
い

、
躯
躯
噸
躯
筋 lmmLMmdmIMLl]凸

ilili：勝灘Ｗ繊灘

垣
そ
の
柚

<哀4-9：授業準備に利用するもの（全体)》（）内は％

（複数回答可）

図1-.18.．l-l9のようになり，上位３位までを表４－１０に示した。所属別に見ると

口中等赦商■高尊敬向ロ字咬敬向以外噸
噸
噸
噸
醜
砿 二lIllmIⅢl1IiIliih[nmⅢＨ１ルー

ｉｌｉｌｌＷ;蕊ｊｌ:蝉鱗艀
図4-48：授業準彌に利用するもの項目別・卿国人）（複数回答可）

7３

IUJ位 韓国人 日本人

1位 敬科番（63.1） 文法解illt書（76.0）

２位 インターネット（6Ｌ４） インターネット（75.0）

３位 日本語辞替（59.7） 教科uF／（67.3）

日本人の同僚



iibmⅢ､Ⅲ｣lhLhmllJmLJ

<表4-10：授業準備に利用するもの（所属別)》（）内は％

田IＴ

醐陣

弧

Ⅲ｜敏科劉

(糊数回答可）

図４-4８のように中幕教育の緯国人教師は「教科香に付随した指導番」（70.2％）「日本llli学習のための音

声テープ」（53.9帖）「ロ本錨学習のためのコンピュータソフト」（351％）「インターネット」（7.1.1％）「参

加した研修会での資料幕」（40.4％）が他の所属に比べて使われており，逆に「文法解illtUFj（32.o％）「日

本人の同恢」（18.0％）はあまり使われていない。高等教育の⑭国人教師は他の所属に比べて「敬科i1Fに付

随した指導番」（22.3％）「日本語の歌」（43.7％）「他の極国人教師」（22.7％）が低い。学校教行以外では

「漢字字典」（59.1％）が他の所屈に比べて利用されている。

一方，日本人教師は，図４-4９のようにサンプル数は少ないが，中享教育で「教科谷に付随した指導番」

(６２５％）「日本語学習のための斉声テープ」（50.0％）「映画」（６６７％）「日本語の歌」（66.7％）「他の韓

国人教師」（83.3％）が高淳教育・学校教育以外に比べてfll用されており，逆に「日本人の同僚」（16796）

はあまり利用されていない。商等教育では中等教育・学校敬育以外に比ぺて「参考谷」（４２３％）の割合が

低く、学校教育以外では「教師以外の人」（50.0％）の利用が中等教育・高等教育に比べて多い。

７４

順位
中等教育

岨国人 日本人

高等教育

韓国人 日本人

学校教

斡国人

宵以外

日本人

１位

２位

3位

インターネソト

教科香

(７４．１）

(72.4）

教科谷に付随し

た指騨聾(70.2）

救科杏／文法解

貌野／インター

ネソト（１０００）

日本語辞書

(61.1）

インターネソト

(73.1）

教科書

(53.3）

較科否

(71.2）

日本人の同僚

(52.8）

文法解脱聾

(67.3）

日本語辞香

(74.2）

文法解説香

(82.6）

日本人の同僚

(68.2）

日本人の1可僚

(80.4）

教科密

(65.2）

インターネット

(739）



４－２－８．日本語教師としての能力に対する意識

日本語教師としてどのような能力がnK要であるかについて「非常にil(要」（５）～「１K要ではない」（１）の

５段階のスケールで尋ねたところ，各項目の平均値は図4-5Oのようになり，①「曹蛎教育能力｣，②「日

本;li運用能力｣，③「日本語の知臓」の'111に高く，国箭・所属による迎いはほとんどみられない。各項目上

位３位について炎4-11に示したが，項目ごとの差もほとんど見られずIk視されている。「その他」では，

少数であるが韓国人教師から「学生に対する愛情・理解」（３名）「日本鍋教育に対する興味」「情熱，親切

であること，配MHなど」（各２名）「マルチメディアの活用能力」（１名）などが挙げられ，日本人教師から

は「外国語能力」（３妬）「異文化適応能力」（２名）「プレゼンテーション能力」「協調性」「カウンセリング

力」（各1名）などが挙げられていた。〈教ｌＱ７〉

ロ⑤国人ロ日本人

ト
リ
－

戸
生
・
〕
▲
■
』
》
『
一
ｑ
）
へ
』
〃
』 Ｉ 「

日本阻砠阿晩刀冨砠；h岡聴力日本畠の知皿クラスマネージメント日小に問する知四その他

図4-50：日本昭教師としての能力に対する意湿（国箱別）

（5段階評価平均値）

<表4-11：日本語教師としての能力に対する愈騒》

Ⅱ｜司諦

凶万国５\ＰＰＯ〕ＨＩ２猛

(５段階評価平均値）

４－２－９．日本語教師の資質・能力向上のためにするもの

日本語教師の資質・能力向上のために実際にしていることについて尋ねたところ，図Ｉ－５１のように韓国

人教師・日本人教師とも「参考盤やＷ１Ｍｌ盤で勉強する」「他の教師と話す」「異なる指靭法・教材を検討し，

経験する」が非榊に商<，逆に「他の教師の授業を見学する」「自分の授業を見てもらうｊが低い。

〈教ＩＱ８）

７５

尹
甦
、
Ｌ
Ｌ
ｄ
Ｐ

。
■
閂
■
＄

１
。
■
Ｔ
・
『

ロ
ー
■
、
‐
垢
、
弾

辞
ｌ
Ｂ
Ｌ
■
・
』
》

。
・
・
・
．
・
粋
萢
・
‐
鈩
汁

＃

順位 韓国人 日本人

１位

２位

Er語敬育能力（4.6）

ロ本31i迎用能力

言語教育能力（4.6）

日本語通ル]能力

３位 ロ本:liの知識（･１．５） 日本語の知鐡（4.5）
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図4-51：日本函教師の資質．能力向上のためにするもの（国箱別）

比較的低い項目について，「しない」と答えた教師にその理由を尋ねたところ，国輔・所属に共通して「研

修会や勉強会に出席する」については「研修会等の機会がないから」「忙しいから｣，「他の教師の授業を見

学する」「自分の授業を見てもらう」については「忙しいから」「その他（｢機会がないからj)」「テーマを

決めて研究する」については「忙しいから」「その他（｢時間がないから｣)」が多かった。

「その他」としては、韓国人教師からは中等教育で「日本での現地研修」「インターネットの活用」「日本

人との会話・交流｣、高等教育で「日本肪問」「日本人との会話・交流｣、日本人教師からは高等教育で「外

国語を勉強し学習轡の立場になる二と」等が多く挙げられた。

４－２－１０．コンピュータの利用方法

コンピュータの利用方法について尋ねたと二ろ，図４-5２のようになり，上位３項ロを麦４－１２に示す。

〈教ＩＱ９〉

ロ⑭国人ロ日本人’一
一
一
Ｌ
謀
議

一
一
一
田
謬
…

、ⅢⅢ］狙譲‐：
一
一
一
一
坐

｜【ⅢⅢ凹埼誌副蕊

、
Ⅲ
脳
駅
鮖
・

二
一
一
ｋ

噸
躯
躯
噸
醜
隅

全戸｢詞Ｆ砦
のホ価｡

：ム：２
２ｆ

ペ

ガグ

｜
そ
の
包

図4-528コンピュータの利用方法（国箱別）
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《表4-12：コンピュータの利用方法〉（）内は％

－１
(9.1.2）Ｉ

鶚
韓国 人 日本 人

ターネソトをｆＩｊｌｌ

を収集する

イン

柵鰍 して1,Q2Ⅱ納麟をⅧ
用して，

２値|;１Ｊ
電子メールを送受信するプロソフトを使っ

等を作成する

て

(82.9） (90.3）

|…|噸……'…
｜ワープロソフトを使って
ｌ

(69.0)｜教材等を作成する (81.5）

(複数回答可）

囚而に関係なく「ワープロで教材作成」「インターネットで怖報収典」「電子メールの送受傭」の割合が

研く，その他のJiiI-lについてはあまり利用されていない。

所属別では，全体的な傾向はあまり変わらないが，鯉国人教師は中騨教育で「プレゼンテーションソフ

トで授業・発表」（40.1％）の割合が比較的樹<，日本人教師は高輔教行で「チャット』（IＬ８％）の割合

が比較的低い。「その他ｊでは．少数であるが中等教育の韓国人教師から「映画，アニメ淳を編集し上映す

る」「ＣＤ－ＲＯＭを活用して授業をする」（各２名)，高等教育の日本人教師から「護文執筵」（２名）「学校業

務（学生管理，成細,指導)」「メーリングリスト」（各１名〉などが挙げられた。

ⅧＵｎＥＬ－Ｅ－－
ｉｌｉｉｉｉｉ雲ｉｌｌｌｉ

口中尊敬胃■高専敬同ロ学校叙商以外、
…

｜
Ｌ
‐
－
１
』
‐
ｉ
」
←
」

噸
”
”
咽
ぶ
砿 ・
咋
能
肝
夕
、

’
摩

一一一』新叫べ‐ソ繊人
一
本

一己》詮し騎湘
一
項

一一一凹讓…腱
》
・
の

コロロロロ］麺霊⑭雌》

」そ苧局イ
ン
タ
ー
ユ
マ
ゾ

ト
マ
ロ
田
紅
■

図4-54：コンピュータの利用方法
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４－２－１１．日本語教育へのコンピュータ利用の必要性

日本語教育のためにコンピュータ

を利用することは必要かどうかについ

て５段階（｢5.とても必要」～「1.全く

必要ない｣）で昇れたところ，図４-5５

のように国篇・所属に関係なく，韓国

人敦師・日本人教師とも高い。

〈教ｌＱ１０〉

ロ四国人ロ日本人

１
１
１
．
．

５
４
３
２

[
中尊敬向高専牧画学校牧可以外

図4-55§コンピュータ利用の必要性

４－２－１２．日本語教師の資質・能力向上のために充実を希望するもの

今後日本語教師の資質・能力の向上のために充実を希望するものについて尋ねたところ，図４-5６のよう

になり，国師別の上位３項目は炎４－ｌ３のようになった。共通して「日本人との交流」（⑭PHI人教師69.0％・

日本人教師59.4％)の希望が蛾もini<，｢Ｗｅｂ日本語学習プログラム｣(極国人教師8.9％･日本人教師５９％）

の希瓢は低い｡国輔別では，「漢字字典」「日本語学習のための音声テープ｣「日本iMi学習のためのコンピュー

タソフト」「肪日研修」の希望が⑬国人教師の方が高い。 〈教ＩＱ１ｌ〉

ロ臼国人ロ日本人畷
醜
噸
嘔
躯
暁 ⅢｌｍＩＩＬ

鍵騨岼
Ⅲ、
：：ｉｉｉ
IⅢⅢ
ｗＥＢﾕ上曰丁■ﾃａｓ危曰民曰

Ｉ⑰８ＩのびＢＧレェｇデー又エ

フGB■，の曰ﾌcご■■I巴A

■つソ。＊ＤＢ■の⑰とじと

■■ﾌﾝ■ｹﾞエ□ゆ.′受品

のトビの9■■フブ

ム ト

図4-56：充実を希望するもの（国霜別）

Ｂ
正
人
と
の

Ⅱ
■
▽
■

(複敗回答可）

<表4-13：充実を希望するもの〉（）内は％

(複数回答可）

「その他」としては少数であるが，仰国人教師から「韓日ネイティブの共同授業」「【1本;li教師の資格の

徹的な向上」（各1名)，日本人教師からは「日本の文化，風俗をiWiI1iに紹介したVTR･CD-ROM」「ピジネ

7８

噸位 魍国人 日本人

１位 ロ本人との交流（69.0） 日本人との交流（59.4）

２位 訪日研修（63.8） 文法解脱啓（5`し５）

３位 文怯解説書（61.6） 日本語のテレビ番組（53.5）



ス関係のコミュニケーションの知識に閲する概説香」（各１名）などが挙げられた。

韓国人・日本人散師の所属別に見ると，以下のようになる。

｢憲薗ﾌ(藪而ｌ
所属別の大きな迎いは見られないが,「日本語学習のためのコンピュータソフト」(66.1％)｢教師間のネッ

トワーク」（56.8％）「研修会」（43.2％）「訪日研修」（76.7％）の割合が中等教育で比較的高い。逆に，学

校教育以外では｢研修会」（15.`1％）の割合が比較的低い(図4-57),所属別の上位３項目については表4-14

に示した。

ロ中等教育■高等叔育ロ学校救可以外
100田

iⅢnunhmmllmnⅢLh
i：ｉｉｉ'譲雛蕊灘ii灘騨剛

図4-57：充実を希望するもの（所属別・韓国人）（複数回答可）

<表4-14：充実を希望するもの（韓国人)》（）内は％

豆ｌロ本納

(祖数回答可）

｢目玉ﾌ〔;ii詞
図４-5８のように，人数は少ないが中等教育で「日本語の映画」（66.7％）「日本人との交流」（83.3％）

「日本人との交換学習」（83.3％）「日本人家庭への訪問・ホームステイ」（66.7％）の希望が高く，逆に「研

修会」（16.7％）が低い。学校教育以外では，「辞書」（63.6％）の希望が比較的高い。上位３項目を炎4-15

に示した。

７９

順位 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位

２位

訪日研修

(76.7）

日本人との交流

(68.7）

文法解説書／

日本人との交流（66.5）

日本人との交流

(78.5）

文法解説１１Ｆ

(73.8）

３位 日本語学習のための

コンピュータソフト（66.1）

辞書

(62.5）

辞聾

(67.7）



｢曰軍議扉了■石尊敬両
~--J

□字笹致育以外Ｉ噸
醜
噸
噸
銃
筋

１

にlMilルⅡ Iln
jii1i
丘ト

Ｉ
Ｂ
本
田
彼
口
■
□

・
研
■
コ
ー
ス

日
本
・
日
本
■
・

日
本
巴
位
口
に
、

▼
ろ
イ
ベ
ン
ト

日
本
人
Ｆ
皿
へ
の

紡
曰
’
ホ
ー
ム
ス

テ
イ

日
本
人
と
の
史
■

字
■

田
句
佃

、
曰
研
毎

文
泊
戚
回
■

そ
の
釣

図4-58：充実を希望するもの（所属別・日本人） (複数回答可）

<表４－１５：充実を希望するもの（日本人)〉（）内は％

…
(複数回答可）

４－２－１２－１．充実を希望するもの：文法解説書

今後充実を希望するものとして「文法解説

轡」を挙げた教師に対し，そのレベルについ

て尋ねたところ，図４-5９のように日本人教

師も韓国人教師も初級より中・上級のニーズ

が高い。特に，日本人教師は上級のニーズが

高い｡所属別による迎いはあまり見られない。

〈教ＩＱ１１〉

[･閏国人･日本人’
ｌＯｍ５－－－－ ￣~1痙口対蠣 囮 ｌｌｌ

中級 上級

充実を希望するもの「文法解説書」
(レペル別）（複数回答可）

8０

順位 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位

２位

日本人との交流／

日本人との交換学習（83.3）

日本人との交流

(62.7）

教師間のネットワーク

(52.9）

文法解説轡／辞書

(63.6）

３位 日本語のテレビ番組／日本語

の映画／日本人家庭への肪

問，ホームステイ（66.7）

日本語のテレビ番組

(51.0）

日本語のテレビ番組

(54.5）



４－２－１２－２．充実を希望するもの：辞書

口笛国人ロ日本人‘
今後充実を希望するものとして「辞

轡」を挙げた教師に対し,その弧類につ

いて尋ねたところ，図4-6Oのように所

属に共通して韓国人教師も日本人教師

も「鰹一日」「日一韓」の希望がほぼ半々

となっている。その他としては「日一日」

辞典の希望が多かった。〈教ｌＱ１１〉

噸
躯

Ｉ

噸
峨
醜
隅

Ｉ

FIT可
その他均一曰 Ｂ－輯

図4-60：充実を希望するもの「辞書」
（母語別）（複数回答可）

４－２－１２－３．充実を希望するもの：漢字字典

今後充実を希望するものとして「漢字字典」を挙げた教師に対し，その使用言語について尋ねたところ，

図4-6lのように韓国人教師は韓国語と日本語がほぼ半々となっている。日本人教師は図４-6２のように高

等教育では韓国語，学校教育以外では日本語のニーズが高い。 〈教ＩＱｌｌ〉

口中等敦向■高専放育ロ学校教育以外

100％－－－－－－－－－－－－－

８０９６－－－－－－－－

'ロ中等教育■高等教育□学校牧育以外

１
１

噸
畷

Ｉ

-１

’’６０％，‐－－－－－－－－－－－－－－－４

噸
噸
魏
隅 ’

，
‐
１
１
↓
‐

脇
脇
４
２

脇＆

⑬国函で鋭明 日本函で脱明輯国璽で説明Ｂ本題で説明

図4-61：充実を希望するもの

「漢字字典」（所属別・韓国人）
（複数回答可）

図4-62：充実を希望するもの

｢漢字字典」（所属別・日本人）
（複数回答可）

８１

に

[



４－２－１２－４．充実を希望するもの：教師用指導参考書

図４－５６にあるように，全体的には，充実希望項目の佃先lUi位は低いが，希望する教師から具体的にどの

ようなものを希認するのか自由記述で尋ねたところ，国師･所lilIによらず，「クラス活動典（ロールプレイ，

ゲーム等)」の希望が多い。韓国人教師からは，中等散行では「教科醤用の指導書」の希望が高い．また，

所属を問わず「文法指尊瞥」の希望が挙げられた。日本人教師からは，高等教育で「日艸言語対照の視点

からの指導野｣，商等教育・学校教育以外で「会話指導番」の希ERIが多く挙げられた。その他に．「教授法」

「文化・日本YlHW」にIMIする指導参考盤の希望が複数挙げられた。〈教ｌＱｌｌ〉

４－２－１２－５．充実を希望するもの：コンピュータソフト

今後充実を希望するものとして「日本語学習のためのコンピュータソフト」を挙げた牧師に対し，そ

の学習内容について尋ねたと二ろ，図４-6３のように所腿に共通して韓国人教師も日本人教師も「琵音」

を希望している。「その他」としては，中等教育の鞭国人教師から「会話」が多く挙げられた。〈教ｌＱ１１〉

|ロ⑫国人ロ日本人

１
１
１
．

、
噸
醜
噸

Ｉ

[ﾆﾛﾛｺｰ
酒手文法その他

鷺□
作文 発箇

図4-63：充実を希望するもの「コンピュータソフト」（内容別）

（複数回答可）

<哀4-16：充実を希望するもの「コンピュータソフト」（所属別・回答数)〉

斡国人

ＬＩｈＷ…
中等教育高専教育孚蝿同以外

Ⅶ
漢字

文法

その他

(複数回答可）

８２

日本人

合計 中等教育 高等教育 孚佼牧宵以外

1０ ０ ６ ４

1６ 0 1１ ５

11 0 ５ ６

９ 0 ７ ２

３ １ '） ０



４－２－１２－６．充実を希望するもの：Ｗｅｂ日本語学習プログラム

<表4-17：充爽を希望するもの「Ｗｅｂ日本語学習プログラム」（所属別・回答数)〉

孟亘合 ■五F司匠TTTﾖﾋﾟﾖﾏﾏＴｍ

￣ ￣■■E■￣■■■■■■■￣
E垂認可田■■■￣■■■■■■■■■■■■■
匹亜

全体的には，Ｗｃｂ日本語学習プログラムの希望は低いが，希望する教師から具体的にどのようなもの

を希望するのか自由記述で尋ねたところ，表4-ｌ７のように，中等教育の韓国人教師からの希望がみられ

る。具体的には少数であるが「会話（動画を利用した資料，ロールプレイ等)」「文化（文化体験等)」（各

２名）「興味を持たせるようなゲームの活用」「文法を体系的に知ることができるもの」「発音」（各１名）

が挙げられた。また，商淳教育の韓国人教師から「オンライン日本語舗座」（1名）が挙げられた。

<教ＩＱ１１〉

８３

項目
韓国人

合計 中等教育 高等教育 学佼教育IX外

日本人

合計 中等教育 高等教育 学佼教育IX外

希望 4０ 2４ 1４ ２ ６ ０ ４ ２

強く希望 ６ J1 ２ 0 0 ０ 0 0

合計 Jl6 2８ 1６ ２ ６ 0 ４ ２



４－３．日本語を使ってのやりとりについて（以下，韓国人教師対象）

ここでは，韓国人敬師のみを対象として，日本語の授業以外で教師が実際に日本蛎を使ってどのような

やりとりをしているのか，やりとりのｲ『無，相手，頻度．手段，内容，理由等について尋ねた結果をまと

める。なお，本節で扱う項目は「学習者」と「教師」の比較のため３－２で学習者に尋ねた項目と一致さ

せており，その比較・分析結果については「報告書：分析細」で側告する。具体的な項目尋は巻末資料の

綱査票を参照されたい。

４－３－１．日本語を使ってのやりとりの有無

日本語の授寵以外での日本語でのやりとりについては.全

体で･'４８人（87.2％）が「はい｣，６６人（12.8％）が「いい

え」と答え，多くの敬師が何らかのやりとりをしている（図

4-61.65,災4-18)。〈教ＵＱ１３〉

いいえ

い

２､Ｉ

図4-64：日本寵を使ってのやり

とりの有無（全体）

ロ'まい□いいえ

，
Ｉ
－
１
Ｉ

血
噸
噸
噸
湿
隅

１

中雰敏司高専敬司学校教岡以外

図4-65：日本語を使ってのやりとりの有無（所属別）

《表４－１８：日本語を使ってのやりとりの有無》（）内は％

はい

いいえ

無回答

448（87.2）

６６（12.8）

1３

IDI９４

回答者数

8４

211

7ａ９

ｈＨ

9４２

７８

9２２



４－３－２．やりとりの相手とその方法

やりとりの相手は，炎４－１９．図4-66のとおりである。全体的に，①「日本語の教師」（269名)，②「知

り合い」（263名）が多いが，中等敬育のみその順位が逆転しており．捌合も高等教育．学校敬育以外より

も低い。続く３位は．高津敬育・学校敦育以外では「日本人{w学生」となっているが，中幕敬育では「日

準の関係機関の人」「日本人アシスタント」が続いている。割合は低いが，「その他」としては,「友人」「先

般」「日本にいる人」「教会」（各１名）などが挙げられた。〈教UQ13-1〉

<表4-19：やりとりの相手》（）内は％

=のｐ

拙の牧帥（７０．０）ｌ日本dlaの教13：、（５［

面｜、D伝 ８．７）n日Ｚ旗H円の封垣囲

5-,1）Ⅱ巳

(襖致回答可）

ロ中等教育■高等教河口学校牧岡以外

一一垂駈鴎トラ

。、ｊ□：人鬮２

口｜Ⅲ毛筬アシ×

⑪
鰻
…
。

一ｍ。コロロ旦冨奉蟄の：
噸
孵
鵡
鴫
砺
隅

＆ 」
そ
の
庖

日
本
の
甸
係
■

厨
の
人

取
皿
・
凹
奴
可

知
り
合
い

図4-66やりとりの泪手（項目別）（複数回答可）

<表4-20：やりとりの相手》（回答敵）

国の寂、

(複数回答可）

８５

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 日本語の敬師（60.0） 知り合い（49.2） ロ本31iの敬師（70.0） 日本36の牧師（79.7）

2位 知り合い （58.7） 日本語の牧師（`１１．９） 知り合い （64.3） 知り合い（67.8）

3位 日本人留学生（36..1） 日本の関係機関の人

(19.6）

日本人{W学生（54.3）

相手 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

日本語の教師 269 7５ 1４７ ･1７

日本語以外の教師 8９ 2５ 5１ 1３

日本人アシスタント 7３

日本人留学生 1６３

3２

2５

3７ ．Ｉ

1１４１２．１

店やレストランの店員 3３ ７ 2`１

ワ
』

家族・親戚等 ６４ 1３ 4７ `Ｉ

知り合い 263 8８ 1３５ `1０

日本の関係樋関の人 1３３ 3５ 8２ 1６

その他 1９ 1３ ６ ０



やりとりの方法は全体的にやりとりの多い上位２位までについて所属別にみる。「日本語の教師」が相手

の場合は,図`l-67のように共通して1([接会っての「会話」（78.1(X,）が多い。「知り合い｣が相手の場合は，

図４-6８のように「会蹄」（55.5％）「砿38」（60.1％）「通子メール」（59.3％）によるやりとりがほぼ同程

度に行われている。

口中等紋日■高等教育ロ学校敬可以外

１
－
－
■
－
－
－
Ｆ
○

噸
”
”
噸
躯
侃

１
０

ユ｢、ＢＴ=＿
手騒面陞雨子メールチャット会賭手騒、賭嗣子メール

図4-67：やりとりの相手「日本贈の教師」（項目別）

（複数回答可）

口中辱放向■高等孜向ロ学校敬岡以外

可
０
Ｓ

ｍ
“
”
噸
躯
筋

■
５
９

H１ nK＝、
会呂手綬珂圏、子メールチャット

図4-68：やりとりの相手「知り合い」（項目:U）

（複数回答可）

最もよくやりとりをする相手４－３－３．

４－３－２の日本調でやりとりをする相手の中でも，股もよくやりとりをする相手について尋ねた結果

は，表4-21.図4-69のとおりである。全体的に①「日本ＩＩＥの教師」（36.1％)，②「知り合い」（34.8％）

が多く，４－３－２とほぼ同様の結果になっている。〈教UQ13-2①〉

《表4-21：最もよくやりとりをする相手〉（）内は％

日本８８の形

３）ＵＩｊ

(複数回答可）

8６

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 日本錨の教師（36.1） 知り合い（34.2） I｣本iMTの教師（40.6） 日本85の教師（47.3）

２位 知り合い （3ｲ1.8） 日本躯の教師（27.3） 知り合い（36.1） 知り合い（32.7）

日本の関係機1111の人

（７．６）

ロ本の関係機関の人

（９．３）

日本人(W学生（８．３） 日本人{W学生（７．３）



ロ中等教育■高等教向ロ学校執、以外’

声
－
」
‐
｜
」
｜

蛾
噸
姻
独
、
碗 ⑪山』麗囲以外の

」その他

一
取
顔
・
田
理
邸

日
本
望
の
牧
園

店
や
レ
ス
ト
ラ

ン
の
Ｅ
ロ

知
り
合
い

日
本
の
関
係
伍

団
の
人

図4-69：最もよくやりとりをする相手（項目別）

以下，４－３－１１まで，この股もやりとりをする相手を対象に尋ねた結果について報告する。

なお，最もよくやりと1兆1-る相手ごとの集計結果については，他の項目との関係を考愈して「報告件：
Ｆ

分析繕」にて詳細に扱い，本報告でI土全体的な集計結果のみを鰍告する。

４－３－４．やりとりをする相手の国籍

やりとりをする相手の国師は，図4-7O

のように「日本人ｊが８６．８％と多い。所

属による差はあまりみられない。

〈教IIQl3-2②〉

□
人国韓

噸
醜
噸
噸
、
筋

￣

その他

(全体）．

韓国人日本人

図4-70：やりとりをする相手の国籍

４－３－５．やりとりをする相手の性別

やりとりをする相手の性別は，全体的

に６１．３％と「女性」が多い。

〈教UQl3-2③〉

ロ班ロ女

100％

８０％

６０％

４０％

2016

0％ 田'三、

ｌ
「
’

中等寂育高雰紋向学校敬育以外

図4-71：やりとりする相手の性別（所属別）

８７



４－３－６．やりとりを始めた頃の日本語力

やりとりをするようになっ

た頃の日本語力について５段

階で自己評価してもらったと

ころ，図４-7２のように中等教

育・学校教育以外では「日常会

話程度できた」（58.7％・

50.8％)，高等教育では「かな

りできた」(43.8％)が最も多く

なっている。〈教UQ13-2④〉

１面ほど凡どぞぎなi5百だ－ｍ少しできた

|□日常会醤程度できた皀かなりできた
'園日本人と同程度できた

一
ｂ
一

噸
躯

一
‐
」
：
０
１
－
ト
ー
－
．
９
－
－
↓

噸
噸
躯
慨 Ｌ 島/■且

中等教育高等教育学校敬可以外

図4-72：やりとりを始めた頃の日本語能力（所屈別）

４－３－７．やりとりをする頻度

日本語でのやりとりをする

頻度は，全体的に「月に２．３

回」が38.0％で股も多いが，

学校教育以外では「毎日」

(23.796）も同程度に多い（図

4-73)。〈教nQ13-2③〉

|□年に23回四月に23回■週１回
皀週2`３回国毎日

ｒ
－
－
‐
』

躯
噸

｣|眉mllL
辨
狐
眠
暁

中等教育高等教育字佼牧町以外

図4-73：やりとりをする頻度（所属別）

４－３－８．やりとりをする手段

やりとりをするときの手段

は，全体的に直接相手と「会っ

て話す」（50.4％）「趣話で話

す」（49.4％）が多く，「麺子

メール」は３７．２％となってい

る（図4-74)。割合は低いが，

「その他」には「チャット」

「ファックス」（各１）などが挙

げられていた。〈教nQ13-2⑥〉

□会って遷す国電圏で賭す■手騒

、孟子メール国その他

IOCH5

8OH6．

一’１」‐‐ｐ‐トー一

噸
噸
魏

ｉ
「
‐
「
ｌ
ヨ
ー
ー
ヨ

脇一

中等叙可高等教育

図4-74：やりとりをする手段（所属別）

学校牧育以外

(複数回答可）

８８

肱



４－３－９．やりとりをするときの日本語の割合

やりとりをするときに日本

Iliを使用するiIUl合はどのぐら

いかについて尋ねたと二ろ,共

通して「全部日本語｣が股も多

い（図4-75)。特に，学校敦育

以外(63.8％）はその割合が商

い。〈教UOl3-2⑦〉

|□全部日本ＩＨ

Ｉ目日本脳と他の目脳が半々

團主に日本四

■主に他の目阻

－
１
－
１
」
１
１
－
１
「
Ｆ
Ｌ

噸
醜
餓
噸
魏
侃

中印紋酊高句IR官学校紋向以外

図4-75：やりとりをするときの日本語の割合（所属別）

４－３－１０．やりとりの内容

やりとりをして楯す内容については，所属による違いはあまりなく，図4-76,表４-2２のように①「生

活につO､て」（62.0％)，②「仕〕IFについて」（33.8％)，③「日本語について」（33.1％)の順になっている。

割合は低いが，「その他」としては「研究テーマ」「ビジネス」（各２）などが準げられていた。

<教IIQ13-2⑧〉

「￣・---－－…~-

110鰯，－－‐． 二
個

一
三
口

一
一
一
一
一

｛
■
一
一
佃

躯
躯
噸
醜
砿

｜｜｜ロ
一一一二
、
川
風
□

‐－１１－１－辨

曰本田勉強仕車皇活厘味社会

図4-76：やりとりの内容（全体）（複数回答可）
6-－－－－－－=

<表4-22：やりとりの内容》（）内は％

■＝■厨、

業i,`"牢
ロＩ

■Ｆ－Ｔ祠

(複数回答可）

8９

三－－１三.＿

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 生活（62.0） 生活（68.0） 生活（52.7） 生活（77.6）

２位 仕。ＩＦ（33.8） 日本語（29.6） 仕。ＩＦ（43.9） 仕。IF（36.2）

３位 日本lHi（33.1） 仕亜ＩＦ（20.7） 日本語（35.6） ロ本Ｉ１ｉ（3`1.5）



４－３－１１．日本語でやりとりをする理由

日本語でやりとりをするHIMlを尋ねたところ，図`I-77のようになった。表４－２３は各珊''1についての５

段階評価の平均値を示す。全体的に「日本語能力向上や維持のため」「相手が使うから」が災jlnして高い。

所属別では，中竿教育で「仕１｢として義務付けられているから」（3.1）「日本語が15tもわか'ｿあえる古集だ

から」（3.0）「習佃になっているから」（２８）が比較的低い。〈戦IIQl3-2⑨〉

口中等紋育■高等奴向ロ学校叔同以外
５‐

、､、 、、、

８
ｓ
四
ｔ
受

つ
つ
揺
正
‐
〆

い
分
・
写

し囚魯

几泓ぶ

い曰阻

外との

T､LA対

図4-77

の宮三５腕ｎoz

に二二でロ＄

のや田いづと

、ｑ臣る６９，”

持刀ＡＴ･ａ『

日本:吾でやりとりをする理由

月､几ＬＢ

Ｓ各Ｐフエ

Ｈ品田

■のが

だあ曰

(5段階評価平均in）

曰
■
ｆ
ｏ
ｂ
Ｔ

Ｐ
ｂ
Ⅲ
Ｌ
Ａ
）
●
ｊ
・
●

則
り
が
使
う

▲
“
一
」
一

<表4-23：日本語でやりとりする理由〉

由理 全と蛙
3.5

３．８

以外

日本語を使うのは楽しいから

日本露の母晤騒者と賭したいから ｜生隊一一咽一即●釦日本函能力向上や維持のため 1.0

哩
一
北
一
郷
｜
幅
一
叩

仕事として擬務づけられているから 3.4

日本語が最もわかり あえる言葉だからＩ３．

相手が使うから 3.9

習慣になっているから 3.3

(５段階illi価1K均値）

４－３－１２．授業以外で日本語を使わない理由

４－３－１で示したように，８７．２％とほとんどの敦師が授莱以外で日本語を使っているが．使っていな

い教師６６人に対して，使わない理由を尋ねたところ，図のように「日本語を使う相手がいないから」が所

屈に共通して多い（I又'1-78)。 〈教IIQl3-3〉

9０



ロ中等教育■高等牧育ロ学校放向以外噸
醗
噸
噸
聯
隅

．
■
■
■

Ⅱヨニ音 ｜
英
田
や
画
西

田
吃
ど
色
の

一
同
田
の
方
が

便
利
だ
か
ら

二
ｔ
の
冠

(所属別）

４－４．日本語が使われているものとの接触について

二二では，日本ilﾊの授叢以外で敬師がI｣本譜で醤かれたものや日本iInが使われているものの中でどのよ

う/fものをどのように見たりllI1いたりしているのか字について，敦師に尋ねた結果を5ｋとめる．

４－４－１．身の回りで日本語で書かれたものや日本語が使われているものの

有無

まず，教師の身の回りで，日本36でi1Fかれたものや日本語が使われているものを見たり1Ⅲいたりした二

とがあるかについてふれたところ，災Ｉ－２４のように４８２人（94.7％）の敬師が「はい」と答え，所属に比

、して見たりⅢｌいたりしている教師が多い。〈教ｎＱＬｌ〉

<表4-24：身の回りで日本寵で■かれたものや日本語が使われているものの有無》（）内は％

5０（［

繭Ｉ

４－４－２．日本語の授業以外での日本語の見聞きの有無

「風仇
しい
Ｉ

次に，４－４－１で｢はい」と答えた182人の教師に，

特に日本語の授業以外の時間に，日本Jliで秘かれたもの

やロ本譜が使われているものをＬたりllI1いたりするこ

とがあるかについて昇れたところ，99.0％の教師が「は

い」と答え，ＩＥＩ本譜の授推以外でもIplらかの日本躯を兄

Ⅲ]きしている（回4-71小〈散UQ1I-l〉

脆い

990％

図4-79：日本語の授業以外での

日本語の見川きの有無（全体）

９１

全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

回答者敗

はい

いいえ
'－－－－－

’４８２（91.7）

2７（５．

｜無回答ｉｌ８

207（9Ｌ６）

1９（８．４）

`Ｉ



<表4-25：日本箔の授業以外での日本語の見聞きの有無》（）内は％

回答者数

蘭１

４－４－３．見聞きするもの

どのようなものをjLIlIきするのか昇れたところ，図4-8Oのようになり，上位３位までを炎４－２６に示し

た。中等教育では，「コンピュータ」（78.4％）が最も高く，「新聞」「維雄」「本」が比較的低い。商等教育

では「本」（8Ｍ％）が蛾も高く，「CD」（45.296）が他の所属に比べて低い。学校教行以外では「テレビ爵

組」「雑謎」（各79.796）が最も高く，「マンガ」（６８７％）が他の所属に比ぺて商い（〈数nQ14-2〉

口中尋敬両■高等救宵ロ学校敦百以外

10隅

一屍

曲》

再卵卵巨曰曰曰曰曰曰曰曰曰曰』曰目｜》

一一ロロロｌｐｐｐｌ》

乍叫叫曰曰曰ロロロロロロ｜⑰

一同皿一目ロロロロロロ一目曰曰曰ロロロ一一

一曲》

［ユヨヨヨーロロ曰曰曰曰曰曰一目一目曰曰一》

’三［一回目目日日曰曰一目一》
『叩叩叩汕叩一回一回ロロロ曰曰ロー湖

一一弓。－口ロロロ曰ロロロロ日日目曰一心

［”『ゴゴ『ゴー目一回ロロロ曰曰曰曰目一ｍ

・皀壹壹一ヨヨヨヨ一一口曰曰』曰曰一ｍ
”
”
噸
醜
侃

図4-80：見聞きするもの（項目別）（複数回答可）

《表4-26：見聞きするもの》（）内は％

n－ＯｈｊＩ深孕

〕Ｖ、侭

〕Ｖ、（７８（

(複数回答可）

４－４－４．最もよく見聞きするもの

４－４－３の兄III1さするものの011でも，特に最も兇Ⅲきするものについては，図4-8lのようになり，上

位３位までを表４－２７に示した。４－４－３と同様に，中等教育では「コンピュータ」（37.3％)，満輔散布

では「本」（`１６．１％)，学校教育以外では「テレビ悉組」（29.1％）がそれぞれ最も高くｵ,：っている。

〈教ｎＱｌｌ－３①〉

９２

饗
全体 中等教育 高等教育

はい 477（99.0） 206（99.5） 212（98.6）

いいえ ５（1.0） ｌ（０．５） ３（１．４）

無回答 ０ 0 ０

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位

2位

本（72.3）

コンピュータ（71.9）

コンピュータ（78.4）

ビデオ・ＤＶＤ（67.2）

本（81.4）

テレビ番組（72.9）

3位 ビデオ・ＤＶＤ（68.9） 本（62.3） 雑誌（71.9）



□中等牧育■凪尊敬同ロ学校散向以外

5010-

4016-

30,

20％Ｌ－

１０６Ｉ－

隅［=■ｺｴｺ11コ
ｐ■■、

一価

一
一
二
（

’
’
一
差

［ⅡⅡ汕汕卵岫叫叫叩叫叫晤】一口□曰曰一四
．
．
｜
｜
》

皿
。

｜【“Ｍ噸四聿副一ロロ一（
’
｜
■

｜
・
一
部

（噸幽叩汕》『日日ロ日ロロ』一》
’
一
一
唖

一
一
□
》

’一》■
■沙⑩

図4-81：最もよく見ＩＩＢきするもの（項目別）

《表4-27：最もよく見聞きするもの》（）内は％

貯斥rｌＫＩＢ

以下，４－４－８まで，この股もよく兄ＩＮＩきするものを対象に昇れた結果について紐告する。

雄お，殿もよく兄1111きするものごとの典計結果については，他の項目との１１０係を埒題して「報告聾：分

ｉｆ福」にて詳細に扱い．本報告では全体的な典計結果のみを報告する。

４－４－５．見聞きする頻度

日本語のものを兇１１Hきす

る頻度は，全体的に「毎日」

（47.7％）が殿も多いが，中

等教育では「週２，３回」

（35.2％）も同程度に多い

（図4-82)。

〈教ＵＱＭ－３②〉

ｎ年に２３回□月に２３回

国週２３回１コ毎日

ロ週1回

噸
噸
顕

５
１
９

筐

級
銀
隅

中等寂向 高専敗育 学校放宵以外

(所国別）図4-82：見聞きする頻度

9３

｡.、に0■■

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位 本（28.0） コンピュータ（37.3） 本（46.1） テレビ番組（291）

コンピュータ（23.9） テレビ番組（18.7） テレビ悉細（19.4） ビデオ・ＤＶＤ（20.0）

テレビ勝組（18.2） 本 (13.3） コンピュータ（13.1） 本（18.2）



４－４－６．見聞きするものの所有者

見Ⅲ1ざするものの所有荷は，

「自分」（72.8％）が蛾も多く．

所属による雄はない。「その

他」としては，少ないが「放送」

（５）「インターネット」(3)ル

ンタルビデオI釦(2)などが挙

げられた（Cz11-83)。

〈牧ⅡQll-3③〉

IOOnI

８０％

11, ～「－１［＝］

家旗友人・知人学校

一一一一一戸

会社その他ロ分

図4-83：見聞きするものの所有者（全体）

４－４－７．見聞きするものの内容

兇lIIlきするものの内容については，全体的に「ロ本譜・日本語学習」（・'5..1％)，「スポーツ・趣味」「文

化・芸術」（各１３．８％）が高い。所lUI別にみると，学校教育以外では「社会・生活」（･'7..1％）がlilも問い

（炎４－２８．図1-8'1)。「その他」としては，「文学」(8)，「ニュース」「ドラマ」（各７)などが挙げられた。

〈教ＵＱＬｌ－３①）

ロ中等牧育■高専敬同ロ学校牧両以外噸
醗
”

Ｉ

誓凸Ｉ－ｎｎｎｍｎｎ
且打ｂＵ耳柁臼･主芯05▼１６凶大垣･塁■ｽﾆｰ,ﾉ･ロ組Ｓ二m一ヨエ人日卒その□

Ｓ▲田７面

図4-84：見聞きするものの内容（項目別）（複数回答可）

<表4-28：見聞きするものの内容〉（）内は％

I’
外学校教育以中等教育 高等教育

文化・芸術 社会・化活ロ本譜・日本語学習

い8.0） （`17,4）（45.2）

ロ本鍋学習

い１．７）

文化・芸術文化・芸術 日本語

6）(４１ 9）’

－－１
３）’

4５

社会・生活 仕会・生活 日本；

（

骨学習

38.6）

日本iin.

(１３．３）(3３

(概数回答可）

9４

全体

１１本ｉＭｊ・日本識学習

~う回ＪＥ万 袋術

Ｍｌｔ活

(`15..1）

(`13.8）

(39.5）

順位

1位

２位

３位



４－４－８．見聞きする理由

日本語のものを見たりllllいたりする理由を尋ねたところ，図４-8５のようになった。表４－２９は各理由に

ついての５段階評価の平均値を示す。共通して「日本語能力の向上や維持のため」（4.2）「様々な情報が得

られるから」（4.3）「日本や日本人について知ることができるから」（4.2)が比較的高く，逆に「仕耶のた

め」（2.5)が低い。所属別では，高等教育では「日本語に触れたいから」（4.4）「日本語の力を試してみた

いから」（3.5)が他の所ijiに比べて低く，逆に「研究のため」（４２)が高い。〈教uQ14-3⑤〉
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図4-85：見聞きする理由（5段階評価平均値）

《表4-29：見聞きする理由〉

学校教育以外本Ⅱ中等教官ｌ眉：等敦冒

(５段階評価平均１１１１）

４－５．利用経験のある機会や場所について

ここでは，授業以外の様々な日本語学習の機会や場所をどれぐらい利用しているのか等について，教師

に尋ねた結果をまとめる。

9５

理由 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

楽しいから ３．７ 3.7 3.6 4.1

日本語に触れたいから ４ ２ ．’ J１ ３ ８ ４ ５

日本語の力を試してみたいから ３ ５ ３ ８ ３ ２ ３ ９

日本語能力の向上や維持のため ４ ２ ４ ３ ４ ０ ４ ５

様々な情報が得られるから ４ ３ Ｉ ２ ４ ３ .’

ワ
』

日本や日本人について知ることができるから ４ ２ Ｉ ２ ４ １ Ｉ

①
』

仕事のため ２ ５

、
〃
』 ２ ８ ２ ８

研究のため ３ ７ ３ ２ ４ ２ ３ ３



４－５－１．利用経験の有無

いいえ

８４％
まず，これまでに何らかの日本語学習に111Ｉする機会や場所を

利用した経験があるかどうかについて尋ねたと二ろ，全体で

445人（91.6％）が経験があり，経験したことがないと答えた

教師は４１人（8.`196）となっている(図4-86)。

〈教ｎＱ１５〉

はい

9１６９１

図4-86：利用経験の有無

（全体）

４－５－２．利用経験のある機会や場所

利用経験のある教師`Ｉ１５人に対して，二れまでに韓国国内で利用した経験のある樋会や場所について尋

ねたと二ろ，中等教育では「日本・日本語に閲する資料センター・図書館」（47.6％)．満等教育では「日

本人との交流会」（50.9％)，学校教育以外では「日本311が使われている職場でのアルバイト・仕躯」

（81.1％）がそれぞれ雌も多い（表４－３０．図4-87)，〈敬UQl5-1〉

ロ中等教育■高等放岡ロ学校紋向以外

＋
●
０

，
噸
噸
噸
湿
脇

▲
■
■
Ｐ

Ｌ､」、､、 」
そ
の
他

(項目別）（複数回答可）

<表4-30：利用経験のある機会や場所－９h国一〉（）内は％

ＥＵフr２Ａし、〕ｽﾜﾋﾟﾌﾟ刊〒二

旦烈じ
n日ｚ了臣グーのＲ左｣ｋ０ケ-

(襖数回答可）

9６

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

１位 日本・日本調にI1Mする

資料センター・図譜館

(44.6）

日本・日本語に関する

資料センター・図１１F館

(47.6）

日本人との交流会

(50.9）

日本語が使われている

職場でのアルバイト・

仕班（8Ｌｌ）

２位
日本脇が使われている

職珊でのアルバイト・

仕JlIE（4`１１）

日本人との交流会

(37.8）

ロ本ilnが使われている

職M1でのアルバイト・

仕耶（48.0）

日本・日本錨に関する

イベント，日本・日本

婚にIIUする資料セン

ター・図瞥館（32.4）

３位 日本人との交流会

(42.2）

自宅への日本人のlMi

'111．ホームステイ

(３４．１）

日本・Ｉ】本譜に関する

資料センター・図書館

(47.6）

日本・ロ本鍋に関する

イベント（29.7）



続いて，利用経験のある教師４４５人に対して，日本国内においてこれまでに利用した経験のある機会や

場所について尋ねたところ，２５８人から回答が得られた。表4-3lのように全体では①「日本人家庭への妨

１１M．ホームステイ」（63.6％)，②「日本人のいる場所，日本人が巣まる場所」（58.9％)，③「日本人との

交流会」（57.8％）の順となっている。所属別では，中等教育で「日本人のいる場所，日本人が梨まる場

所」「日本・日本語に関する資料センター・図瞥館」がそれぞれ42.0％・２０．５％と高等教育・学校教育以

外に比べて低い。学校教育以外では．「日本語が使われている職場でのアルバイト・仕事」が59.3％と比

較的高い（図4-88)。〈教nQ15-1〉
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<表4-31：利用経験のある機会や場所一日本一》（）内は％

＝ｌＦ 引ｌＢＺＫ入室屈至へＣｐｌＥ

５４－Ｈ

の爵而間・ＩＦ ヨフ医人のぃzLi3iﾖfToE

場所・Ｅ引刀区Ａしの刀EyiWF=二１Ｆ

(複数回答可）

9７

順位 全体 中等教育 高等教育

1位 日本人家庭への訪問．

ホームステイ

(63.6）

日本人との交流会

(64.8）

日本人のいる場所・日

本人が奥まる場所

(67.8）

日本人家庭への訪問．

ホームステイ（70.4）

2位 日本人のいる場所・ＥＩ

本人が集まる場所

(58.9）

日本人家庭への訪問.

ホームステイ（61.4）

日本人家庭への肪問.

ホームステイ（63.6）

日本人のいる場所・日

本人が集まる場所

(66.7）

3位 日本人との交流会

(57.8）

日本人のいる場所・日

本人が典まる場所

(42.0）

日本人との交流会

(55.2）

日本語が使われている

職場でのアルバイト・

仕事（59.3）



４－５－３．再度あるいは継続して経験したい機会や場所の有無

利用した経験のあるものの中で，もう一度経

験したい，あるいは継続して経験したい機会や

場所があるかどうかについて尋ねたところ，図

`I-89のように全体で91.1％が「はい」と答え，

所脳に共通して多い。〈教nQl5-2〉

いいえ

８筋

い

１％

図4-89：再度あるいは継続して経験したい

樋会や埋所の有無(全体）

《表4-32：再度あるいは継続して経験したい機会や増所の有無》（）内は％

鮪回答

４－５－４．再度あるいは継続して最も経験したい機会や場所

もう一度経験したい，あるいは継続して経験したいと思う機会や場所の中で，殿も経験したいものにつ

いて尋ねたところ，炎･l-33のように①「日本人家庭への肋間・ホームステイ」（29.0％)，②「日本人との

交流会」（28.4％）が共通して多い。 〈敬nQ15-2〉

《裏4-33：再度あるいは継続して最も経験したい樋会や場所〉（）内は％

i１コ正人E豆n足グーＣ

所属別では，図Ｉ－９０のように，割合は低いが高等教育で「日本・日本語に関するイベント」「日本・日

本語に関する資料センター・図iﾘﾄﾞ館」（各15.9％)，学校教行以外で「自宅への日本人のiuilMルホームステ

イ」（14.6％）「１１本;Ⅲが使われている職場でのアルバイト・仕耶」（12.2％）が他の所肌に比べてiiViい。

9８

全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

回答者数

はい

いいえ

lWl回答

326（91.1）

3２（８．９）

8５

150（98.0）

３（2.0）

３６

132（82.5）

2８（17.5）

4０

Ｍ（97.8）

ｌ（２．２）

９

順位 全体 中等教育 高等教育 学校教育以外

1位

２位

日本人家庭への妨'111.

ホームステイ（29.0）

日本人との交流会

(28..1）

日本人家庭への訪問.

ホームステイ（33.6）

日本人との交流会

(30.8）

日本人との交流会

(27.0）

日本人家庭への訪問.

ホームステイ（25.4）

ロ本人家庭への訪問.

ホームステイ／日本人

との交流会（24.4）



|ロ中等教育■高等教育ロ学校紋向以外
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第５章課題

本飼査の目的は，ミクロ（個々の日本語学習や教育)・マクロ（日本語教育が皿かれている社会冤境）の

視点から，学習者・教師の両而からアプローチし，アンケート・インタビューの手法を用いて韓国の学習

環境と学習手段についての多橡性の現状を把握することにあった。そのうち，本報告緋では特にアンケー

ト鯛査の梨叶結果についてその概要を報告し，韓国の学習手段と学習環境の全体的な傾向について，所属

別〈中騨教齋・商等教育・学校教育以外)，教師については国輔別（郷国人散師・日本人散師）にその現状

を示した。

しかし，本報告笹は巻頭の「本報告書について」で述ぺたように，肥述統叶的な梨叶結果にとどまり，

項目111】の110係等の分析には敢えて踏み込んでいない。巣3ト分析の観点についても，上記の所属別・国鯖

別以外に地域、学年別等，様々な可能性が考えられる。また，アンケートは全体的な把握はできても，学

習者・教師がなぜ，どのように個別のリソース（物，人，機会，場所等）を使っているのかについての個

別的・具体的な実態について把握するには限界がある。そのため，同時並行で行った学習者・教師に対す

る個別インタビューの調査結果とをあわせた分析が今後Ⅲ要になってくる。

また，本醐査研究は，日本語教育における学習環境と学習手段の実態把握を目的とした初めての海外調

査の試みであり，今後の関連する鯛査研究に向けたパイロット的な役割も担っていた。そのため，翻査方

法のあり方,アンケートやインタビュー調査の内容･技術に関する検肘自体もⅢ要な課題の一つであった。

その意味で，データ数は比較的碗保することはできたが，内容的に本鯛杢だけで現状を十分に把握してい

るとは首い切れない。

さらに，本鯛杢結果はこれまで「多様である」としてその実態に踏み込んで来なかった現状に対して，

リソースという新たな観点から二れからの日本語教育のあり方を鍍姶・改善していくための契機，基礎的

な資料としての役割も担っている。そのため，このような燗盃は一皮で終らせるのではなく，KNU盃結果を

踏まえ，現地協力機'111．協力者とのネットワークを広げながら，継統して弧迩・分析し，その成果を教育

現鯛に還元していくことが重要である。

そこで，本卿杢結果を股大限に活用するべく，今後の分析の観点について，「今後の検肘課題」として以

下に挙げ，まとめとする。

本鋼査結果とインタビュー結果との関係

本鋼査結果と学習環境（社会状況や教育制度等）との関係

日本脇学習に関する教師と学習者の比較

地域差

各項目ⅡMの関係（リソース，及びリソース利用の現状に影響を与えている要因の検肘）

・リソースとリソースの関係

.あるリソースの利用と，他のリソース及び他のリソースの利用とのllll係

○
○
Ｃ
Ｏ
○

100



・学習者の背蛾的憐報（学年，訪日経験の有無，動機の稲類，日本語力自己評価等）・教師のｲｹﾞ鉦的ｌＷ

報（日本語学習歴，肪日経験の有無，ロ本譜教育経験，ロ本諾以外の教育経験，日本語以外の１W[IMI

領域の有無，日本語力自己評価，日本語教育に閲する研修経験，教師として重視する能力，教師の

資質・能力を向上させるために役に立つと思うもの，コンピューター・リテラシー等）とリソース

及びリソース利用の1111係（どのような学習者・教師が何をリソースとして捉え，どのようなリソー

スをどのように利用しているのか）

Ｏ日本語教師や友人等，日本iMiで脳もよくやりとりをする相手（３－２－３．４－３－３）ごとの梨計

結果と比較，他の項ロとの1111係

○新１１１１，テレビ放送，ビデオ等，１２１本譜を最もよく見1111きするもの（３－３－４．４－４－４）ごとの

典計結果と比較，他の項目とのllll係

○その他，他調査地域（第１章１－１，ｐ､1）との比較検討竿

1０１



資料

日本語教育の学習環境と学習手段に関する調査研究

韓国アンケート調査

調査票



機関調査票一中等・高等教育機関用一

(日本語版 韓国語版）●



中等・高等教育機関用

＜協力校に関する情報＞※選択肢のあるものは番号に○をつけてください。

学校名

住所：

記入者名／職名

日本語教員数

常勤名

非常勤名

Ｆ１

日本語母語話者名）

日本語母語話者一名）

(日本語非母語話者一名

(日本語非母語話者名

F２学生数全学生数： 人

日本語を受講している学生数：

中学１年人２年

年
年
人

３
３

人
人

人
人

高校１年人２年

大学教養課程人専攻課程

大学院修士人博士 人

F３学校で日本語関係の教師や学生が使用できるものに○をつけてください。

Ｌコンピューター（教師用台学生用台）

2．インターネットの利用→主な利用者（Ｌ学生２.教師

3．テレビやビデオの視聴→主な利用者（1.学生２教師

4．ＬＬ

5．ＯＨＰ

6．テープレーーダー，ＣＤプレイヤー

7．日本語関係の図書

3.両方）

3.両方）

Ｆ４貴校が行っている，または参加している日本語関係の行事に○をつけてください。

2.他機関が主催

２.他機関が主催

3．両方）

3．両方）

日本人との交流会（１．主催

日本への留学または交換留学制度（１．主催

日本でのホームステイなど短期研修制度

（Ｌ主催

スピーチコンテスト（１．主催

その他：

●
●
●

■
■
Ⅱ
▲
〔
⑫
一
（
】
（
ｍ
『
”
》

3．両方）

3．両方）

2.他機関が主催

2.他機関が主催Ｃ
ｅ

●
二
扣
二
△
戸
（
胡
）

（１．主催２.他機関が主催３．両方）

ご協力ありがとうございました。貴校の日本語コース／日本語クラスのカリキュラム，シラ

バスなどが分かる資料を同封していただければ幸いです。

４



中等・高等教育機関用
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１.君芹日（正人１８＿ｑｌ立川)8-Ｅｕ）

２.uE1曳０１号（手｡1号ｽ}：１．計測２.正人｝３．寸考）

３．ＴＶ望VIDEO２１人1詞（〒｡1号ｽ}：１．剣似２.巫人｝３寸琴）

４．ＬＬ

５．ＯＨＰ

６．等号ﾌＬＣＤ晉釧｡1Cｌ

７．曾呂Ｃｌ竪刈２１３月

F４判立・iPF1計ユヌl芒,二芒智ﾌ}乱ヱ飢芒曾暑Ｃｌ赴Zlgl剃人}●11○五薑甜手f１人|父．

1．曾芒剋斗２１工号。（Ｌ苧司２．Ｅﾄﾌ1毬Ｃｌ千劃３．斗琴）

２．９芒｡１１２１号可王芒工署升可ZG11三（Ｌ〒劃２．Ｅ}ﾌ|豊｡｜手司ａ姓琴）

3．曾芒。{１月２１吾二E11ol号２１せう1国キス''三

（1.手引２．Ｅﾄﾌ1畳｡１手司３．誹考）

４と。え｜書E11二三（1．手引２．Ｅﾄﾌ|笹Ｃｌ〒劃３．慾考）

5．フlE}：

(1．手司２．叶う|署｡１手割３．誹琴）

曾司さ'千呵利召人}曾叫４．引工２１曾筈。}三二/曾暑○１軒音２１升司冒弓，包已Ｗ１＝号晉

斗叶曾午飢モス}豆蟇号号５１１〒人1国呑人}ざＭ１合し１℃}．

５



機関調査票一学校教育以外機関用一

（日本語版・韓国語版）



学校教育以外機関用

＜協力校に関する情報＞※選択肢のあるものは番号に○をつけてください。

電話：機関名

住所：

記入者名／職名

日本語教員数

常勤名

非常勤名

Ｑ１

日本語母語話者

日本語母語話者

Ｊ
１

名
名(日本語非母語話者名

(日本語非母語話者名

Ｑ２受講生数：

人
人
人
人
人
人
人

中学生

高校生

大学生

大学院生

浪人生

社会人 ）その他（ 人

Ｑ３貴学院で日本語関係の教師や学生が使用できるものに○をつけてください。

１.コンピューター（教師用台受講生用台）

２.インターネットの利用→主な利用者（１.受講生２.教師３．両方）

３テレビやビデオの視聴→主な利用者（Ｌ受講生２教師３．両方）

４．ＬＬ

５．ＯＨＰ

６テープレコーダー，ＣＤプレイヤー

７．日本語関係の図書

Ｑ４貴学院が行っている，または参加している日本語関係の行事に○をつけてください。

日本人との交流会（1．主催２.他機関が主催

日本への留学または交換留学制度（１．主催２他機関が主催

日本でのホームステイなど短期語学研修制度

（Ｌ主催２.他機関が主催

スピーチコンテスト（１．主催２.他機関が主催

その他：

3．両方）

３．両方）

１
２
ａ

3．両方）

3．両方）●
●

△
幻
一
二
戸
．
（
蛆
》

（１．主催２.他機関が主催３．両方）

ご協力ありがとうございました。貴学院の日本語コースのカリキュラム，シラバスなどが分

かる資料を同封していただければ幸いです。

８



学校教育以外機関用

＜曾司工｡11赴赴荊具＞※剋璽ｽ１．１１日311.卜司芒契芒ｕａ三°i’○丑臺芯11〒判人1２．

可正恩

子士：

ﾌ1判ｽﾄF１

弓
弓
弓
弓

(旦呂Ｏ１ｐ１呈・１軒斗午

豊呂Ｃｌ二・１軒斗午

(望呂ｏｌｐ１三｡１軒ｽﾄ午

望呂Ｃｌ二Ｃｌ卦斗〒

Ｆ１旦呂Ｃｌ正剋〒：吾 弓

F１Ｈ１廿召

F１午恋刊〒：

奇計判

ヱユ細

則郵判

F２

弓
弓
弓
弓
国
司

ql計劃ﾉ§

ｽﾘｷﾉｮ

人}劃剋 ﾌlEK ）弓

Ｆ３計巫olH曾呂｡１丑刈２１立剋望軒刊Ｏ１人}：萱午飢芒剖o11○汪晉５１１〒召人1ユ．

１.君芹日（工人}：-ｍ軒忍：＿、）

２．９１E1引｡1号（〒ｏ１３ｽ}：１．軒ﾉＵ２工人｝３．排考）

３．ＴＶ望VIDEOgl入用（〒｡]：スト：Ｌ計ﾉ１１２.工人｝３斗琴）

４．ＬＬ

５，ＯＨＰ

６．号号ﾌ1,ＣＤ晉弓llolol

７．曾呂｡｝竪刈９１誹利

Ｆ４引正･11引司工奴芒,三芒智ﾌ}乱ヱ副芒旦邑｡１笹刈９１剣人}｡11○狂臺引手科人１２．

Ｌ豊芒２１斗叫正芹。（1．〒劃２．Ｅﾄﾌ|卦｡｜手司３．呼考）

２旦是Ollgl升軒王芒ヱユ什可ｽ11三（Ｌ孝司２．Ｅﾄﾌ1丑｡]〒割３排雪）

３．豊呂｡11入１ｺ吾＝EIC１号９１巴ﾌluキス''三

（Ｌ〒斜２Ｅﾄﾌ|丑｡１〒割３．排雪）

４二コ却吾E''二三（Ｌ〒劃２Ｅﾄﾌ|巷｡｜手司３．排雪）

５．フlE｝：＿

（Ｌ〒茎Ｉ２Ｅ１･ﾌ1赴Ｃｌ〒割３．斗琴）

箇司珊手科利召人}軒月斗.刊巫叫豊芒｡１三二/望是Ｃｌ卦音ヨラ21司冒君，豊已Ｗ１二号豊

斗叫曾キヌlモス}豆豊子号訓手人1国召人}乱孜含L1q．．

９



学習者用調査票（日本語版 韓国語版）●



＜学習者用アンケート＞

●ⅢBRBRのあるのものは岳号にＯをして<ださL､、

Ｆ１性別ＩＤＩ２文

霧国蘂雷看扇

(市・ＧＺ）(瀞別市・庄砿１１F・LHi）F２居住l(uAHi
｢日本語教育の学習環境と学習手段に関する鯛盃研究」への

御樫力のお願い
F8BIIZ齢Ｕ10代Ｚ２０代。。0代４４０代３５０代６６０鰹以上

F４母掘ご燈もよく話せる二とぱ＞８日

FD卿分ｌ中学校年生

２已校

１－堕已控年生

３外国田呂校．年生

。■円大字圭年生専攻

４大字年生孚囲

５大孚皖

ｌ紐士年専攻

６その他

［風立[側NII研究所ロ本麟敬背部IuIlでは．ＩⅢ本翻敏ｌＷＪ学習環塊と学習手段に閲-ケろ鋼壷研

究ｊを行っております．●

インターネットを始めとする様々な愉鰯筑通のあ0)方の変化に1#い、日本函を学習す-ろ、

あるいは敬える環境や手段も多lﾖ【化し、支援のあり方も柔歓に対噌すら必要があ0)逃す。そ

のためには、まず国内外でロ本語を学習．あるいは賊えている方群がどのような鰯塊でロ本

翻を学翻、あるいは敬え、とのよう必F段でロ本ＩＨＩ鱈学習．あるいは教えているかについて

広く１W側収堪し．「多嫌化)している馳状＆ず把偲-1．ろ必要があります。その一環として、本

年度は、１１本鴎教育支掴のための轟霞研究として．韓国での日本麺敬育の学習鰯塊と学習手

段に閲する調萱を行っております．

お忙しいところ大変恐縮ですが、単調世の趣Ｗ蝿抑理解くださり、ご回騨くださるようお

願い致し１Ｍ-．

年生２実要田牧

４その伯（ 呂校）写生

耳收

２博士年耳收

FＧＩＩ二純li学習をl朋始した学年

Ｉ小字枚年生

２中手松年生

３■枚一一一年生

４専門大字－年生

５大字年生

６大字院＿－年生

７その恒

〒I15UO2U東京都北区商か丘３－９－１４

国立[錨li研荊苛ロ蟆酷駿河師ｌＬ１

ＴＥ昨+８１:)･51)U:1.7(ｉＧＵ

ＦＡＸ:+８１．３:jⅨ)G353U

hIlPWvbw隅･上⑥1Kk⑪nRojp癖Ｕ

￣

【｡

Ｆ７あ強たはヤピニで日本繭を勉捜してい:k-I-か．（樋数hI祷りnJ）

Ｉ■松Ｚ大字。皿円大字４大孚皖

５その他の⑪白檀園（早暁など）６その他

F８１１本に行った経験があります力、

Ｉない２ある

｢Ｚある」と答えた方におたずねします．日本に行った曰砧と期囲をおちきく鱈さい・

回敗一一一一回期閥（廷ぺ）年一一一一か月一一一日

ｈ1．１

F８．２日本に行った目的は何ですか．（祖敏回答可）

Ｉ皿光Ｚ逼期田字（６ヶ月＊羽）］逼期囮字(６ケ月以上～１年禾羽）

４長期国字（１年以上）５仕亭６企＆韻Oら７国殿交曵

８ワーキングホリデー９家蚊滞在10その他



卿ｌ昨IE緬の学習舟始めた理由や動椀lま(.Jですか．FRllIや動臓として鱗い噸に３つ選んで災に鼬
入してください。

ｕ大手の入拭1斗目にあるから/大学入学に有利だから

２２桝賓の授栗にあるから

ｊﾋﾞﾊﾞ印Rに有利鱈から

４馴在の仕事に必要だから

５日本人の知り合いがいるから

６親や知人などに勧められたから

７日本１日を学ぶのは知的なこととしてまわりから胖箔されるから

８日本Ｉ目は翻しそうで、やりがいがあるから

９学びやすそう笛から

１０日本1日に興味があるから

１１国慰的に■哀な目狙遁から

１２日本の文化や社会についての伯輯を得たいから

１コ日本の文字や昼史に興嘩があるから

１４日本に興妹があるから

１５日卒に行きたいから

１６日本のもの（テレビ、映面．ゲーム．肱など）が好きだから

１７その他

F1０－３

１．

「３
－．

３．

４．

６．

０．

【聞くこと］

全くでさない。

相手の名前や挨拶などを、いて理解できる．

Ｂ繭生活で使うmHuな表現．描示などを理鯛する二とができる．

金83の中で、相手の考えや怠見をだいたい暇鯛する二とができる。

テレピニュース．学校の餌纏などまとまった88がほぼ理ｍできる．

母胴と同じように聞いて理解できる。

①現在｜②将来

ｗ
ｌ
１
３
４
ｈ
⑯

’一
卜

[麓すこと］

全くできない．

挨拶ができる．

mlmな自己脇介ができる．

日示生活に必昼な顕現を状混に応じて使える．

自分の色見や毒えを賭すことができる．

母狙と同こように鯖せる．

１１１を四んだ場合は記入してください．

■
単 Ｆ１０曲雄たは現庄、Ｈ本譜がどのぐらいでき喪-1.か（①)。そして、

1旦雀｣)たビと思っていますか（②)。「銃な二と」「書く二とｊ「IIBくこと」「3耐-こと」それぞ
れについて．最も適当なものを選んで．喪の中に妃入してください。

[麟むこと］

全くできない．

ひらがなが股める．

やさしい漢字なら日本式に蔑める．

mnlな文立ならだいたい理解できる．

新聞や舶肱．Eu味のある分野の本などが捲いたい烟餌できる．

BDI目と同じように蔑める。

F1０－１

１．

７P

３．

．１．

h－

０

①理モ

［書くこと」

全くできない．

ひらがなで知っている已葉がちける．

mlu卒通い文を召くことができる．

親しい友人などへの両皿な手紙やメールきちくことができる．

態とまった文章力■ける．

母旧と同じように召ける。

唾
ｌ
北
－
３
１
品
⑪

ＩＦ

３２

①現在 ②将来

①現在 ②将来

①現在 ②将来

１ ２ ３



Ｑ１些霞２１選塾21二日本語を使ってやりとり（会話、電話、手紙、電子メールなど）をする
ことはありますか。

Iはい(=.｡1-1.01-2へ）２いいえ(=01-3へ）

Ｑ1.1日本語の授業以外でどんな人と日本語でやりとりしますか。やりとりする人全員の番号
に○をし、その方法を選んでＯをつけてください。（複数回答可）

Ｑ1.3（01で「1」と答えた人は回答する必要はありませ』I`b）

授業以外で日本語を鱗わ雄い理由は何ですか｡次の中からあまたの考えに近いものを－つ選
んでください。

ｌ，日本脂を使う相手がいないから

Ｚ日本隅を使いたいと思わないから

ａ自分の日本胆力が充分ではないから

４．恥ずかしいから

５．自恒がないから

６英紹や韓国箔など他の苣招の方が便利だから

７．その他一一一

Ｑ２身の回りに、日本語が使われているものはありますか。（日本語学習教材は除きます｡）
Iはい（－皿-1へ）zいいえ（－０ｺへ）

］
企

Ｑ１．２Ｑ１．１で○をした中で、もっともよく日本語でやりとりをする人あるいは人達について、
答えてください。

Q2.3Ｑ2.2で○をした中で、もっともよく見たりlIIlいたりするもの－つについて、答えてくだ
さい。

４

⑨やりとりをその人とするとき．なぜ日本語を使うのですか。下の項目それぞれについて、５－１の尺座で答

えてください．また．それ以外に理由がある場合は、「その他」に記入の上．同搬に答えてください。

2(ｆｉ９；ピＧ６ｔｔＭｂ伊２(＋うＥｈ#⑩

ｌＢ本2日を使うのは楽しいから５４３２１

２白木】日の母脂猛者と賭したいから５４３２

a日本胆能力向上やI週持のため５４３２

４.仕事として桧務づlﾅられているから５４３２

５.日本胆が缶もわかりあえる宮葉だから５４３２

６.相手が使うから５４３２

７.習慣になっているから５４３２

ａその他５４３２

Ｃ
ｌ

可忘一重、＿ 吾砦2氏 手撞 題:舌 電子メール チャット

日本調の紋師

２ 学校の友人

３ 学院・鵜学堂辱のクラスメート

４ 職増の同伎

５ F､岨の上司

６ 仕事上の取引相手

７ 勤務先（レストラン等）の客

８

９

家族・im醸等

知り合い

10 その他

①その人は01-1のl～ＩＣのＺｈで十ｶ＄＊'三ｺだIi選んで下の番号にＯとしてください。

１２３４５６７８１０

②どこの国の人です力、

１侭国人２日本人aその他

qDf1E別

ｌ男２．女

④やりとりをするようIこなった頃、あなたの日本REはどうでしたりもＯを付けてください。

l，ほとんどできなかった２．少しできた３．日常会話粗皮できた

４かなりできた５．日本人と同程度できた

⑤やりとりをする頻喫はどのぐらいですか．１つ､#んでください。

1年に２．３回２月２．３回３週１回４週２，３回５．毎日

⑥やりとりの主堆手段は何で-ｵ･か。（複数回答可）

ｕ会って賭す２．電話で話すａ手紙４電子メール
5．その他

⑦その人とやりとりをする癖、日本語をどのぐらい使いますかも

１全部日本鱈２主に日本iロａ日本89と他の苣狙が半々４．主に他の曰8日

③主ﾄｰどんなことについて話しますか．（複数回答可）

ｌ日本函について２勉強について３仕事について４生活について

5．趣味について６社会'三ついて７．その他

①それは92-2の１～１３のどjLで-ｹ力Ｌ＊ｌつだﾄﾌﾞ叫んで下の番号Iこ○をしてください。

1２３４５６７８９１０１１１２１コ

②頻度はどのぐらい守十か。○を付けてください。

１年に２．３回２月２，３回ａ週１回４週２．３回５毎日

③それは雄のもので-1.か。

1．自分のもの２家族のものａ友人や知り合いのもの４輯興のもの

5．会社のもの６．その他

④主にどんな内容です“（複数回答可）

１政治・経済Ｚ社会・生活ａ科学技1Ｗ４．文化・芸概ａスポーツ・趣味

６日本狙・日本KE学習７．日本人８日本９，その他



Q3-2（03で「1」と答えた人は回答する必要はありません.）
日本語の教科出Pや授業で先生から麓される学習資料を授業以外の時間に礎ｵっ戦い理由は何

ですか。

ｕ与舛史から持ちＩ吊ることができないから

２授藁以外の時間にＢ本栢の勉強をしないから

３．どうやって使ったらし､いかわからないから

４．特に日本】日に興味がないから

５．わかりにくいから

６．その他

Q４過去３年の間に、韓国、あるいは日本で欲の表(Q4-1)のような日本人や日本語に接する機会
や場所を経験したことがありますか。

１.はい（-P4-UO4-2へ）Zいいえ（-05へ）

Q4-1経験したことがあるものの番号に○をし、韓国、日本のどちらで経験したか○をつけて
<ださし、Ｑ２-４（021で「1」と答えた人は回書する必要はありません.）

I土何ですか。授業以外の時間に．日本掴が使われているものを いたりし准い理庄

次の中からあなたの考えに近いものを－つ選んでください。

Ｌ見たり．岡いたりしたいと思わないから

２，時間がないから

3．自分の日本昭力が充分でないから

４，利用するのにお金がかかるから

６，手に入りにくいから

Ｂその他』
曲

Ｑ３現在使っている日本舗の教科書や授業で先生から渡される学習資料を授業以外の時間にも
使います鯛

ｌはい（-03-1へ）Ｚいいえ（-00-2へ）

Ｑ４．２経験したことがある場合、もう一度経験したい、あるいは継続して趣戦したいと思うも

のはありますか。最も経験したいと思うものをＱ4.1の選択肢の中から－つだけ選んで記

入してください。Q3.1授業以外の時間に教科書や授業で先生から壊される学習資料を使って勉強するときに
していることは、吹のうちどれです力も（）に○をつけてください。またその中でよく

するものには｡をつけてください。（複歎回答可）

（）１．旙句の竃味を晩ぺる

（）２．ＭＢ字にふりがなをふる

（）３，韓国悟に銀す

（）４．日本絹がわかる人に質問する

（）５．錬百間皿を解く

（）O付屋のカセットテープを聞く

（）７．ｍ脳帳を作る

（）８自分で文を作る

（）９．節妃、昭咽する

（）１０，h百相手を見つけて金髄の独習をする

（）１１.その他

04-1の四肢の番号を君入して<ださＬｏ１ある

２ない

Ｑ５次の中で、日本語学習のために、現在使っているものはどれですか。（）に○をつけてく
ださい。またその中でよく使うものには｡をつけてください。（複数回答可）

【）１．学習砂考各・問題集一次のどれですか

［1文鰭2作文３８日茂４温字５会賭６８趣対蹟Ｉ談解８その他

（）２．辞岳（毎名： ）

【）３．漢字字典（＝名： ）

（）４．日本組学習のための舌声テープ

（）５．ビデオ散材

（）ＧＢ本踊の放送鼬座

（）７．日本腿学習のためのコンピューターソフト

（）８インターネットによる資料収集

（）９．web軟材による日本贈学習

７６

⑤見たりHHいたり１－る理由は何ですの､下の項目それぞれについて、５～uの尺度で答えてください。また．それ

以外に理由がある場合は、「その他」に舘入の上、「､機に答えて<ださし、

2（モゥBｉピGGttMUぃ２(f1ZI]５L、

1.楽LIP､から５４３２１

２曰本鱈に触れたいから５４3２１

３日本組の力を試してみたいから５４３２１

４日本狙能力の向上や維持のため５４３２１

ｓ梯々な、２が得られるから５４３２１

G日本や日本人について知ることができるから５４３２１

７.仕事のため５４８２１

８研究のため５４３２１

９千の41,５．１３２１

檀金・俎所 闇囿 日本

１ 日本人との室澄会

２ 日本人家庭への肪旧ヨ・ホームステイ

３ 自宅への日本人の肪問・ホームステイ

４ 日本3日のスピーチコンテスト

５ 曰本語が使われている聡明でのアルバイト・仕事

６ 日本・日本語に間するイベント

７ 日本人のいる埆所．日本人が集まる嶋所

８ 日本・日本語に岡する涜料センター・図吝館

【例；ソウル日本文化センター．在釜山日本国韓領事館）

９ 千の他



）１０．e-maiI・チャット

）11．日本鯛のテレビ茜組

）１２．日本鰯の賎薗

）１３．日本8日のマンガ

）１４．日本8日の小醜や雛麓，新聞などの蕊み物

）１５．日本組書使ったゲームソフト

）16-日本阻の欧

）１７．その他

淡の中で、日本鐇学習や日本理解のために、今後、もっと充実したらいいと思うものはどれ

です力､。（）にＯをつけてください。またその中で特に充実したらいいと思うものには｡を

つけてください。（複数回答可）

（）1．敏科密一どんなものですか．

QＧ

）２学習参客書・間阻集一次のどれですか。

（１.文濃Z作文３.胴負

５.会館．6.2K賎対策７.離解

）ユ辞毎－次のどれですか．

｛1.鱒一日Ｚ日刊§ユモ⑩他

4.璃字

8.その他

）４．漢字字典

）５･日本調学習のための苦戸テープ

）且ビデオ教材

）７．日本組の鐘選出塵

）８，日本粗学習のためのコンどニーターソフト

）９．web学習プログラム

）１０．日本瓶の小醍や雛麟．新聞などの談み物

）１１．日本3日のテレビ番組

）１２．日本肥の映面

）１３．日本施壱使ったゲームソフト

）１４．日本人との交寵会（パーティー．ハイキング．料理救塞など）

）１５．日本人家庭への肋間．ホームステイ

）１６．日本嫡のスピーチコンテスト

）１７．日本や日本掴に問するイベント

）１８．日本１回を使うアルバイト

）１９．留学の椴会

）２０．その他

｡（

（

拝
の

ｌ
ｉ
１
１

ご協力ありがとうございました。

８
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F１０号剋舎剋刈曾是０１畳Ｃｌ呈珊二阯午Ｒｌ舎杉l朴？（①）ユヨユ

弧２１具剋需孜叶ユ蝋zI緋凹外？（②〕「割ﾌl」「坐ﾌI」「ﾆﾌﾟ1」「Ⅵ

フ}惑う}升是剃各剋酉朴ezI正０１１フI9l酬苧刊刈旦．

難二塁Ｃｌ＝ＪＭＩ呈獣〒
ＦＢ２翅磐ＯＨＺ１弓割＆旱曵gujDIT（饗令邑ＥｌフI若）

１．型忍２．日〕I昇69（６羽国OIml３．ＥＰＩ男ａＩＩ６剛凶01趣１巴､｣巴】

４．ヨフl昇勢（I凶OI響）５.tjI三LI士６.フ圃臼今７.二蛆正需

８．判型Ｓ２ＩｍＯＩ９．フl雪ｌｌＸＨＩＯ･フIEI

｢魅8ﾄﾌI」竺ｌｚＩｚｌｑｌｍ胡，

［劃］］

副ＧＩ実Qlu

6Iヨコｕ造８１曼今玖口

引塞凹乃２１国凶芒01呈劃彗今鼬ｕ

Ｚｌ遭剋呂彗型呈芒ｑｐＨＵｌ醐凶今副Ｕ

凹是．召ﾌﾟﾛ．霊０１ｺ｝別芒岳Ｃｌ到弩豊富］到暑呵馴ｏｌｏＩ珊創宇副口

早己I劉皇ヨ01)今崇亘量３１苣今創口

F1０－１

１．

２．

３．

４．

５．

６．

Ｆ９ｕ芒⑥1軒合鑑ＡＩ計社。]升斗藩ﾌI芒早引?lＬｐ７Ｗｏｌ２Hq周３ﾌ}ｽﾞ１号剋閏都ヨフト智
旱旦朴ヰエ砠升朴芒舎人'三五OIIフＭｏＩｌ苧ｲﾙq２．

1．ｑＩ劃創AI。＝０１瓢OIAl/[H型ｇａｌ、昇卍1冊Ｍ

２．ｺ皿今劇川副ＤＩＮ

3．制理０１鼎巴I6IW

4．固】qI2I理明製逮釧JU

5．辺。剛造型笹川ElOInOlAI

6・早田．01芒Ａｌ忍＝９１ぎ需卯nOMI

7､辺置０１言IHI旱凹］U型(知的)Oldヨヱ旱引OIA」思うI鰍醤二三A」

8．辺星01芒0121＆型暫OWM里君、Ｉ副OIAJ

9･IHI字］剥雪劃恐ＯＷ

ｌＯ・暫芒OlOI豊ﾛ1.ImOlAl

I1．=、理三皇吾Ｒ剋凹OIOIM

12，圏豐呈卦ｎＩＡＩ且IOI図凹型IHI邑図ユ製OIA１

１３．副署呈創別ＱＷＵＯＩ型召UImOIAl

l4，圏聖０１芒dDI2101剤

１５．圏笘０１列ヱ製ＯＩＡｌ

ｌ６･迦豐ＢｌＴＶｐ曽劃．兀凹．エ剛邑晉唇01胡ＡＩ

１７．ｺ日

Ｉ坐］］

己５１昊哲ロ

辺豆創造迎二3121ｺＩＵ皇告今副ｑ

恩ユＺ１Ｈ趾畳忍害酋今副口

劃剋劃千壱OUｺﾛﾖ且剋凹xILIOl圏三＝今玖[ｌ

習己I国是悪Ｓ昔今剋ｕ

早己I型(呈裂０１）今憲二里言牛R1q

Ｆ１０－２

１．

２．

３．

４．

５．

６ゥ

牌
“

F10-3lE］］

１．国６１異色□

２．毬幽獣剖01言ZＩ囮ＡＩ型三豊壱ｎＯｌ鍬蟄余副[Ｉ

３．型蝕出dDUAlAI署51芒暫臼凶巫廻．XIAI二彗016M壁今盟ロ

４．Ｕ1劃吾副恐[M盟創蟹2101Ｕ則四号［H鮒01胡璽今既ｑ

５．Ｗ猯△･alZlZlヨーョフＩｇｌＤＩ劒蟄＋副ﾛ

６．旱２１選(里副01)今釜旦呈＝。、I醐里今副。

117.曼巴叫画囿早フ卿覗苧fIAI且

F10-4［Ｂｉ61ｺⅡ

１．烈副異趣ﾛ

２．図AI芒竺今創ﾛ

３．２１日色コフl士珊芒蟄今融ﾋﾞＩ

４．型忽盟曾OIu且Ｇ１且G1晉越型on製〕ＵＡＩ悪習今２１口

５．刃Ｕ２1コ国別聖副書凹國今副口

６．旱21凶(皇珂CD今邑皀呈凹聖今凹ｑ

３２

○世JＷ ②彗副

①色H１ ②忍副

１ ２ ３

①趣XIl ②聖副

①包川 ②圏引



Ｑ１剋暑Cl午剥一○121.1剋甚｡}畳ハト丹乱ｑｑｌ剣，剋計，壇刹,epll剋舎笹司ｏ１Ｒｌ告L1斗？

１．副ｕ（→91-1.01-P室）２瓢日（→91三3竺呈）

Ｑ1.1暫甚Cl〒制。１９１．１１⑥lPl人}曹斗曾暑･1畳Ａ}丹朴ヱＲｌ舎凹1斗？BI1計副芒nt1重｡Ｉ１ｏ愚

朴ユ,ユＵ闇舎琶斗○三玉Ａ１胡苧判A1塁．（号〒号廿フ}ぞ）

！
ｌ■■■■■■■■

■■I■■I■■■■■■■■
■■I■■I■■■■■■■■

(Q10DAl「1ｊ二日魁岳ニフ12161製留、IEI含ＵＵ）

oI2IoIH剋邊･Ｉ愚人}各朴ｽ１讐芒゜]丑芒旱倒矧P1斗？呼各号･'1判計ｄｇｌＮｌ斗斗
ﾌﾄ升暑契豊乱斗晋斗苧糾人１２．

Ｑ１．３

午矧

フト響

０．迎豐Ol三國習蝕、〕ｉ瓢OlAl

２四二01皇国６，判xI310I川

３．．．コ２１筈01忽コ０１早雪61口。出zI靴Ａｌ

４．選mUHH

5，JquOl団01部

6.9101コ囮二ＯｌｇＵＥ巴01〕１日四則CIlAl

7・フIＥＩ

Ｑ1.2Ｑ1.1．IHO三五赴熨号｡IlALフト計スト旱剋呂◎1畳苧ヱ挫芒Ａ}管里モハト静曇oI1

EI胡ＡＩ管８１１苧tlA1a．

】
②

Ｑ２手引･１１創暑｡Ｉ呈剋制｡ｌ蚊舎I声1外？（曾是０１軒含工期則I則）

１．０８（→02-1豆】２．OILI2（→０３三劃

Q2.1劃答｡1〒割。１９１２１人1巷｡11曾芒吋三壇引豊里汁斗邉芒割｡ＩＲＩ合k-1zPi？

１．ＣＯ(＝p2-2.Q2-3旦呈】２．ＯＩＬ'三(-Q2-4皇）

Ｑ２．２午制。1郭｡ｌｌｏｌ剋剥（剋筈｡1ﾌ｝ハト：剋剥）豊里ｱ1斗暑工Ｒｌ告'1外？釧藍三1芒

人}計｡11三旱○愚ＢＩ１苧判人1２．（母〒号廿フ}苦）

１．巴呈２．劃スＩ３．黒４．四劃
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９．ＣＤ１０．邑包田０１里１１．包昇Eｌ（ElEl艶二）

１２．〕IPIも画匡１ａフＩＥＩ

４ ５

⑨ｑ１外恐９１割｣iL剋呂Ｃｌ砦ＡＩ§ﾎﾄ醤olfl･芒FGlTlPl刀１７｡}ﾖｌｆ２Ｉｚｌ斗副砕号｡I］則召ｌＩＡｌ５－ｌ色１３１三三

緋釧等ｾﾙIユ.ユごＩヱ･Ｉ剣ｇｌＯｌ升ﾌ｝拙芒忍子芒,「ﾌlEhoI)フ側軋卒笹芒Ⅱ)Yl二三計胡苧tlAlヱ．
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2.浬芒ＯｌＵ]OIEI亘田0101ｺ151Ⅱ劃01ﾉ《Ｉ５４３２1

3.忽二０１言劃暫包団昇〕U遵引611AＩ５４３２Ｉ

４２j旱芭ｕＥｊＵＥ１Ｈ胡Aｌ５４３２１

5.iU崔ＯＰＩフI召到〕l引呂２１ヨOIO1Al５４３２1

6.毬ﾛ1選ＯｌＡＩ書8MAｌ５４３２１

７.自画ＯＩＥＵＯｌＲ｣OlAl５４３２１

８.フＩＥＩ５４3，ｔ

○
↓

到劃 巴刀 巴到 c-0I魁 期創

１ 理呂01皿Aｌ

２ 劃皿包〒

３ 劃碧，０１昼Ｉｇｇ２Ｉ昌副△ＭＯＩ＝

４ 。召吾屋

５
》 ヨヨ色乢

６ 刈固フl副刈ヨヨ週

７ 己早刈IBU△匡鼬宮）剖芒l=Ｉ

8 〕}＝・智弩号

９ O}芒ＡＩ国

1０ 〕IEI

①ユハ}轡芒Ｑ1-1割１￣１０号。l可.,鯏曾緋L1外？・掛斗軋冠排。}剤刻剋二｡１１０号釧手tlAl上．

２３４５６７８９1０

②ol-L}邸Ａｌ管制叫外？

１．国二四２．劃暹巴３．フlEI

③制劉

Ｌ甘２．０１

④魁讐｡1ニロ１軒等呰苧ヱH1豊〒瓢ﾌ１１坪鎖晋瞥.幹４１９１製芒｡'告・Ｉ二剰呈瓢合､Ｉ外７○三五ﾌ1期

苧tIA1ユ．

1．フ1コ習うi岩61副ロ２．王忌目今則副ﾛ３.理邑剣劃忍匡芒フI達観口

4．盈皀161忍蛆ロ５，辺芒ｇｎＩ留芒今歪Ｏｌ且EＩ

⑤ql外需昔餅芒Ｗ1二壱。l皇'''二ULM？卦叶骨冴冴苧判AIユ．

1．辺圏０１２．３且Ｉ２．劃２，３且Ｉ３．季１劃４．苧２．３劃５．０H割

⑥ユ苧ユキ忌芒旱引矧叫刀Ｉ？（礫〒＋計フト若）

1．ｕＵＡｌＯＩＯＩ〕1世ｑ２．国劃皇ＯＩＯ1ｺI趾Ｕ３．巴）ｑ４.e-0n魁

ｂ－Ｊｌ日

⑦ql針子判緋rll藍Ａ１藍斗刻ｑ1斗Ａ１，鰹暑｡1号。1＝剖二Ａ１：朴判uｲﾉﾜﾄ？

Ｌ召早辺豐0１２.苧三田署0１３．２選01醐コヨ巴０１.ＩＵｕ４.苧皇Ｕ芒巴Oｌ

⑧苧呈則叶二1斗刈苦等倒割PM7(讐午号緋フトぞ）

1．魁芒OiOUm5lOI２．召旱O６Ｕｌ６１Ｏ１３．劃OIUl6IOl４．盟固OlUl810I

５．判DlOlm6lOI６．ＡＩ且IOU［116101７．フIEl



Q2-3Q2-2oll判･畳赴剥尋q１判,フト恐斗苧矧都芒掛,堂lLlollql甜刹計甜子`MAI典

Q3.1〒制。IB1glA1詮｡Ⅱヱヰ`K1斗ヱハト社EHMl芒軒舎斗呈暑ハト：卦｡１号旱赴']H，｡{剋
ＤＩＩ闇二三号旱朴ヱ飢舎nＭ？

。}鯏９１ユフ１号｡llAl8il臂コモハト幹豊旦旱音斗（）｡１１○轟釧苧判A1皇．ユョヱユ

号｡１Ｎスト旱ハト：朴芒Ｗｌ･判｡l]芒○三五八1胡苧付人1ヱ．（尋千号ﾖﾌﾄ岩）

（）１．０１〒(諾句)ヨ勤０１昌四01豐口

（）２．世XlOO卓21ﾌｌｕ(望芒とＩ暫呂)昌巴ｕ

（）３．剋ヨ01呈罰四口
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（）７.巴01忍琶凹壱口

（）８.ムムニニ忍邑凹三01呂口

（）９゜思う1.21舎劃ロ

（）１０．巴茜色０１忌凹＝01Ｎ劃劃巴念皀迎口

（）１１．フIEI

Ｑ3.2（Q3OIAI「l」=El6IH呈昌〕I圏創劃型HBI念ＵＵ）

剋是⑥１瓦斗朴斗午矧人]ぜ｡11ヱハトニ｣fLEl世芒砕合ｽ}墓濫午矧。1⑭191人1趣･'１人}：朴刹

讐芒ｏ１什芒早曵矧叫外？

唖
。

１．劃亙朗Ａ１則自刃孟昌フix1コ吾÷囮OIA1

2．今２１０１到旦IAlu0I劇暑01雪早目aIXI魁OIA１

３，０１聖〕UAI醤61国歪菖〕ｑニヨノＭ

4．圏三副讐OIOO召包０１９１０１A１

５．０１習うluU星00

6.ｺ日

(Q2-1mAI「1」二ｇａｌＵ筈呂フIH6蝿ｕＨＥＩｓＵｑ）Q2.4（02-1ｍＡ』「1」二ｇａｌｕ筈呂フIH6哩凹Ｈｇ

〒制。1剣ｇｌＡｌａｏｌｌ曾碆Clﾌﾄ人}：剋英念

｡}期ｏ１Ｈ臂４１９１蝋ユト｡１１フ燗フト〃}を契醤計し

芒早創刊L1外？里刃叶薔ｽｌ讐芒｡

ﾌﾄ〃}を契醤朴斗琶琲 苧付人1２．

１．里ﾌｌｕニヱ包皇想ziO1叙OIA１

２．ＡＩごＤｌＢＩＯｌＨ

３．。但凹圏芒０１製雪０１竿雪凱Ａｌ

４．忽胆型巳皇竿EIOlEIOlA’

５．９今ＧｐＩＯｌ剖判Ａｌ

ａフIEI

Ｑ４ヰア１３Ｈｚｌ赴号圧芒辿芒⑥11人１４各(Q４－１９１基)斗饗芒曾暑剋書名剋警｡}儘刊社
ﾌ１劃し｝智全島瑠劃剋司｡IRl告ｕＷ１？
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。1塁l21naoI1二人}各計Ll外？
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７６
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③ユ製芒午干竺I興剰叫刀I？

1．筈巴２．フ}要３．劃〒望０１芒ＡＩざ４，劃Ⅲ５．且IAｌ

６－ｺ|E」

④旱三。l掴L１１：副P|刀}?(弩〒そ計フト号）
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6．辺呂01/２１呂０１劃合７．副ニュ８．迎芒９.ﾌＩＥＩ

⑤具司斗遥，瞳IL1外芒゜1升晉干引矧P1升.。}iﾖ1軒号翔ｑｌ淵エトヰヰ各sl5￣1判割星塁苛胡手倒j〔1ヱ．

１nIollol升ﾌＭ１芒剰干芒「ﾌｌＥｌＪ。１１．１特豊フ1Ｍさ}吋計珊苧tlAIヱ．

[1９ヨヨユＨ６ｐＩ鋼

ﾕﾖｕＯＩ周ｕＯ)uｑ

1.三ｺ判AＩ５４３２１

２.図芒酬昌ＥＩ剴工割OlAl５４３２１

３.塾芒ＯＩ創勢三ＡＩ曽6M皇Ｚ剋OIA」５４３２１

４爾理砦O|＝勢魁包到升刀二判胡AＩ５４３２1

5.0121ﾌlIＩ忍呈昌皀号今臥OIAＩ５４３２

６.迎豐刃留筈凹on［H6II副今副OlH５４３２

７．A121蝕劃RNIAl５４３２

８.巴早蝕到R8MAl５４３２

９.〕IEI５４３２



）Ｍ・辺芒01企劃OIu召。，巴二二ＡU理黒

）１５．鼬逗０１塁巴刃包全里二

ｌ１ａｚ暹止剤

）１７．〕IEI
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ｌ
Ｉ

＝
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Ｉ
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】８．，塁0169自害荊剋劃需EI土三二
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】１０．m瞳01企趣OIU剖刈．Ｕ窒二ＡＩ型鼎
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）６．凹暹０１．高恕舎ヨョ
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）0.ｗｃＩｊⅡJUI=01蓮凹理暹ＤＩａＩ白

）10.ｅ-0121．旧悪

）Ⅱ、凹芒011Ｖ旦星。君

IIz、副署OlgI剣
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（
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１
１
１
１
１
－
１
－
１
１
１
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８
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５ TlⅢ 01コＩＡｌ悪EI芒型型、AI凹醐平・［】トー011()I盤

６ 田別 凹琶OlOI包剋01凹二

７ 則也 四０１２１砦翠士．理ご巴、’三０１と母上

８ ９１聖．辺芒OIOI包剋刈豆巴E1．三A｣四
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教師用調査票（日本語版 韓国語版）●



く敏瞬用アンケート＞

蕊選択砿のあるものは番号に。をしてください．日本屈が母潤の方はＦ５．F６．Ｆ９の臼回には笹える必要はありま

せん．

ＦＩＩ生別１男２女

幅H国薮面司

｢日本語教育の学習琿境と学習手段に関する調査研究」への

御協力のお願い

(市・邪)．睡職住地域 (押別市・広填市・道）

F３年齢110代２２０代３３０代４４０代５．５０代６６０唾以上

脚母Hli＜最もよく話せることば＞８月
国立脚躯研究所日本翻験荷部門では、「日本語教育の学習鯛境と学習手段に閲する調査研

究」を行っておりま龍

インターネットを始めとする様岩なIiWOl獅汕のあり方の変化に伴い、日本iIiを学習する、

あるいは敬える環境や手段も多様化し、支恨のあり方も柔軟に対応する必要があります。そ

のためには、まず国内外でロ本譜を学習、あるいば教えている方々がどのよう鞍環境で日本

語を学習．あるいは教え、どのよう鞍手段でロ本譜を学習、あるいは教えているかについて

広く燗鯏収集し、『多様化」している現状を把蝿する必要があり衷爽その一風として、本年

度は、ロ本蹄教育支掴のための基礎研究として、韓国でのロ本紺教育の学習鰯塊と学習手段

に閲する調査を行っております。

お位しいところ大変恐縮ですが、本詞査の趣旨を御理解くださり、ご回答くださるようお

願い致します。

Ｆ５ｐ本語学習歴年（日本での学習歴年）

【内訳】専門大学・大学校・大字院

年
年
年
年
年
年
年

■技

中学

小字松

その他の敏百麓股（学院など）

企藁

その他．

〒115.8620束京都北区画が丘３－９－１４

国立国認研究所日本認教育部ｌＪｉ

ＴＥＬ:+81-3-5993-7660

ＦＡＸ;+81.3.3906.3530

ｈmp:"wwwIsokkon・gojpi鰯】ノ

F５．１その他の外国師学習歴

絹
阻

年
年⑬
』

F６M本に行った趣験があり表すかＩない２ある

Ｆ6.1「幻と答えた方はその目e劇ま同ですか

Ｉ皿光２仕牢３超期凹学（６ケ月未渦）４短期､H学(６ケ月以上～１年未渇）

５長期留学（１年以上）６企菓研修７．国暗交流８ワーキンゲホリデー

９家族滞在１０その他一

Ｈ本鐇教育経験合lｆ年

【内餓】専門大学・大学校・大学院

高校

中学

その他の敏白魔殿（字NFEなど）

企纂

その他一一一一

F７

年
年
年
年
年
年

ＦｌＢｌｌ本譜以外の教育経験．-年科目名



ｒｌｌｐ本舗軟荷に間する学会、研究会．教師会鞍とに穆加したことがありますか。
Ｉいいえ【－Ｆ１２へ）̄

２１まし､

⑯加したことがある学会・研究会・教師会名を記入し、兜衷旺映や役目軽ＨＲがあｵLばＯをつけて(鱈さい．

誘来どのぐらいできるよう｣こＦ９ｄｂ強たば現注、日本認がどのぐらいでざま-Ｉか（①)。そして、

聖_るまで勉懐l上_し)と思っていますか（②)。「鈍心二と」「醤くこと」「聞くこと」「話すこと」
それぞれについて、最も適当雄もの推避んで、炎の中に記入してください。

[藤むこと］

Ｉわからない．考えたことがない．

２．よく知っているトピックであれば新聞や腕艶の配車が理解できる．

ａ簡単な文章ならだいたい理解できる．

１．群=を使って新、や雑誌、興味のある分野の本などが鱈いたい理REできる。

５．母狙と同じように跣める。

Ｆｌ２敬師に戦ってから日本語教育の聯掻を受けた二とがあり主-rか。
ｌいいえ（－Ｕ１へ）̄

２はし､

全卸で何回．研修を受けましたか．回

[宙くこと】

１わからない．寺えたことがない．

込逼L､文きちくことができる．

ａ友人や身近な人への手錘をちく二とができる｡

１．改まった平紐・レポートなど．まとまった文立がちける｡

Ｏ･母把と同じように杏ける。

そのうちの主なものについて９２入してください．

[聞くこと］

Ｌわからない。考えたことがない。

Ｚ2．日浦生活で使う面血な表現．指示などを理鮒することができる・

ａ会鱈の中で相手の封えや定見を瞳いたい理解することができる｡

．Ｌテレピニュース．孚校の餌毬などまとまった賭がほぼ理解できる．

５．国腿と同じように聞いて理鰯できる．

U、普段なさっている御自分の授業について質問をします。
Ｑ１授窺ではどん鞍ものを僕いますか。

どのぐらいの頻度で使っているか．それぞれについてお答えください。
いつＩよくﾋｵﾋﾟｔ

２ｉ騨節

Ｉ市臣の散１４こ５４。

２生軟材５４。

＜「生軟材」の柤顛は．０２を参照してください＞

３回砠纂５４３

４プリント枚材（自作）５４３

５，音戸テープ（市瞳）５４３

６‘音戸テープ（自作）５４３

７ビデオ（市販）５４３

８ビデオ（自作）５４３

９絵５４３

００文字カード／フラッシュカード５４３

１１饗物５４３

０２その他５４。

函
⑨

０．２回臣？'上Ｈｈ机、

ニヒ撒鵬

２１

２１

２
２
２
２
２
２
２
２
２
２

[賭すこと】
Ⅱわからない．毒えたことがない．

２．耐血な自己紹介1Mできる。

Ａ１日常生活に閏らなL哩度の表現を使える。

．ｌ自分の怠旦や考えをまとめて鯖すごとができる．

ａ母阻と同じように鱈せる。

ＦｌＯｌｌ本譜教師になった理由は何ですか。（nIll記述） 生教材を使ったことがある人l士どん鞍ものを使いましたか。（複数回蕃可）
Ｚ睡蕊３本４テレビ番組５ビデオ５インターネット

Ｂマンガ９テープ・ＣＤ１０その他

Ｑ２授婁で【2」
ｕ新田

、写又

Ｕ

①現在 ②将来

期間(例：２日間．1ヶ月）

①現在 ②将来

①現在 ②将豪

①現在 ②将来

学会・研究会・敬師会名 究衷偲眼 役目経験



Q2－１鞍ぜそれらを使いましたか。淡の中からあなたの考えに近いものを選んでください。
（複数回答可）

1．学習者に本物の日本胆に触れさせるため

２‐日本の牢税や文化に触れさせるため

３日本籍能力の向上には欠かせないため

４‐学習者の興味・璃心をひくため
●

５．学習者力《希斑したから

６．その他

）１４日本１日の歌（テープ．ＣＤ）

）１６値の■国人牧師

）’8．日本人アシスタント

）２０前回の敏案

）１３．映函

）’５砂掴した研惨会での濁料等

）１７．日本人の同僚

）19,軟踊以外の人

）２１．その他

Ｉ
く
Ｉ

それぞれどのぐらい薗要だと思いますか。

紳冷に牢且畏では怠い

５４３２１

５４３２１

５４3２１

５４コ21

５４３２１

５４コ２１

Ｑ７日本語鞠茄の能力について、

１日本89運用能力

２百紹救商龍カ

ユ日本閥の知浅

4.クラスマネージメント

5.日本に関する知誕

6`その他

Ｑ３授業で自作教材を使ったことがある人I士どん鞍自作教材塗使いましたか。（複数回答可）
Ｌ活動用組助シート（タスケシート．ロールカードなど）

２．フラッシュカード（絵カードー文字カードなど）

ａ錬腎簡田などのプリント

４．醜解用のプリント

５．苦戸教材（テープ）

６．学習項目幽明のためのプリントなど

７．コンピューターを使って教える敏材

＆その他一一

Q８日本語教師としての資質・能力向上のために以下のｌ～７をどのぐらいしていますか。

「ほとんどしない｣場合､その理由は何です力3下の[二コの中から選んで､＿に記入し
てください。１～７それぞれについて答えてください。

よけ６Ｉｉ々T６ほこルビLぱい

１研修会や勉強会に出席する３２１－浬由

２１６雰吝や専門杏で勉強する３２１－理由

ａ他の敏師と鰭す３２１－璽由－

４他の教醗の授纂を見学する３２１－璽由

5．自分の授纂を見てもらう３２１－璽由

６異なる指導鰭・教材を横射し．経験する．２１－理由

７，テーマを雛めて研究する３２１－理由

Q４授業で機材を使いますか。lいいえ２はL、

｢Ｚはい」と答えた人はどんな橿材を使いますか．（担敬回笘可）

1．ビデオＺテープレコーダー３０１ＩＰ

Ｓその他一

4．コンピューター山
②

Q５授業で日本語をどのくらい使いますか。レベル別にｏを記入してください。

＜「ほとんどしない」理由＞

６現在CD磁場では囲皿がないから

7．充分な日本脳軟育能力があるから

a忙しいから

９その他

1．研修会辱を知らなかったから

2．研修会尊の捜会がないから

3．お金がかかるから

４研修会騨の期所が通いから

559,kがないから

Q8-1日本語教師としての資質・能力向上のために、他にどんなものが役に立つと思いますか。
何かございましたら、ご自由にお聾きくださいまた、その中で経験したことがあるもの

には番号にＯをしてください。

1２

Q６次の中で､授難n劃i;のためjや、日本錨や日本について知るために、利用するものやI鵡ける相手はどれ

です力も（）に○をつけて<ださし、またその中でよく利用するものや､】銭する相手にh1゜をつけて<

だざしも（複散回答、

（）l特に何もしない （）2．散科吝

（）ａ敏科=に付随した楢導吝（）４文珪鰹型＝

（）５谷宥=（）ｑ日本相辞谷[谷名：

（）７．漢字字典l毎名：１（）ａビデオ

（）ｑ日本組学習のための音戸テープ（）Ｉｑ日本絹学習のためのコンピュー，－ソフト

（）１１．インターネット（）１２.テレビ缶組

３４．

５４

初輯 中鰻 上級

全て日本厨を使う

_餌日本雷を使う

あいさつ

例文や本文を蕊む

Ili示を出す

文法説明

アクティピティの鋭明

そのhｈ



回・以下は.日本鯛が母鰯でない方のみお替え<鎧さい。Q９普段、コンピューターでどん医ことをしていよ~ﾀｶ､゜していること全てに○をしてください。

ｕワープロソフトを使って放材写を作成する

２インターネットを利用して．伯幅を収集する

ａ■子メールを送受償する

４チャット

５プレゼンテーション用ソフト（Fmcrpointなど）を使って．授裏や9F表を行う

６ホームベージ作戚ソフトを使ってホームページを作る

７コンピューターを使って故える故材（CAI軟材／■⑫b孚巴舷材）を作成する

aその値

Ｑ１３｣ﾛ1本蕊の授業以外ご日本露を使ってやりとり（会賭、盆３６．手紙、電子メール鞍ど）篭する

ことはあります刀､。

’はい（-013-1.013-2色）zいいえ（＝、遡全）

Ql3･】日本語の授業以外でどん鞍人と日本語でやりとりしますか。やりとりする人全員に○を
し、その方法を選んで○をつけてください。（複数回癖可）

Ｑ】ＯＢ本誕教育のために．
こて0G日

５４

コンピューターを利用することは必要だと思い蓑すか。

ど串らとい010ｌｂ合《蝿C⑩

３２１

：
Ｑ１１韓国の日本踏較師の資質･能力向上のために、今後、充実を希望するものには（）にＯを、

特に強く輪型するものには｡をつけてくださ',＄（複数回答可）

（）1文竣筋旗百一次のどれですか．【、初級２中級３．上級Ｉ

（）Z辞召－次のどれですか．Ｉ１ｍＩ－Ｂ２日一陣ａその他

（）ａ洩宇字典一次のどれですか．１１，曲国旧で醜明２．日本語で説明Ｉ

（）Ｑ敏瞬用ｉｎ尋缶孝谷－どんなものですか．

（）５－日＊８８字画のための音戸テープ

（）６日本旧字囲のためのコンピューターソフト－次のどれですか。

’１作文２発石a漢字４文漣；その他

（）７ｍｃｂＢ本凋学厨プロゲラムーどんなものですか．

（）８日本旧のテレビ笹組

（）ｑ日本掴の映匝

（）ＩｕＢ本旧を使ったゲームソフト

（）１１日本人との文洩

（）12．日本人との変換字画

（）１３日本人家Ｅへの妨面．ホームステイ

（）１４日卒・日本掴・日本温故曰に園するイベント

（）０５，日＊１日敏鰯昼成・研修コース（大字・大学院）

（）ｌ６Ｇｈ餌閲のネットワーク

（）、研硲会

（）１８訪日研修

（）１９その他

頤
『

Ｑ13.2Ｑ１３．１で○をした中で陽もっともよく日小猫でやりとりとする人あるいは人連について、

答えてください。

Ｑ１２日本蕊の授藁のためにあったらいいとMILうものや充奥したぼうがいいと思うものは何です
か。（自由回審）

７６

。
Ｉ

恵一酉、 金麓 手瞳 電麗 電子メール チャット

１ 日本1日の敏節

２ 日本15以外の■h瞬

３ 日本人アシスタント

４ 日本人岡宇生

５ 店やレストランの店ロ

６ 家族・IH醸写

７ 知り合い

８ 曰木の間係但､lの人

９ その他

①その人はQU3-1のｌ～９のどれで十力Ｌ＊1つだけ甥んで下の骨号に○をしてください＿

１２３４５６７８９

②どニの国の人で-1-か．

189国人２日本人３その他

③性別

ｌ男Ｚ女

①やりとりをするようiこなった項．あなたの日本箱はどうでしたか．Ｏ砦付lﾌﾞてください．

ｌほとんどできなかったＺ少しできた３日常食膳UⅡ反できた

４かなりできた且日本人と固狙度できた

⑤やりとりをする母IEHlゴどのぐらいですか．１つ灘んでください．

1年に２．３回Ｚ月Ｚ－３回３週１回４通２．３回５毎日

⑥やりとりの主な手段はｲ可ですか．（複数回答可）

I会づて8孟寸２国鱈で鱈す。手岻４邑干メール

§その他

⑦その人とやりとりを-ｹる時．日本語をどのぐらい便いま↑-ｶG゜

Ｉ全部日本1日２主に日本;ロ３白木8日と他の已組が半々４主に他の百1日

⑤主にどんな二とについて盤しますか。（祖故回答｡、

ｌ日本lUl二ついてZ勉強につし､てａ仕事について４生活について

５趣睡について６社会について】その他



Ｑ1３３（01ｺで「I」と答えた人は回答する必要はありません.）

腱窺以外でロ本語を蝉わ傘い理111は何ですか。次の中からあなたの考えに近いものを一つ週

んでください。

１日本橿を使う相手がいないから

２日本阻を使いたいと思わないから

。自分の日本田力が充分ではない力､ら

４恥ずかしいから

５日伯がないから

６曲plBや英阻など他の百組の方が便申Iだから

７その他

Ｑ14.4（014-1で「1」と笹えた人は自答する必要はありません．）
1Ａ何ですか。次げ〕たりlBllいたりし竃ＬＬ理由授窺以外”BIiIIilに、Ｉ]本語が使われているものを

中からあなたの酔えIＰ近いものを－つ週んでください．

L見たり．鰯いたりしたいと忠わないから

２．時間がないから

３．自分の日本85カｶt充分でないから

6．利用するのにお金がかかるから

ａ平に入りにくいから

６．その他

凹
醇

(１１４４Ｗ)１m]りに．ロ本藷が使われているもU)はめ0比L-lか。（lU本錨学習教材は除きます.）
Ｉはい（－pI4-Iへ）Ｚいいえ【－０１５へ）

ＱＭＵｕ窪砥の投棄Ｗ,卜の時間に．【１本ＩＨＩが使われているものを几たり聞いたりする二とI±あ
り主-1.か．

１はい(=TOU4=2.014-ｺへ）２いいえ(釦14-0へ）

Ｑｌ５過去３年のHHIに．韓国、あるいは日本で次の災(Ｑｌ５１)のよう鞍日本人やロ掌蕊に擢一↑~ろ臓
会や劇所を軽験した二とがあります殉も

Ｉはい(副15-1.015-2空）２いいえ(二塾上ｴｴ）

｡Ｍ･２授窺以外でどん鞍もの（日本繭が使われているもの）をjしたり１１Mいたりしま‐rか。あて
はまるもの全てにＯをしてください。（複敗回答可）

１８旧聞２館陸。本４沮団５．商品のパッケージや､、且杏

６テレビ魯姐７ラジオ苔組８ビデオ’ＤＶＤ９ＣＤ１０百戸テープ

Ⅱコンピューター（インターネット匂）ＩＺゲームソフトＩユその他

ｑｌ５ｕ極験した二とがめるものの勝号に。をし、韓圃、１１本のどちらで経験したか○をつけて
ください。

ＱＭ３（ｌＭｇで○をした中で、最もよく見たりＤＩＩいたり-｢ろもの－つについて．藩えてくださ
い．

「■【

Ⅱ

②岬IDとIDをその人とするとき．なぜロ孝鰯砦僅うのですか．下の項11それぞれについて．５～ｌⅨ)尺壇守蒋

えて<鮭さい．また．それ以外'二厘＄がDPろ趨含１３．「その他」に肥人の上．同観に答えてください．

2（ｆｌ９ｌ（GらGOLD几臥０２（OlUInい、

１日本肥を使うのは空しい力､ら５４コ２

２日本阻の母胆話者と賭したいから５４３２

３日本１日能力向上や紺持のため５４０２

４仕事として■蹄づけられているから５４３２

５日本組が＆もわかりあえる甘践だから５４０２

６相手が使うから５４．２

７囹憤になっているから５４。２

８千の伯５４。２

(1)主にどんな内海で一寸呵り．（預歓回答｡ｐ

ｌ政治・ｍＳＷＺ社会・呈活］１４孚技閑４文化・芸編５スポーツ・匝０＄
尽口去紅。ロ士、一雨Ｔロ±▲ＢＦＩ立ｇ子の低I

⑤ｊとたり囲いたり↑･る理由は何で十ｶ％下の項ﾛﾓｫLぞjLについて、５～ｌの尺度で答えてください｡また、

それ以外に田ItlがいるM1合I±、「その他」に12人Uj上．同概に符えてくださ'r％

２<モうピ６６と＄２《fう

９）いX机０Ｕｈ机Ｉ

1頭しいから５４。２

２日本阻に､qｵuたいから５４３Ｚ

］日本組の力を瞳してみたいから５４．Ｚ

4日本組飽力の向上や$a持のため５４．z

日毎々なUI報が円られらから５４。２

６日卒や日本人'二ついて知ることができるから５４。２

７.仕事のため５４。２

８研究のため５４。２

９千dＷｌ５４。２

撞金・咽Iｉｉ 酋国 日本

１ 日本人との文涜会

２ 日本人衣Ｅへの訪問・ホームステイ

３ 自宅への日本人の肪団・ホームステイ

４

５

日本網のスピーチコンテスト

日本8日が使われている固俎でのアルバイト・tt車

６

７

日本・日本掴に間するイベント

日本人のいる旧所．日本人が集まる旧Wｉ

８ 日本・日本狸に閥する資料センター・図■館

(例二ソウル日本文化センター．在芭山日本国馳凶亭館）

⑨ ユロ､偽

(1)子jLはQIo-2の1-1コのどれでＴ･か､．＊１つ預けiI}んで下の時：'二○をしてください．

２３４５６７８９ＩＯｌＩＯ２１３

②醐肛I』どのぐらいですか．Ｏを１１ﾌﾞﾄﾅてください．

１年に２．３回２月２．．回ユョ１回４通２．３回５句日

IJI{｣しは館⑩もので-十ｶ％

Ｉ自分のものＺ家､Hのもの。友人や知り合いのもの４ｺ閂曳のもの

５会社のもの６その他



Ｑ15,2軽験した二とがある鶏舎．もう－腰経験したい．あらいI土継鑓して経験したいと鯉うも
のI土あります瞬量も経験したいと纏うものをＱ16.9の通ljHHkの中から－つだけ選んで記

入してくださ{,、

-015-1の■硯肢のＳ母壱一つして(鱈さLⅡ１ある

2．恋し、

ご鰡力ありがとうございました．

酌
②

1０

｡



匡正国 ＜型人聰･獣翔｡]星＞
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